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「すべてを正せば、あなたは普通の生活に戻ることができます」

　そうしなければなりません、とユエは言った。蒼あお味みをおびた銀色の髪が揺れ、眼帯に覆われていないほうの赤い右目が俺をとらえている。

「このままでは危険です。ほかの平行世界の能力が暴走をはじめればなにが起こるかわかりません。危険なのはあなただけではないのです。あなたの大切なひとが傷つくかもしれません」

　脳裏に、ありすの顔が浮かぶ。光の粉をまぶしたみたいなキャラメル色の髪をした女の子。俺のヒーローで、大事な幼なじみ。

　スズランの顔も浮かんだ。ぷくぷくのほっぺたを膨らませて俺をお兄ちゃんと呼ぶ。

　絹糸みたいにきれいな黒髪の麻ま乃のはうっとりタレ目を細めて微笑ほほえんでいる。

　人にん魚ぎよは初対面が強烈だったな。思いだすのはこぼれ落ちる真珠の涙だ。

　そして、俺の前に立っているユエ。

　世界を救うために未来からやってきた俺の娘。その正体は人間ではなくアンドロイド。

「さあ、三み柴しば直なお道みち。選んでください」

　ユエが細い手を俺に差しだす。

「すべてはあなた次第なのです」

　俺は──。












第８話　ヒロインにうってつけの彼女（たち）




「なによ、それ？」

　いきなり声がしたので、俺は驚いてそちらに顔を向ける。

「……聞いてたのかよ」

　ありすがリビングに入ってきた。キャミソールを着ていて、手首にはシュシュをつけている。むきだしの細い腕がなぜだか寒そうに見えた。

　ありすはまっすぐにユエを見据える。

「どういうことなのよ、それ？」

　怒鳴るのをがまんしているみたいな声で言った。

　目つきがいつもより険しい。

　ありすのうしろから、ひらひらのスカートを穿はいたスズランが顔を覗のぞかせる。

　ぴったりとしたスキニージーンズ姿の麻ま乃のと、清せい楚そな白いワンピースを着た人にん魚ぎよもスズランにつづいてリビングに入ってきた。

　みんなはユエに視線を向けている。

　でも、その瞳ひとみにあるのは敵意じゃない。困惑のほうがたぶん大きい。

　それはそうだろう。

　こんな話、少し前の俺だったらぜったいに信用しない。

　今だって動揺している。

「どういうこともなにもありません」

　ユエは無機質なまなざしで一人一人を見つめかえした。

「聞いたとおりのことです。それ以上でも以下でもありません」

「つまり──」

　麻ま乃のが口を開いた。

「この現状はパラレルワールドとやらがまざってしまったために起こった、ただの手違いでしかなく……」

　硬い声で麻乃はつづける。

「……わたくしたちは出会うはずなどなかった。そういうことですの？」

　ユエは麻乃に向きなおった。

「本来であれば、みなさんはべつの『三み柴しば直なお道みち』のもとへいくはずだったのです。それが手違いにより〈配送ミス〉された、というように考えることはできるでしょう」

　スズランは顔を青くしていた。こぼれおちてしまいそうな大きな瞳が揺れる。俺を見て、一度、口を開きかけたけれど、なにも言わなかった。小さな手でスカートを握りしめると、下を向いてしまう。

「なぜそれが」

　と、今度は人にん魚ぎよが前にでた。薄桃色の髪が華きや奢しやな肩から滑り落ちる。

「ぜったいの真実だと言いきれる？　ぼくにはぼくの真実がある。それはここにいる彼女たちとは相あい容いれないものらしい。そして、ぼくからすればきみも彼女たちと同じだ」

「あなたの言うとおりです、姫ひめ宮みや人魚」

　ユエはこくりと頷うなずいて見せた。

「ユエもまた平行世界上の存在でしかありません。ここにいる全員が『三柴直道』という特異点でからまってしまった一本の糸なのです。ゆえに、すべてが矛盾せざるを得ないのです」

「だとしたら、余計にわからない」

「なにがでしょう？」

「きみの目的だよ。きみは──」

　人魚はわずかに俺に目をやり、それからまたユエに視線を戻す。

「きみは言ったね。この歪ゆがみを正し、未来をかえるためには三柴直道王子さまが必要だと」

「はい。決定権は彼にありますから」

「決定権ね。それは置いておくとしよう。ぼくが気になっているのは、無数のパラレルワールドというものが存在すると仮定した場合、『救われた未来』と『救われなかった未来』の両方が、それぞれの進路をとることになってしまうのではないか、ということだ。進路の分岐によるパラレルワールドの誕生が不可避なのだとしたら、きみがいた未来はどんな手を打とうとも、結局なにもかわることはない、ということになる」

「姫ひめ宮みや人にん魚ぎよ、あなたは聡そう明めいなひとですね」

「バカにしているのかい？」

「滅相もありません。おっしゃっていることはもっともです。しかし、よく考えてください。あなたがたは常に未来方向へと枝分かれする世界に存在していますが、ユエはその分岐点を知っているのです。枝分かれを未然に防ぐことができればパラレルワールドは派生しません。いえ、派生しなかったと修正されるのです」

　人魚はむずかしい顔をしてユエの説明を聞いていた。やがて一つ頷うなずく。

「……なるほど、パラレルワールドというのは修正が可能なわけだ。単にぼくらがその能力を持っていないというだけのことなんだね。この中でただ一人、きみだけが分岐後の未来からやってきた。そういうことなのか」

　はっきり言って、二人の会話は難解すぎて、俺の頭では理解できていない。ただ、なんとなく、ユエがしようとしていることは、失敗したゲームをセーブポイントからやりなおすようなものなんだってことだけはわかった。

「そんなこと、どうでもいいのですわ！」

　突然、麻ま乃のが声を荒らげてユエの前に進みでる。

　そうしてユエの胸ぐらをつかみあげた。

　麻乃の全身からふわっと冷気があふれ、室温が急激にさがる。

「ま、麻乃、よせって！」

　俺は慌てて二人のあいだに割って入ろうとした。

　けれど、ユエがそっと俺を押しかえす。

「さがっていてください」

「でも……」

　麻乃はかまわずユエを問いつめる。

「あなたの言うようにパラレルワールドの混在とやらを解消させたとしましょう。そうしたら、わたくしは直なお道みちさまとおわかれしなければならないということですわね？」

　ユエは少しも揺るがない赤い瞳ひとみで麻乃を見つめかえした。

「ここにいる三み柴しば直道とはそうなります。二度と会うことはないでしょう。ですが、あなたの『三柴直道』には会えるのです。あなただけの『三柴直道』に」

　風のない海みたいに平らかな口調でユエは告げる。

「わたくしが言っているのはっ──」

　麻ま乃のは口を開きかけ、でも、すぐに歯を嚙かみしめる。ユエの着ている制服から手をはなした。

　リビングは静けさにつつまれる。ひどく重苦しい沈黙がおりた。

　麻乃はユエから目をそらし、人にん魚ぎよはうつむいてしまう。

　スズランは青ざめた顔のままスカートを握りしめつづけていた。

　ユエは無表情で立ちつづけている。

　そして。

「直なお道みちはどう思ってるの？」

　それまで黙っていたありすが口を開いた。

　俺は宝石みたいなありすの瞳ひとみを見つめる。

「直道はこの子の言ってること信じてるんでしょ？」

　その問いかけに俺は静かに頷うなずいた。

「……ユエが噓うそを言っているとは思えない。いや、ユエだけじゃない。ありすも、スズも、麻乃も、人魚も、噓なんかついてなかったんだ。もちろん俺だって」

　そう、俺は最初から思っていた。

　俺はみんなが言うようなすごいやつじゃない。

　俺が主人公なわけ、ないじゃないか。

「みんなの『真実』を本当にできる唯一の『解』、それがユエの物語だ」

　俺にはそう思えた。

　だとしたら……。

「そう」

　ありすは、今度はユエに顔を向ける。俺もユエに目をやった。

「あんたは直道になにをさせるつもりなの？」

「今からおよそ半年前の『あの日』に時間転移し、一連の出来事をなかったことにします。歴史の修正力というものは外部の圧力をはねのけるものではありますが、本人の行動を制限することはできません。なぜなら、それはその人物の選択だからです。従って、三み柴しば直道の協力は必ひつ須すです」

「時間転移なんて簡単に言ってくれるじゃない。そんなことが可能なの？」

「三柴直道は……ユエを開発した『三柴直道』は天才ですから。まさに天災的に」

　そう言って、ユエはおもむろに制服の胸元を緩めた。

「──っ!?」

　俺は一瞬目をそらしそうになったけど、たぶん、そういう場面じゃないのだと思いなおし、動揺を隠して事態を見守る。

　白い胸元が露あらわになった。そしてユエは人差し指で自分の胸の中心を押す。空中に３Ｄ映像が浮かびあがった。ＳＦ映画にでてくるハイテクＰＣみたいなやつだ。ユエはそこに暗証番号かなにかを入力したらしい。すると、胸元が両開きの窓のように開く。

　誰だれもなにも言わない。俺も。

　今さらながらによくわかった。

　ユエは本当に人間じゃないんだ。

　開いた胸の中になにかある。ユエはそれをとりだした。小型の携帯音楽プレイヤーのようなものだった。

「これが時間転移装置です。日付と時間と目的地、それから人数、正確には転移させるものの質量ですね、これらを入力し、スタートさせれば自動的に運んでくれます」

　家電ショップで普通に売っていそうなしろものだ。とてもじゃないが時間転移装置──つまりタイムマシンってことだろ──には見えなかった。

　でも、だからこそ、これを持ち歩いていても誰に不審がられることもないだろうな、と思った。

「しかしながら、問題がないわけではありません」

「……問題って？」

　淡々と語るユエに俺は訊たずねた。

「稼働に必要なエネルギーが不足しています。エネルギー残量は二〇パーセントを割っています。往復を考えますと最低でも四〇パーセントは必要と考えます」

「そのエネルギーってのはなにで補給できるの？」

　今度はありすが訊きいた。

「電気……じゃないわよね？」

「残念ながら通常の電力では効率がよくありません。特殊な熱変換エネルギーを利用しているのですが、代替するとしたら……」

　ユエの視線が俺へ注がれる。

「直なお道みちの《凶戒原則ネメシスコア》を利用しようってわけね？」

　ありすがユエの言葉を先どりした。

「そんなのぜったいダメ！　あたしが許さないわ！」

　魔力炉《凶戒原則ネメシスコア》。

　ありすが言うには、俺は《無自覚な魔術師イノセント》とかいう存在らしい。魔術を使うことはできないけど、その源になる〈魔力〉だけは持っている者をそう呼ぶのだそうだ。ユエの言っていることとあわせれば、そんな『俺』も平行世界のどこかにはいるってことなんだろう。

　そして、今の俺は《凶戒原則ネメシスコア》を所有していることになる……。

「どうか落ちついてください、一いち条じようありす」

　ユエは冷静にありすに語りかけた。

「確かに三み柴しば直なお道みちが所有しているであろう《凶戒原則ネメシスコア》の力は有効だと思われます。しかし、現時点であなたの了解が得られるとは考えていません」

「じゃあ、どうするつもりなの？」

「《千年魔女あなた》の力をお貸しいただければ、それで十分だとユエは判断します」

「あたしの、力？」

「はい」

　ユエは時間転移装置をありすのほうに差しだした。

　ありすはそれを見つめ、それから俺に視線を移した。俺の顔に正解でも書いてあるかのように。もちろん、そんなもんが俺の顔に書いてあるわけがない。

「……危険はないの？」

　ありすはユエに訊たずねる。

「ない、と断言したいところですが、このような事態になってしまった以上、残念ですが安全を保証することはできません」

「正直なのね」

「それが誠実な対応と思われましたので」

　ありすはくちびるを嚙かむ。

「この混乱を正し、そして未来をかえる。あたしもここにいる全員も直道とはおわかれ」

「おわかれではありません。あなたがたは、あなたがただけの『三柴直道』を手に入れられるのです」

　ユエの言葉にありすは小さく笑う。

「でも、あんたは消えちゃうんでしょ？」

「そうあらねばなりません」

　ありすは視線を足元に落とした。長い髪のせいで顔に影がかかる。

「……少し、考えさせて」





　　　　○　　○






　その夜のことだ。

　俺はベッドに寝転がってこれからのことを考えていた。

　部屋の電気はつけず、天井をぼーっと見つめる。

　もしも、このままなにも行動を起こさなければどうなるんだろうとか、あるいはユエの言うとおりに、『半年前』に時間転移をして一連の事件をなかったことにしたら、あらゆる問題がきれいに清算されて、俺はまた平凡な高校生に戻れるのだろうか、とか。

「……清算ってなんだよ」

　みんなが俺の前から消えてしまうことだろうか。

　本来なら、みんなは俺と会うはずじゃなかった。

　それが〈配送ミス〉とやらで俺のところへきてしまった。

　これはただの間違い。

　それがなかったことになる。

　間違いなら正さないといけない。

「……そういうもんだろ」

　でも、本当になかったことになるのだろうか？

　たとえば俺のこの記憶は？

　みんなとすごした、短いけれど濃密なこの数十日間はどこへいってしまうんだろう。

　それもぜんぶ消えてしまうのだろうか？

　ぜんぶが終わったあと、俺はなにもかもを忘れてしまうんだろうか？

　平凡な生活に戻るなら、きっと忘れてしまうほうがいいのだろうけど……。

　もやもやとそんな思考をめぐらせていると、

「王子さまっ！」

「お兄ちゃんっ！」

「直なお道みちさまっ！」

　ずばん。

　俺の部屋のドアが勢いよく開かれた。

「ん？」

　人にん魚ぎよとスズランと麻ま乃のが同時に入ってこようとして、つっかえている。

「ちょっと邪魔をしないでくださいませ」

「ぼくが一番乗りだったはずだ」

「うにぃ、スズの顔に目障りな脂肪のかたまりがむにむにと……」

　いつだったか、こんな光景を見たような気がする。

　俺はベッドから起きあがって部屋の電気をつけた。

「……なにやってんだよ？」

　すると三人が一斉に俺を見た。

　同時に、つっかえもとれて俺の部屋になだれこんでくる。

　と、

「直道さま、ご覚悟を」

　麻乃が言ったとたんに左手の小指に熱を感じた。

「え？」

　見れば、つけ根のところに真っ赤な指輪が浮かびあがっている。

『雪乙女マツロワヌカミ』の秘宝《運命の赤い鎖アカイエニシ》だ。

　指輪は同じく赤い色の鎖とつながっていて、その鎖は麻ま乃ののほうへと伸びている。

　普段は見えないようになっているのだけど、今は麻乃の首に赤い首輪が浮かんでいた。

《鎖エニシ》はそこに結ばれている。

「ちょ、いったい、なにを？」

　次の瞬間、麻乃が《鎖エニシ》をぐいっとたぐった。

「うわ」

　左手をひっぱられた俺はバランスを崩す。

「細ささめ雪ゆき流捕縛術──願慈☆辛女ガンジ・がらめ！」

「意味わからん、って、うおっ!?」

　麻乃は巧みな鎖さばきで俺のからだに《鎖エニシ》を巻きつけていく。

　俺はぐるぐる巻きにされて床の上に転がされた。

「なにすんだよっ」

　イモムシみたいに床の上をのたくって抗議行動にでてみる。

　すると、スズランが俺の前に立った。

　細っこい脚が目に入る。

「ごめんね、お兄ちゃん」

　スズランはその場でしゃがみ、すべすべの手で俺の頰ほおにぺたんと触れた。ぷにっとしたふくらはぎの向こう、スカートの奥が見えそうに……って、そんな場合じゃねえ！

「いったい、どういうつもりで──あ、おい！」

　俺が話している途中で人にん魚ぎよと麻乃が二人がかりで俺を持ちあげた。

「王子さま、暴れないでくれたまえ」

「そうですわ、直なお道みちさま。あぶないですわよ」

　二人はえっさ、ほいさ、と俺を肩に担いで一階のリビングへと移動した。

　一階のリビングにはありすとユエの姿があった。

　ありすはどこか憮ぶ然ぜんとした表情をしている。

　ユエはいつものように感情をともなわない顔で立っている。

「これはいったいどういうことなんだ？」

　ありすとユエに問いかけたのだけど、二人とも答えてはくれなかった。

　麻乃と人魚に抱えられた俺はそのまま椅い子すに座らされた。

　麻乃は《鎖エニシ》を使って、俺をその椅子にくくりつける。

「おいってば。なにごとだよ？」

　さっぱり状況が見えないのだが……。

　スズランがてけてけと駆け寄ってきた。その手には健康番組かなにかで脳波チェックにでも使いそうなヘッドギアというか、ヘルメットがあった。それを俺の頭にかぽっとかぶせる。

「えーっと、なに、これ？」

　重くはないけど、かぶり心地のよいものではない。

「これはね」

　スズランはしゅぴっと人差し指を立てた。

「お兄ちゃんの胸きゅんポイントを測定する装置だよ」

「胸きゅんって……」

　それは死語じゃないのか？

「ほら、恋愛ゲームにはヒロインの好感度っていうのがあるでしょ？」

　ギャルゲーでヒロインを攻略する際の目安のことだ。最終的に目当てのヒロインの好感度が高いとハッピーエンドを迎えられるけれど、そうじゃなければその女の子とは結ばれないとか、だいたいそんなようなものだ。

「あれの逆バージョンで、ヒロインにどれだけ胸きゅんしたかを測るものなの」

「いや、なぜ、ここでいきなり？」

　あまりにも急展開すぎて、正直ついていけていない。

　時間転移してパラレルワールドの混在を解消するとか、そういうシリアスな話じゃなかったっけ？　あの話はいずこへ？

　俺、さっきまでかなり真剣に悩んでたんだけど……。

「いいから、いいから」

　スズランはよくわからない微調整をヘルメットに施した。コードをたぐり、それをユエに手渡す。淡々とコードを受けとったユエはちらりと俺を見て、それからもぞもぞと背中に手をつっこんでどこかにコードを差しこむ。それで準備が整ったらしい。ユエはスズランに頷うなずいてみせた。

「それじゃあ、ルールを説明するね、お兄ちゃん」

「ルール？」

「今からスズたちは一人ずつお兄ちゃんへのアピールタイムに入ります」

「は、はあ」

「お兄ちゃんがドキドキすると──」

　スズランがユエに視線をやる。

　ユエは頷き、スズランの言葉をひき継ぐ。

「パラメーターの最大値を一〇〇〇としまして、三み柴しば直なお道みちが抱いた彼女たちへの胸きゅんを数値化します」

　胸きゅんって数値化できるものなのか……？

「不正イカサマはなしです。厳正に審査することをここに誓います」

　ユエは平べったい口調で宣誓した。

「制限時間は五分だよ。最終的にもっとも高い胸きゅんポイントを獲得したひとが優勝ってわけなの。優勝者には豪華賞品としてお兄ちゃんをプレゼント♪」

「待て待て待て、俺の了承は？」

「ちなみに、お兄ちゃんに触れてもいいけど、常識の範囲を逸脱した行為をおこなった場合は即座に失格だからね」

　俺の質問をさらりと流して、スズランはみんなに確認する。

「それじゃ順番を決めよう」

「くじびきはつくってある」

　人にん魚ぎよが右手に握った細い紙を差しだした。

「さきっぽに番号が書いてある。うらみっこなしだ」

　ユエと人魚を除くみんなが一斉にそれに手を伸ばした。作成者の人魚は残ったくじをひく。どうやらユエは採点係に専念するみたいで不参加らしい。と、まあ、そんな冷静な状況分析はどうでもよくて。

「おい、ありす、これはなんなんだよ？　やめさせてくれよ」

　俺は椅い子すの上でもぞもぞ動きながら、幼なじみに助けを求めた。

　が、

「べ、べつに、あたしはこんなのやんなくても……」

　ありすはキャラメル色の髪の毛をぺたぺた撫なでつつ、なんかごにょごにょ言っていて俺の言葉を聞いていない。

　いったい、なにがはじまるっていうんだ？

　胸きゅんポイント？

　アピールタイム？

　なにそれ？
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　くじをひき終わったあと、準備があるとかなんとかで、みんなは俺からは見えない位置でごそごそやっていた。

　しばし待つこと一〇分弱。

　一番のくじをひき、椅子にくくりつけられている俺の前に現れたのは──。

　ありすだった。

「お、おまえ、その格好っ!?」

　思わず声が裏返る。

　と言うのも、ありすは、どういうわけだか体操服に着替えていたのだ。

　……いわゆるブルマというやつを着用しているのである。

　なぜに？

　うちの高校では体育のとき、男女ともに指定の短パンを着用しなければならない。中学のときはハーフパンツだった。小学校では男子がハーフパンツで、女子はスパッツと決められていた。

　だから、ありすのブルマ姿というのははじめて見る。

　と言うか、ブルマなんてフィクション以外ではじめて見たような気がする。

　半はん袖そでの白い体操服の下に濃紺色のブルマを着用していて、ぷにっとした太ももが伸びている。右の太ももの内側には《守護の刻印ブランド・オブ・アリス》を隠すための絆ばん創そう膏こうが貼はってあった。

「な、なんか変な感じ」

　ありすはちょっと顔を赤くして、若干、内うち股また気味に立ち、体操服の裾すそをひっぱってブルマを隠そうとしている。

「むー、コスプレと同じだと思ったのにな。キャラになりきるのと違うからかな」

　ありすは微妙にもじもじしながら、

「なんか言ってよ」

　うらめしげな目で俺を見た。

「んなこと言われても……」

　なんとも目のやり場に困る。

　ブルマってのはほとんど下着みたいなものじゃないか。よくこんなもんが普通に教育の現場にあったものだ。こりゃ廃止になるわな。うん。

　体操服も学校指定のもさっとしたやつよりワンサイズ小さく、ありすのボディライン（とくに胸）を強調しているかのようで、そこはかとなくエロい……。

「って言うか、そもそもなんなんだよ、これ？」

　いまだになんでこんな状況に置かれているのかが謎なぞだった。部屋で悩んでいたらいきなり拘束されて、胸きゅんポイントだかなんだかを測定するなんて言われても意味不明すぎるだろ。

　そもそもだ。ギャルゲーの好感度ってのは、日常の会話やイベントをこなしていく上で重ねていくもののはずだ。

　それを強制的に発生させるのっておかしくないか？

　ありすは頰ほおを赤くしたまま、

「つまり、これは……」

　途中まで口を開いたのだけど、最後まで言わなかった。

　ぷんっ、とありすはそっぽを向き、てこてこと俺の背後へまわる。

　俺は《鎖エニシ》で椅い子すに縛りつけられているので、うしろを向くことができない。

「お、おい……」

「えっと、一番、一いち条じようありす……マッサージをします」

「は？　マッサージ？　って、おい！」

　ありすは俺の背中に手を置いた。そこから、ありすの体温が伝わってくる。

「じゃ、はじめるから」

　宣言して、ありすが俺の肩をわしわしと揉もみはじめた。

「いきなり禁じ手か。やるね」

　人にん魚ぎよの声がする。

「過度な接触は失格のおそれがあるというのに大胆ですわね」

　麻ま乃のもなんだかおかしなことを言っていた。

「んっしょ、んっしょ、直なお道みち、けっこう肩凝ってるのね」

　もみもみしながらありすが言う。

「……気苦労が絶えないもので」

　今まさにね。縛られているわけだし。

　つーか、マッサージとブルマ姿のあいだにどんな関係が？

「どう？　気持ちいい？」

「……気持ちいい」

　まあ、状況は依然として不明のままなんだけど。

「そーでしょ、そーでしょ」

　ありすは肩から移動して、次に頭と首のつけ根のあたりをくにくにしはじめる。

「ううぅおおぅ、そ、そこ、いい。もっと、強めでも、いい、かも」

「こう？　んん、んん」

「あー、それ！　それ、いい」

「んっしょ、んっしょ」

　くにくに、くにくに。

「んっ、んっ、けっこう力いるのね」

　マッサージのおかげで血行がよくなったのか、からだがぽかぽかしてくる。

　なんだか眠たくなってきた。まぶたが重い……。

「んっ、んんっ、ぁ、ん、んん」

　だが、そこでふと気づく。

　ありすの吐息が微妙にエロいことに。

「んん、はぁ、んっ、ぁ、んぅ」

　一瞬訪れた眠気もどっかに吹っ飛んでしまった。

「あ、あ、ありす？」

「ほら、んぅ、気持ち、いいっ、でしょ？」

　なんだか若干息が荒い。それがまたちょっとエロい。たぶん本人は一生懸命マッサージしているだけで気づいていないんだろうけど、俺の精神衛生上よろしくない。良心と理性がすごいスピードで摩耗していっている。

「いや、えっと、も、もう十分だから」

「なによ、まだまだこれからなんだから。あと二分以上残ってるし」

　そう言うと、ありすは俺の正面に移動した。

　よほど一生懸命だったのだろう、かすかに汗ばんでいる。

　ああ、だから体操服なのかな、と思った。

「さっき、ネットで足ツボ調べておいたの」

「いや、もう、わりと満足だし、ここらで──」

「直なお道みちのためにせっかく調べてあげたのよ？　最後までやらせなさいよ」

　ありすはそう言うと、くるりとうしろを向いた。

　それから、ちょっとかがむような姿勢をとる。

「ぶっ!?」

　瞬間、俺は目撃してしまった。

　ありすのブルマがはみパンしているところを。

　慌てて視線をそらす。

　が、俺の脳内画像フォルダには自動保存されてしまった。

　無意味にやばい。無条件にやばすぎる。

　ほんと、なんでこんなんがかつての教育現場にあったんだ。信じられん。

「お、おそるべし、《千年魔女》。今のは天然か……」

　スズランの声が聞こえてきた。

「今ので三み柴しば直道の胸きゅんが二〇ポイント上昇しました」

　ユエが短くコメントをくわえた。

　胸きゅんってのは単なるエロ心なんじゃないかな。恥ずかしいにもほどがあるぞ。

　ありす本人はまるで気づいていない様子でこちらをふりかえる。

　その手には消しゴムのついたえんぴつがあった。普段はあまり使うこともないのだけど固定電話を置いている台の横にメモ帳とペン立てがあって、そこから抜きとったらしい。

「えんぴつなんてなにに使うんだよ？」

「この消しゴムのとこでツボを押すといいんだって」

　ありすはそう言うと、俺の足をとってぺろーんと靴下を脱がせる。

「あ、おい」

　そして、えんぴつに付属している消しゴム部分を俺の足裏にぐいっと押しつけた。

　瞬間。

「いっ──」

　ぴきーんっ、と激痛が全身を駆け抜ける。

「ちょ、な、あ、ありすっ！」

「え、なに？」

　ありすはきょとんとした顔で俺を見あげた。

「ちょ、ちょっと待ってくれ、今の痛すぎる。足を貫通するかと思ったぞ」

「今の心臓のツボなんだけど……」

「なんだよ、それ……。え？　もしかして、俺、心臓悪いの？」

「これは腎じん臓ぞう」

「ぬおおおおっ！」

　またしても激痛。

「これが胃」

「ひぎゃあああ！」

　悶もん絶ぜつする。

　どこを押されても痛いんですけど……。

　しかし、椅い子すに縛りつけられているから逃げることもできない。

　ちょっとした拷問レベルである。

　そして、ありすは俺の足の裏のツボを押して押して押しまくった。

「ぎょわ、ぬおお、ぐああっ」

　その結果、判明したことは俺のからだはボロボロだということだ。たぶん、こういうふうにみんなが俺をおもちゃにして遊んでいるからだと思うね。

「ふう、満足したわ」

　制限時間の五分に達し、ツボ押しをやりきったありすは、つやつやした顔をして、額の汗を拭ぬぐった。ちなみに、俺は椅子に座ったままぐったりしている。

「直なお道みちもこれで健康だねっ」

　めっちゃいい笑顔であった。

「どう、嬉うれしい？　ねえ、嬉しい？　こんなにしてあげたあたしへの感謝の気持ちで胸きゅんポイントは、さぞや高いものとなるでしょう。うん、うん、パラメーターがマックスでも驚かないわ」

　とか言って、ありすはユエを見る。

「さあ、ずばばんと発表して。遠慮はいらないわ」

「三み柴しば直なお道みちの一いち条じようありすへの胸きゅんを数値化しますと……」

　ユエはあくまでも淡々と告げる。

「一〇〇です」

　しーん。

　なんと言うか、地味に低い。

「なんでよ！　そんなのおかしいわ！」

　ありすは信じられないという顔をして、ユエにつめ寄った。

「ゼロが一個たりないわ！　なんかの間違いよ！　そうに決まってる！」

　どうしてそんなに自信満々なんだろう……。

「いえ、間違いありません。一〇〇です」

　ユエが断言すると、ありすはギンッと俺を睨にらんだ。

　俺はとっさに目をそらす。

「おかしい！　こんなのおかしい！　断固、抗議するから！」

　いや、おかしくないと俺は思うよ？
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「それじゃあ次はぼくの番だね！」

　相変わらず椅い子すに縛りつけられたままである俺の前に、二番手として登場したのは人にん魚ぎよだった。

　ちなみに、一番手だったありすは、ふてくされた顔をして負のオーラを垂れ流しながら端っこで膝ひざを抱えている。まだ体操服のままだった……。

　まあ、それはそれとして。

　一度見えないところに移動したと思ったら、人魚のやつも服を着替えていたようだ。

「その格好は……」

「チアリーダーだよ！」

　ぴょこん、と人魚がジャンプすると薄桃色の髪もふわりとひるがえった。

　ノースリーブのトップに丈の短いプリーツスカート姿は見まごうことなきチアリーダーである。人魚の健康的な太ももが惜しげもなくさらされていた。両手にはカラフルなポンポンを持っている。

「チ、チアリーダーって……」

　英語圏ではチアガールではなくチアリーダーというのが正しいらしい。英語の授業でそんなのを聞いた記憶がある。

　いや、そんなことはどうでもいいわけだが……。

「どうだい、王子さま。似合っているかい？」

「ああ、うん、まあ──」

　似合っている。それはもう、よく似合っている。すごくかわいいと思う。

　だが、それよりもだ。

　トップの胸元がハート形にくりぬかれていることが気になって仕方ない！

　胸、半分くらい見えてますやん。

　童貞男子歴一七年の俺にはあまりにも刺激的すぎる。前に人にん魚ぎよの素っ裸を見たこともあるわけだけど、こういうきわどいのも変に意識してしまって心臓によくない。ああ、そういえば、俺、心臓悪いんだっけ……。

　自分じゃ見られないけど、たぶん、俺の顔は赤信号みたいになっていることだろう。

　軽く酸欠気味でもある。

「ぬふふ、顔を真っ赤にする王子さまはかわいいなあ」

「ほ、ほっとけ。って言うか、いい加減にほどいてくれよ、これ」

　もぞもぞとからだを動かす。

「それでは二番、姫ひめ宮みや人魚、チアダンスをやります！」

　俺の懇願はさっくりと無視された。わかっちゃいたけど。

「ミュージック、スタート！」

　人魚がそう言うと、ユエが時間転移装置をいじった。すると、そこからポップな音楽が流れはじめる。ってか、それ、見た目が携帯音楽プレイヤーっぽいってだけじゃなくて音楽も聴けるのか……。

　人魚はポンポンをふりながら曲にあわせて踊りはじめる。

　ぴっ、ぴっ、しゅぴっ。

　普通、チアってのは大勢でやるものなんだろうけど、人魚は一人でも見劣りすることのないキレのいい動きを披露した。

　ぴっ、ぴっ、しゅぴっ。

　ポンポンを腰に当ててお尻しりをふりふり、プリーツスカートも揺れる。

　薄桃色の髪の毛がふわっふわっと跳ねた。

　勢いよく足をあげるとスカートの下の見せパンオーバーパンツが覗のぞく。

　曲にあわせて人魚が「きらりんっ☆」って感じでウィンクをした。

　目があった俺はドキリとする。

「なるほど、《千年魔女》とは真逆に、直なお道みちさまには触れない作戦ですわね」

　麻ま乃のがコメントし、

「そのかわりお兄ちゃんの視線を釘くぎづけにするという……侮れない」

　スズランもなんか言ってる。

「うぬぬ、アニソンやボカロで女の子のキャラが踊っている動画は確かに人気がある」

　ありすも悔しげな声をもらしていた。三角座りで。

「完成度も高いと思われます」

　ユエは淡々と感想を口にする。

「三み柴しば直なお道みちの胸きゅんポイントもぐんぐん上昇しています。五〇ポイント追加」

　アクロバティックな動きとキュートな仕草をとり入れた人にん魚ぎよのふりつけは完全オリジナルで、どこか中毒性のあるものだった。

　思わず見み惚とれてしまう。

　これを動画サイトに投稿したらすごい再生回数になりそうだ。

　やがて曲は佳境に突入する。

　笑顔を崩さずに人魚は踊りつづけた。息もまったく乱れていない。

　そしていよいよ最後というところで。

　人魚はジャンプした。

　チアの大会でもよくあるやつだ。普通は下の人間がジャンプの補助をするところなんだろうけど、人魚は一人でも華麗に飛びあがった。身体能力が高いのだ──って、あ！

「人魚！　あぶな──」

　そう、運動神経のよすぎる人魚は、飛びあがってはいけなかったのだ。

　なぜなら、ここは俺の家のリビングなのだから。

　天井はそんなに高くない。

　人魚はそのことをすっかり忘れていたのか──。

　ごん、と。

　思い切り頭を打ちつけた。

「きゃうん」

　本当ならキレイに着地してポーズというところなのだろうけど、人魚は空中でバランスを崩してしまって落下する。

　俺のほうへ！

「なぜに!?」

　俺は急いで立ちあがろうとしたのだけれど、できなかった。

　そりゃそうだ。

　椅い子すにくくりつけられているのだから。

「直道！」

「お兄ちゃん！」

「直なお道みちさま！」

　人体の神秘とでも言おうか、この瞬間はスローモーションのように感じられた。

　俺の上に落下してくる人にん魚ぎよ。

　短いプリーツスカートがぺろんっとめくれている。

　色白でぷにっとした太ももがすぐ目の前にある。

　そのまま人魚のちっちゃなお尻しりが俺の顔面にジャストミート。

　むにぃっ。

　という柔らかな感触は残念ながらほんの一瞬のことで。

「あべらっ!?」

　俺は椅い子すごとうしろに倒されてしまう。

　ついでに床で後頭部を打った。

「ぬご！」

　目玉が飛びでるかと思った。ヘルメットが衝撃を吸収してくれたようだけど、かなり痛い。いや、それよりなにより……。

「いたたた──って、王子さま!?」

　俺は人魚のスカートの中に顔をつっこんでいる状態だった。人魚が動くとお尻とか太ももとかが俺の顔でむにむにする。むにむに。柔らかいけど、これはいかん。

「……た、頼む、どいてくれ」

　こんなの生き地獄だ。

「あ、んっ、王子さまの息が」

　人魚は俺の顔の上でもぞもぞと動いた。俺の顔に人魚のお尻が……。

「うおおおお、やめろおおおお、助けてくれええええ」

　必死の叫び声をあげた結果、とりあえず救出されました。




「最後はちょっぴり失敗しちゃったけど、王子さまはぼくのダンスにメロメロなはずだ」

「ちょっぴり……？」

　あと、メロメロは古いな。

「胸きゅんポイントがパラメーターの最大値に達していたとしてもぼくは驚かないよ」

　人魚はポンポンを腰に当てて、さっきのありすと同じようなセリフを口にしている。

「さあさあ、ずばっと発表してくれ」

　人魚に促されたユエは、

「申しわけないのですが、測定はできませんでした」

　淡々と答えた。

「測定できなかった？　ふむ、なるほどね、思ったとおりだ」

　人魚はうんうんと頷うなずいている。

「つまり、王子さまの胸きゅんが最大値をふりきっちゃったということだね」

　そこまで言って俺を見る。

「これはもう、ハッピーエンドしかありえないっ。さあ、王子さま、今こそぼくと愛を確かめあおう。王子さまはぼくの嫁！」

　目をキラキラさせて、がばちょと俺に抱きつこうとする。

「お、おい」

　縛られている俺は当然なすすべもない。

「いえ、水を差すようで悪いのですが、そうではありません」

　ユエの言葉に人にん魚ぎよは俺に抱きつく前にぴたりと立ちどまった。

「どういうことだい？」

「三み柴しば直なお道みちが頭を打った際に、装置と接続していたコードが抜けました」

　ユエは淡々と答える。

「よって三柴直道の胸きゅんを数値化することができなかったのです」

　……なんと間の抜けた結末か。

「じゃ、じゃあ、やりなおしだ！」

　人魚が勢いこんで言ったが、

「それは許されません。勝負は一度きりですわ」

　麻ま乃のが六甲颪おろしのような冷たく厳しい声で告げる。

「あなたの不注意が招いた結果ですもの、受け入れることですわね」

　スズランも「そうだよ」と厳格なレフェリーみたいな顔をして頷うなずいていた。

「そ、そんな……がんばったのに……」

　人魚はへなへなとその場でしゃがみこんでしまう。

「うう、王子さま」

　なんとなく不ふ憫びんではあった。

「ぷりーず・ぎぶみー・あ・ちゃんす」

　もちろん、答えは決まっている。

「のー・もあ・ちありーだー」

　再挑戦など断固お断りだ。

「はうっ」

　人魚はがっくりとうなだれた。
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　さて、事態はいよいよ泥沼の様相を呈してきた。

　端っこで膝ひざを抱えるブルマ姿のありすと、チアリーダーの格好をしたままの人にん魚ぎよがうらめしげに俺を見ている。

　いったい、どうしろと言うのだ。俺はなにも悪くない……はずだ。

　何度でもくりかえすが、俺はなんでこんな状況に陥っているのかいまだに教えてもらえていないんだぞ？　誰だれか説明してくれよ。

　という、俺の願いもむなしく、

「三番手はスズだねっ！」

　元気よく登場したのはスズランだった。

　またしても俺からは見えない位置で着替えを済ませてきている。

　まあ、今回の場合は俺が見ていたからと言ってどうということもなさそうだけど。

　スズランは給食当番が着る割かつ烹ぽう着ぎのような白いエプロンを着用していた。頭には白い帽子を載っけている。

「えっと、それも一応コスプレなのか？」

　給食エプロンを見るのは小学生のとき以来なので妙に懐かしい。

「ってか、なんでみんなコスプレなの？」

「それはなんとなくノリでだよ、お兄ちゃん」

　まあ、スズランには異様に似合っているけど。ちょっと違和感がなさすぎると言うか。

「スズはね、お兄ちゃんとらぶらぶイベントを実行します」

「ら、らぶらぶイベント？」

　響きだけでなんだかすでに不穏な気配が漂っている。

「うん、これを」

　スズランはおもむろにポッキーをとりだした。

「お互いに両端から食べ進んでいくの」

　古くから庶民のあいだで伝承されてきたポッキーゲームというやつだ。

　合コンとかでやるらしい。合コンなんていったことないけど。

　そしてスズランが給食エプロンで登場した必然性は皆無だなと思った。

「先に口をはなしたり、食べ進められなくなったほうが負けね」

「ま、負けたらどうなるんだ？」

「相手の言うことを一つ聞かないといけないの」

「でも、それ、最後までいったら……」

「そ、そのときは……」

　スズランは顔を真っ赤にして給食エプロンの裾すそをもじもじとひっぱった。

「お兄ちゃんのしたいようにしていいよ？」

　ちらっと俺を見あげるスズラン。

「いや、それはちょっとなしだ」

　この勝負、はじめた時点ですでに俺の負けみたいなものじゃないか。

「……どうして？」

　スズランはいつものチワワみたいな目で俺を見る。

「嫌なの、お兄ちゃん？」

「ぐ……い、いや、そのな、嫌とか、そういうわけではなく」

「……スズのこと嫌いなの？」

「そ、そんなことはない。まったくない。スズのことが嫌いなんじゃなくて、なんというか、青少年保護育成条例を考慮した結果と言いますか……」

　うるうると潤んだスズランの瞳ひとみ。

　この目に俺は弱い。

「………………わ、わかった」

「ほんと？」

「……うん」

　ああ、俺はなんて意志が弱いのだろう。

「にやり」

　一瞬、俺の妹（仮）が悪い顔をしたような気がしたけど……見なかったことにする。

「お兄ちゃん。はい、あーん」

　スズランは椅い子すにくくりつけられている俺の口にポッキーをくわえさせた。

「ん」

　それからスズランは、

「よいしょ」

　と、俺の膝ひざの上にまたがるような格好となる。

「ん!?」

　抗議しようにも口をあけたら負けだ。

　膝の上に座るのではなく、あくまでもまたいでいるだけだ。ちっこい膝を椅子の端っこに乗せてバランスをとっている。小柄なスズランだから可能な芸当であった。

　俺の太ももにスズランの脚が軽く触れている。そこだけじんわりと温かい。

「これは真剣勝負なんだからね、お兄ちゃん」

　宣言するとスズランは「はむり」とポッキーの反対側を口に入れた。

　そうなると、スズランと俺は見つめあう格好になる。

　まだひと口分も進んでいないのにすでにかなり近い。近すぎる。

　白い帽子からはみだしているスズランの柔らかそうな前髪、殻をむいたゆで卵みたいなつるつる＆ぷくぷくのほっぺ、ポッキーをくわえるためにすぼめられた小さなくちびる。

　かわいらしすぎる。

「な、なかなかのお手並みですわね、《心中屋》さん……ぬぬぬ、羨うらやましい」

　麻ま乃のの声が聞こえてきた。

「絶妙な距離感ですね。胸きゅんポイントが五〇ポイント上昇しました」

　ユエは冷静にコメントしている。

　スズランは、ぽりっ、とひと口分進んだ。

　負けたらどんな過激なお願いをされるかわかったもんじゃないし、またあの潤んだ目で見られても困るので、俺もかりっとひと口分進む。

　すると、スズランが、びくんっ、とからだを震わせた。自分で言いだしたくせに恥ずかしくなったのか、顔がさっきよりも赤くなっている。

　それでもスズランは、ぽりっ、とまたひと口かじった。

　負けじと俺も同じだけ食べ進める。かりっ。

　近い。かなり近い。

　どうしよう……。

　どこまで進めばいいんだろ。

　このままだと本当にキスをしてしまいかねないぞ。












　いや、待て。

　そもそもこれって俺の胸きゅんとやらを測るゲームなんだよな。その際に常識の範囲を逸脱した接触は禁止なのだとスズラン自身が言ってたじゃないか。

　キスってのはそこに該当するんじゃないか？

　だとしたら、スズランはあくまでも俺をドキドキさせるのが目的なのであって、キスをする気はないはずだ。だったら、この勝負、俺にも勝機はあるのかも。勝機ってのがなんなのかはよくわからんけど。

　と、

　スズランと俺の鼻の頭がかすかに触れあった。

「んんっ」

　スズランの息がかかる。かすかにチョコの香りがまじっていた。

　やばい。心臓がばくばく鳴っている。

　顔が熱くなってきた。これはあんまりにもドキドキしすぎる。

　スズランの顔も真っ赤だった。尋常じゃないくらい。

　頭から湯気がのぼっているように見える。

　鼻息も荒いし。

　……あれ、なんだか様子がおかしくないか？

「んん、んん……ん」

　スズランの瞳めがぐるぐるまわっている。

　そして。

「うにっ」

　スズランは鼻血を噴いた。

「あ、おい！」

　そのまま、ふら～り、とバランスを崩して床に落下する。

　抱きとめてあげたかったけど、縛られているのでできなかった。

　ごすん、とすごい音がする。

「スズ！　おい、スズ！」

「うにぃ、お兄ちゃんが好きすぎて、スズ、もう、らめぇ」

　なんだか呂ろ律れつまでおかしい。

「スズ、平気か？　おい！　スズ！」

「うにぃ……」

　スズランは鼻血をだしながら、床で伸びてしまった。




　その後、スズランは意識をとり戻したけど、ポッキーゲームは俺の勝ちだ。

　あと、胸きゅんポイント合戦は気絶により途中棄権、ということになった。

　ユエによると、倒れたスズランを心配したことにより、俺の心拍数そのものはあがったのだけれど、胸きゅんは急降下してしまったのだとか。合計しても大した点数にはならなかったみたいだ。

　その結果を告げられたスズランは「……うに」と呟つぶやき、ありすや人にん魚ぎよのそばで小さく膝ひざを抱えた。帽子から垂れている三つ編みがしょんぼりとしおれている。
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「さあ、とうとう真打ちの登場ですわ！」

　麻ま乃のが俺の前に立った。

「これ、まだつづくのか……」

　座っているだけなのだけれど、すごく疲れる。

　気疲れというやつだな、これは。

「わたくしは、これまでのしょっぱい三人とは違いますわ」

　ありす、人魚、スズランの三人がしょっぱかったかはべつとして、麻乃が今までとは違うアプローチで臨むつもりなのはわかった。

　なんと言ってもとくべつな衣装には着替えていないのだ。

　スキニージーンズにブラウスという、ごくごくノーマルな格好だった。スタイルのいい麻乃はシンプルな格好でも十分に映える。

　雪みたいな白い肌に、上質な絹糸みたいな黒髪、赤いリボンのカチューシャを載っけていた。

「真のヒロインが誰だれなのか直なお道みちさまにとくとご覧に入れて差しあげます」

　うっとりタレ目が俺をとらえている。

「四番バッター、細ささめ雪ゆき麻乃──生着替えをいたします！」

「「「「なっ!?」」」」

　端っこで膝を抱えて落ちこんでいた三人と俺の声が重なる。

「あ、あんた、なに考えてるのよ！」

「そうだよ、それは反則だよ！　お兄ちゃんの視力がさがったらどうする気？　法廷に持ちこむぞ！」

　ありすの意見にスズランが賛同する。

「負け犬は黙ってそこで見ていなさいな」

「なにをぅ」

　麻乃の売り言葉にありすが嚙かみつくように立ちあがった。

「わたくしはあなたたちのアピールの邪魔はいたしませんでしたわ。あなたたちもわたくしのアピールの邪魔をなさらないでください」

「彼女の言うとおりだ」

　人にん魚ぎよもありすをとめている。

「気持ちはわかるが、ここはがまんしなくてはいけない」

「ぐぬぬぬぬ」

　ありすは憤ふん怒ぬの形相で俺を見る。

「直なお道みちのバカ！」

「なんで俺なんだよ……」

　理不尽すぎる。

「丑うしの刻参りしてやるんだから」

「やめろよ、おまえ、魔術師なんだから、そういうの本当になっちゃうだろうが」

　真夜中の神社で人形に五ご寸すん釘くぎを刺しているありすを想像して、俺は恐怖した。

「直道なんて地球外生命体にアブダクトされてしまえばいいのよ」

「……謎なぞの金属片とか埋めこまれそうで怖いな」

　って、今はそんなことはどうでもいい。

「なあ、ちょっと待ってくれ、麻ま乃の」

「問答無用ですわ。直道さまも前の三人のアピールを受け入れたのですから、わたくしの場合も平等に見ていただきます」

「いや、俺の意志は完全に無視されたのであって、決して受け入れたわけでは──」

「目をそらしたらお仕置きですわ」

「お、お仕置き……」

「うふっ♪」

　むしろ、そのお仕置きを楽しみにしているような顔をする麻乃。

　俺の心臓は真空パックされたみたいに縮んだ。

　やばいぞ。これは麻乃の言うことを聞いておいたほうが無難かもしれない。

　いや、でも生着替えって。

　前に麻乃の裸を見てしまったことがあるけど、でも……。

　そんなふうに俺が戸惑っているうちに、麻乃はジャージを用意していた。うちの高校のやつだ。左胸のところに校章が入っている。それを服の上から着た。

「？？？」

　生着替えとか言いだしたから、てっきり服を脱ぐのかと思った。ちょっと残念な気もしないでもないけれど、とりあえずは安あん堵どする。

　けど、なんで麻乃はジャージを着たんだろう？

　俺の頭には疑問符がぷかぷかと浮いている。

　これが生着替えってことなのか？

　俺がそんなふうに思っていると、麻ま乃のは腕をジャージの袖そでにはとおさずに、中でなにやらもぞもぞやりはじめた。

　あ、と思った。

　これって体育のときとか教室のすみっこで女子がたまにやっているやつでは……。

　次の瞬間、ジャージの隙すき間まからはらりとブラウスが床に落ちた。

「っっっっ!?」

「三み柴しば直なお道みちの胸きゅんポイントが五〇アップしました」

　淡々としたユエの声がする。

　ブラウスにつづき、キャミソールまでも落下してきた。

「っっっっ!!」

「三柴直道の胸きゅんポイントさらに八〇アップです」

　これ、本当に見ていてもいいのか？

　決定的なものはなにも見えてないけど、なんとも落ちつかない。そわそわする。

　つづいて麻乃はジーンズに手をかけた。

　一度、ちらりと俺を見て、ほんのちょっと頰ほおを赤く染め、そのままゆっくりとジーンズをおろしていく。上に着ているジャージがうまい具合に麻乃の太ももくらいまでを隠していて、パンツまでは見えないようになっていた。

　これはもはや伝統芸能と言っても過言ではない。全国の女子中高生が自然と身につける技なのだろう。女子の本気を垣かい間ま見た気がした。

　なんて思っていたら麻乃はパンツも脱いだ。

　って、パンツ！

　つまり、今の麻乃はジャージの上だけですべてを隠しているということだ。

　麻乃はジャージの裾すそをぎゅっとひっぱって下半身をギリギリのところで隠している。

「三柴直道の胸きゅんポイントに一〇〇ポイントが追加されました」

　ユエが淡々と計測し、麻乃はにやりと笑った。

　ぐっ、すべて計算ずくなのか。

　しかし、男子という生き物はアホなのだ。計算だとわかっていてもドキドキするのだ。

　いつの間にか麻乃はスクール水着を用意していた。

　ジャージを使ってすべてを絶妙に隠したまま、そっと水着に足をとおす。

　と、

「きゃっ」

　一瞬、麻乃のからだがぐらつく。












「麻ま乃の！」

　この状態で転びでもしたら、やばい。

　でも、俺は椅い子すにくくりつけられているから立ちあがれなかった。

　それどころか、

「うわっ！」

　勢いがついてしまったせいで顔面から床にダイブしてしまう。

「もぶっ!?」

　結果、俺は麻乃を下から見あげるような格好になった。

　目があう。

「……やん、直なお道みちさまのエッチ」

「わ、わ、悪い」

「三み柴しば直道の胸きゅんポイントさらに一〇〇ポイント追加」

　ジャージの裾すそでギリギリからだを隠すようにして麻乃は身をもじもじさせる。

　もしかして、これも計算の内なのでは……。

　そんなふうに考えているあいだにも、水着が麻乃のからだをぴったりとつつみこんでいく。ジャージの中でもぞもぞやり（肩にひもをとおしているのだろう）、お尻しりのところをくいっとなおし、最後にジャージを脱いで着替えは完了した。

「じゃーん、ですわ」

　麻ま乃のがポーズを決める。すらりとした長い脚に、肉がついているのとは違うのだけど、ぷにっとした二の腕が惜しげもなくさらされていた。

「いかがですか、直なお道みちさま？」

「……え、えっと、すごい技術だと思う」

　無形文化遺産に申請しよう。

「ついでに俺を起こしてくれ」

　麻乃が椅い子すごと俺をもとの位置に戻してくれる。

「そうじゃなくて、わたくしのスク水姿ですわ」

　麻乃はちょっと前かがみになった。信じがたいことにナイロン生地につつまれてなお主張することをやめない胸がたゆんと揺れる。

　う。

「……し、心臓に悪い」

　油断したら停止しかねない。

「スクール水着というのはビキニとくらべて布面積が多いところが逆にエッチな気がするのですわよね」

　麻乃は肩ひもをちょんとひっぱった。

　と、そのときだ。

　ぴぴぴ、ぴぴぴ、ぴぴぴ。

「そこまでです」

　ユエが口を挟んだ。

「五分が経過しました」

　今の「ぴぴぴ」という音はタイマーが鳴った音だ。

「わたくしやりきりましたわ」

　麻乃はぺたんと両手を胸の前であわせた。

「さあ、ポイントを教えてくださいませ」

「ただいまの三み柴しば直道の胸きゅんポイントの合計は──」

　みんなが固唾かたずを吞のんで見守る中、ユエは静かに告げた。

「七八〇ポイントでした」

　ありす一〇〇ポイント、人にん魚ぎよ計測不能、スズラン気絶とつづいた中で、七八〇ポイントというのはかなりの高得点だった。

　っていうかぶっちぎりの優勝である。

「もっといけると思ったのですが、まあ、仕方ありませんわね」

　麻乃が端っこで戦せん慄りつしている三人を睥へい睨げいする。

「さあ、この勝負、わたくしの勝利でいいですわね？」

　三人は悔しげに顔を歪ゆがめた。

「「「むむむ」」」

「これで、優勝賞品の直なお道みちさまはわたくしの──」

「待ってください」

　そこで声があがる。

　俺はそちらに目をやった。

「ユエも参加したく思います」
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　突然参加を表明したユエは一度どこかにひっこんだ。

　それから再び姿を現す。

「お待たせしました」

「ぶっ──ユ、ユエ!?」

　ユエもまたコスプレの衣装に着替えていた。

　パフスリーブのブラウスに、ひらひらのミニスカート＆エプロンという格好だ。

　トレーの上に水で満たされたグラスを載せている。

　ウェイトレスさんだった。

　見間違いようもない見事なウェイトレスさんっぷりである。

　ある点を除いて。

　ユエの頭のてっぺんにはもこもこしたウサ耳が載っているのである。

　よく見ると、スカートのうしろのとこにもウサギのまんまるしっぽが付属していた。

「三み柴しば直道の胸きゅんポイントが五〇上昇ぴょん」

　ポイント加算もちゃんとやっているようだ。

　あと、なんか語尾が足されている。

「ぴょんって……」

　ウサギはぴょんとは鳴かないと思うけど。

　ウサギが好きなのかな。羊好きって最初は言ってたけど、ネタだったらしいし。

「ふん、ですわ。どんな格好をしようと、わたくしの優勝は揺るぎませんわ」

　いまだにスクール水着を着たままの麻ま乃のが腕組みをして言った。

「ええっと……」

　俺はユエに目を向ける。

　どうリアクションすればよいのやら。

　いや、かわいいんだけどさ。

　でも、ユエって俺の娘なわけだろ？　血はつながってないにしても。なんだか二重三重にねじれているせいで、よくわからんけど、とにかくユエは俺の娘（予定）なんだから変な気になってはいけないわけだ。

「ユエは今から三み柴しば直なお道みちにご奉仕しますぴょん」

「ご、ご奉仕？」

　またしても不穏な気配を感じる。こういうときの俺の勘は当たるのだ。

「ドジっ子ウェイトレスモード発動」

　ユエの赤い瞳ひとみがきゅぴーんと光る。

「え？」

　次の瞬間、ユエは「滑りました」と言って、なにもない場所でいきなり転倒した。

「なんでだ!?」

　ユエが持っていたトレーの上のグラスから水がこぼれ、奇き蹟せき的な軌道を描いて、ユエ自身の頭にかかる。せっかくのウェイトレスの衣装が台無しだ。頭とウサ耳から水を滴らせている。

　濡ぬれたせいで、ブラウスがユエの肌にぺったりとはりついてしまっていた。からだのラインがはっきりと浮きでている。

「だ、だいじょうぶか？」

「問題ありませんぴょん」

「ぴょんっていう語尾はまだつづけるのか……」

「ドジっ子ウェイトレスにとっては転ぶことなど日常茶飯事、いえ、エチケットと言っても過言ではありませんぴょん」

「実在したら仕事クビだと思うがな。早く拭ふいたほうがいいぞ。そのままだと風邪ひく」

「ユエは風邪をひかないのですぴょん」

　ああ、そうか。そうだったな。

　ユエは立ちあがろうとして──また滑って転んだ。

「うーわー」

　なんだか棒読みであった。

　今度は俺のほうに倒れこんでくる。

　椅い子すに縛りつけられている俺は逃げられない。

　倒れこんできたユエが俺に覆いかぶさるような形になって──でも、ぴたっととまる。

　ユエの整った顔がすぐ近くにある。

　ユエは静かな瞳で俺を見つめていた。

　銀色の髪の毛を伝って、水が滴る。

　そのしずくが俺の頰ほおにぽたりと落ちた。

「………………ユエ？」

「本当は三み柴しば直なお道みちのズボンも濡らしてふきふきご奉仕イベントに持ちこむはずだったのですが──」

　ユエは実におそろしい発言をする。

　そんないかがわしいイベント、俺の鉄壁の理性でも耐えられるかわからない。

「でも、やめておきます。あなたを困らせたくありませんから」

　ユエは抑揚のない声で言い、俺から身をひいた。

「ユエはどうもこういうことには向いていないようです。ダメですね。彼女たちのようにはできません」

　そう言うユエは無表情だったけど、でも、俺にはなんだか寂しそうに見えた。

　──ユエも彼女たちと同じように、三柴直道と二人きりですごしてみたかったのです。

　──そう言ったら、少しはドキドキしてくれますか？

　かつてのユエの言葉が脳裏をよぎる。

　──ユエは欠陥品です。

「なあ、ユエ」

　気づいたら、俺は呼びかけていた。

「はい」

　ユエは静かに応じる。

「その格好だけど」

「はい」

「えっと、その……かわいいな」

「え？」

「いつものゴスロリ服もいいけど、新鮮な感じって言うか、あー、その、なに言ってんだ、俺、はは。やっぱ忘れてくれ」

　ほんと、俺はなに言ってんだか。

　照れ隠しにいつもなら頭をかくところだけど、手は縛られたままだったのでなにもできなかった。目の前のユエに苦笑いを向ける。

　と、次の瞬間、ぼひゅん、と音を立ててユエの頭から蒸気が噴きでた。

　比ひ喩ゆじゃなくて本当にでた。

「お、おい、平気なのか今の？」

　ユエの顔は真っ赤だった。

　耳まで真っ赤だ。どういう機能なのかウサ耳まで真っ赤になっている。

　そのままユエはうつむいてしまう。

「こ、こういうのを、あの、なんと言うのか、わからないのですが……」

　ユエは下を向いたまま言いよどみ、

「……あの、その、すごく…………嬉うれしいです」

　なんか俺まで恥ずかしくなってきた。ドキドキする。

　やばい、俺の顔、今めっちゃ赤いんじゃないか？

「なんですの、この空気？　非常に不愉快ですわ」

　麻ま乃のの言葉で俺はわれにかえった。

「あ、いや、べつに」

　ありすや人にん魚ぎよ、スズランもじっとりした目で俺を見ている。

「直なお道みちの裏切り者め」

「王子さま、ひどいよ」

「お兄ちゃんのへなちょこあんぽんたん！」

　俺は助けを求めてユエのほうに視線をやった。

　すると、ユエはすでにいつもの無表情に戻っていた。もったいない。

「さて、ただいまの三み柴しば直道の胸きゅんポイントは──」

　一瞬の間を置いてからユエは告げた。

「一〇〇〇ポイントでした。従ってユエが優勝です」












「イカサマですわ！」

　麻ま乃のが抗議の声をあげる。スク水姿だからいまいち迫力に欠けるけど。

「聞き捨てなりません。ユエは公平にジャッジしました」

「証拠がありませんわ、証拠が。そもそも採点者が勝負に参加すること自体、おかしいのですわ」

「でしたらユエの参加前に言うべきです」

　二人が睨にらみあっている。なんだか、ぴりぴりした空気が漂う。

「ま、まあまあまあ」

　俺はことを穏便に済ませるべくやんわりとあいだに割って入った。

「ケンカはいくない。仲よくやろう……な？」

　そう言うと、ユエと麻乃が同時に俺を見た。

　麻乃はうっとりタレ目を険しくさせている。

　ユエのほうも、いつもよりちょっとだけ怒っているような表情だ。

「直なお道みちさま、胸きゅんポイントなんて、まどろっこしいシステムは、もうどうでもいいですわ。今この場で誰だれが一番だったかをその口からおっしゃってくださいませ」

「根底から設定を崩す発言だな」

　すると、ありすたちも前にでてきた。

「そうよ。考えてみれば、それが一番シンプルなのよ。直道がはっきりすればいいんだわ。万事解決よ！」

　体操服姿のありすが、ずずいと俺に顔を寄せる。

「そんなのだったら一番ぴちぴちのスズがダントツに決まってるよね、お兄ちゃん♪」

　給食エプロン装着のスズランが胸の前でちっこいこぶしを握りしめた。

「王子さまは言ったよね、ぼくのためならいつでもどこでも駆けつけてやるって」

　人にん魚ぎよが瞳めをキラキラさせて俺を見つめてくる。

「誰が一番だったか教えてください、三み柴しば直道」

　ユエが静かに俺を促した。

「え、あ、いや……」

　なんなんだこの展開は……。

「その……あの……俺は……みんなのことが、大切、だよ？」

　瞬間、その場が凍りついた。

　総勢五人、九つの白けた瞳（ユエだけ左目に眼帯してるから）が俺を見おろしている。

　そして。

「直道の」「お兄ちゃんの」「直道さまの」「王子さまの」「三柴直道の」

「「「「「アホーっ！」」」」」

　超大音量で罵ば倒とうされました。

　あれだな、俺に温かく接してくれるのは、もはやトイレの便座くらいだな。





　　　　○　　○






　結局、勝負はうやむやになったようだ。さもありなん。

　ありすと人にん魚ぎよは帰宅した。どこで夜を明かしているのか知らないがユエも姿を消してしまった。スズランは自分の部屋にひっこみ、麻ま乃のも冷蔵庫の中へ消えていった。

　俺はベッドに入ったものの眠れずに、天井を見あげている。

　静かだ。

　網戸にしてあるので、外からムシの音ねだけが聞こえてきた。

　ユエの協力要請に対して、ありすは返事を保留にした。

　あいつはどうするつもりなんだろうか。

　俺はどうするべきなんだろうか……。

　コンコン。

　突然、ドアがノックされた。

「……お兄ちゃん、起きてる？」

　スズランの声だ。

「ああ、うん、起きてる」

「入ってもいい？」

「ああ」

　俺は上半身を起こし、照明から垂れているひもをひっぱった。

　電気がついて部屋の中が明るくなる。

　カチャリと音がしてドアが開いた。

　スズランが顔を覗のぞかせる。

　七分丈のピンク色のパジャマを着ていた。左右の三つ編みはほどかれている。

「どうした？」

　俺はできるだけ優しい声で訊たずねた。

　さっきはあんなふうにふざけていたけど、あれは俺の見間違いでしかなかったかのように、スズランは浮かない表情をしている。

　明かりのせい……ではないだろう。

　昼間、ユエが一連の不思議現象について説明していたときに、スズランの顔がひどく青ざめていたことを思いだす。

「……お兄ちゃん」

　スズランはうつむいた。その顔が前髪で隠れる。小さな手を胸の前できゅっと握りしめていた。

「スズ？」

　呼びかけると、スズランはゆっくりと顔をあげる。

「ごめんね、お兄ちゃん」

「え？」





　　　　○　　○






　ぴぴぴ。

　ぴぴぴ。

　目覚まし時計が鳴っている。

　ぴぴぴ。

　ぴぴぴ。

「……うるさい」

　ぴ。

　俺は腕を伸ばして枕まくら元もとに置いてある目覚まし時計をとめた。

　すぐさま眠気が押し寄せてくる。

　俺は抵抗せず、その眠気に身を任せた。

　だがそのとき、さっとカーテンが開かれる。

　朝日が眩まぶしい。

「んん」

　俺はもぞもぞと動いて、タオルケットで顔を隠した。

「お兄ちゃん、起きて」

　ゆさゆさ、とからだを揺さぶられる。

「んん、あと五分」

「ダメだよ、お兄ちゃん。ほら、起きなきゃ」

　ゆさゆさ、ゆさゆさ。

「んん、あと五年」

「長すぎるよ！　床ずれになっちゃうよ！」

　不意に、

　覚かく醒せいする。

　俺は飛び起きた。あたりを見まわす。なんの変哲もない俺の部屋だ。

　そのはずだ。

　本棚に勉強机、クローゼット、白木の木刀……。

　どこもおかしくなんて──。

　いいや。

「おはよ、お兄ちゃん。どうしたの、怖い顔して？」

　スズランがくにっと首を傾かしげると左右の三つ編みが揺れた。

　お気に入りのピンクの服にひらひらのスカート姿で、エプロンをしている。

　いつもどおり。

　だけど。

「スズ、ここは──」

「ほらほら、朝ごはんの用意ができてるよ。冷めちゃうから、すぐにおりてきてね」

　スズランはくるりと背を向けて、俺の部屋からでていった。扉はあけっぱなしで、スズランが階段をおりていく音が俺の耳に届く。

　俺はくしゃりと髪をかきあげた。

　それから壁に貼ってあるありすの文字を見あげる。

　それは「疾風怒ど濤とう」に戻っていた。




　食卓にはおいしそうな朝食が並んでいる。焼き魚に、湯気のたちのぼる白いごはん、しじみの味み噌そ汁しる、レタスと海藻のサラダ。きっちり二人分だ。

　俺は自分の席についた。

　スズランは俺の正面に座る。にこにこと満面の笑みを浮かべていた。

「いただきます♪」

「……いただきます」

　お椀わんを手にとり、味噌汁をすする。

　なんてことのないものなのに、すごくおいしい。俺がつくるよりもずっと。

　スズランは小さな口をもぐもぐ動かしてごはんを食べている。ごくんと飲みこんで、次の休みの話をはじめる。水族館でなにかのイベントがあるとか、そんな話だった。

　俺は箸はしを置いて、スズランを見つめつづけた。

「──それでね」

　スズランは途中までで話すのをやめる。

「どうしたの、お兄ちゃん？　ごはん、おいしくなかった？」

「いや、すごくうまいよ」

「でも、ぜんぜん手をつけてないけど……」

　不安そうにその大きな瞳ひとみを揺らす。

「もしかして、おなかが痛い？」

「……そうじゃない」

「じゃあ──」

「なあ、スズ」

　俺はスズランの言葉を遮った。

「ここは代理世界サイコソーシヤルってやつなんだろ？」

　前にも迷いこんだことがある。ここはスズランがつくった〈夢〉の世界なんだ。

　スズランの顔から表情が消えていく。

　まるで、布で拭ぬぐったみたいに。

「……俺でも、それくらいはわかるよ。わかるようになったんだよ。スズだって、俺が騙だまされるなんて思ってなかっただろ？　なんで、こんなことを──」

「いいじゃない、騙されてくれたって！」

　いきなりスズランが激げつ昂こうした。

「スズ……」

　俺はスズランの突然の豹ひよう変へんに驚く。

　……いや、それは突然の豹変なんかではないのかもしれない。昼間、ユエの話を聞いたときから、心の中にあったことなのかもしれない。

　スズランは一度うつむき、けれど、すぐに顔をあげて俺を見つめた。

「ねえ、お兄ちゃん、このままここで暮らそうよ。ね？」

「……スズ」

「この世界でなら、なにもかもがうまくいくよ。だって、ここではスズが神さまだもん。なんでも思いどおりにできるんだよ。辛つらいことはなにもないよ。楽しいことばっかりだよ。だからスズと二人で一緒に──」

「そういうわけには……いかないと思う」

「…………なんで？」

　スズランは大きな瞳ひとみに失望の色を浮かべた。

　その目を見るのが辛くて、俺は視線をそらしそうになったけど、でも、どうにかこうにかこらえる。ちゃんと目を見て伝えたいと思った。

「俺は……俺は、スズが思ってたような救世主じゃなかったんだよ」

　世界は《虚夢への供物》という催眠装置によって俺が見ている〈夢〉。

　スズランはそう言っていた。

　スズランがいた『本当の世界』では巨大隕いん石せきの落下によって文明社会が崩壊してしまっていて、あちこちで小競りあいが起こっているんだそうだ。子供が生きるために銃をとるような世界。

『三み柴しば直なお道みち』はそこでは救世主だった──。

「俺じゃなかったんだ。だから、パラレルワールドの混在とかっていうのを解消しないといけないと思う。スズだって、救世主が──」

「ぜんぶ忘れちゃおうよ」

「……忘れる？」

「使命も、平行世界のことも、ほかのみんなのことも」

　スズランが俺に手を伸ばしてきた。

「ぜんぶ忘れちゃえばいいよ。なにもかも、なかったことにしちゃえばいいよ。逃げちゃおう。ひきこもっちゃおうよ。ここでならお兄ちゃんとスズの二人で生きていけるよ。それがいいよ。そうしようよ」

　俺はスズランの手を、

　とらなかった。

「ごめん、スズ」

　とることができなかった。

「たぶん、ここで逃げたら、俺、スズといても本気で笑えない」

　スズランはゆっくりと手をおろして、うつむいてしまう。

「……なんで、そゆこと、言うの？」

「ごめん……それから、ありがとう。楽しかったよ」

　わかってしまった。俺はとくべつに頭がいいわけじゃないけど、それでもわかった。

　いいや、本当は最初からわかっていた。

　あのドタバタ騒ぎ。

　コスプレして、俺を惑わせて。

　俺の胸きゅんポイントを計測するとかなんだとか、そんなのはただの口実で。

　あれは──おわかれのための儀式。

　思い出づくりってやつだったんだ。

　俺は立ちあがって、スズランのそばまでいって、そこで床に膝ひざをついた。

　でも、スズランは俺を見ない。頑かたくなに見ようとしない。

「スズと本当に兄妹きようだいだったらよかったな。そしたらずっと一緒にいられたのに」

「わたしは……あなたの……妹になりたい、わけじゃない」

　スズランの口調がいつかみたいにかわっていた。

　あるいは、これがスズランの素のしゃべり方なのかもしれない。

「そっか」

　スズランの頭を撫なでる。柔らかくてふわふわした髪だった。

　スズランは少しのあいだなにも言わずにうつむいていた。

　やがて、

「いかないで」

　あのでかい銃を俺に突きつける。最初は顔に向け、次に足に狙ねらいを定めた。どこからとりだしているのか、ほんとに謎なぞだ。

「スズ……」

「怪け我がをしたら動けないよね？」

「……そうだな」

「撃てないと思ってるんでしょ？」

「スズは優しいからな」

　スズランは、しばらくそのまま俺に銃を向けつづけた。

　俺も黙ってスズランを見つめつづけた。

　どれくらいそうしていただろう。

「……かえす」

　そう言って、スズランは銃をくるりと回転させて俺に差しだした。

「きっとあなたを守ってくれる」

「俺、銃なんて撃てないよ」

「言ったでしょ。これはもともとあなたの銃。わたしは預かっていただけ」

「……だから、俺のじゃない。でも、そうだな。お守りがわりに借りていく」

　俺はずっしりと重いデザートイーグルを受けとった。

「あとでまた……」

　かえすよ、という言葉を俺は吞のみこむ。

「お兄ちゃん」

　スズランが小さな手で俺の頰ほおをつつみこんだ。

　温かくて、柔らかかった。

「どうかご武運を」

「大げさだって」

　スズランが俺の頰にキスをしてくれた。





Romeo Must Die Part1is closed.







第９話　リライト／トワイライト




　この世界には最強の生命体がいる。

　そいつは摂氏一五〇度の環境下に置かれても、マイナス二〇〇度の世界にほうりだされても、周囲が真空状態になっても、電子レンジでチンされてしまっても、水をかければ復活するらしい。

　クマムシという一ミリもない生き物だ。

　ムシってつくけど、昆虫ではなくて、緩かん歩ぽ動物っていうんだそうだ。

　小学校の理科の授業のときに先生が雑談まじりに教えてくれた。

　そのへんのドブでもさらってくればつかまえられるらしい。

　どんなにされてもぴんぴんしているというクマムシの存在に俺は不覚にも感動した。

　アホみたいな話だけど、クマムシみたいに頑丈な男になりたい、と俺は思ったんだ。

　超人ヒーローっぽいだろ？

　それとも怪人のほうかな？

　まあ、どっちでもいいさ。

　そんだけ強ければ俺は──。





　　　　○　　○






　自転車のカギを握りしめて外にでた。

　生ぬるい風が吹く。八月の夜空にふくふくとした、おいしそうな月が浮かんでいた。宮みや城ぎ県のお菓子みたいだ。

「今日は満月か」

「いえ、満月には少し足りていません」

　門のところにユエが立っている。昼間の制服姿から、またいつものゴスロリ服に戻っていた。月明かりを受けて蒼あお味みがかった銀髪が輝いている。

　ユエがいることに驚いたりはしない。

　俺はその横をとおりすぎる。

「一いち条じようありすのところへいくのですね？」

「ああ」

　自転車にカギを差しこんで解錠した。サドルにまたがりユエへ視線をやる。

「うしろに乗れよ」

「道路交通法に違反します」

「まじめか。ちょっとくらい大目に見てくれ」

「ちょっとだけですよ」

　ユエはゴスロリ服のひらひらスカートを気にするように手で払い、荷台に横向きになって座った。後輪がかすかに沈む。

「つかまっててくれ」

「はい」

　ユエの手が伸びてきて──俺は胸をもまれました。

「なにしてんの!?」

「つかまっててくれ、と言われたものですから」

「なんで胸なんだよ？　うわ、もむな！」

「もんではいません。これはいわゆる手ブラというやつです」

「服を着てるし、男だから手で隠す必要ないっての。というか、やっぱもんでるだろ。もみしだいてるだろ！」

「言いがかりはよしてください。もむもむもむ」

「おふ、テクニシャン……って、なに言わせてんだよ！」

　夜の町に俺のつっこみが響きわたる。

「のりつっこみ、ありがとうございます」

「いえいえ、どういたしまして」

　アホなやりとりだった。

「それでは失礼しまして」

　ユエの手が今度は俺の腰にまわされる。少しだけ遠慮がちな様子だった。

「……三み柴しば直なお道みちはあったかいですね」

　俺の背中にユエがおでこを預けてくる。

　こんなふうに密着しても、ユエからは体温を感じなかった。

　そのことが、なぜだか少しだけ悲しい。

「今度は変なとこ触んなよ」

「善処します」

「いやいや、確約してくれ」

「もちろん、すべて前ふりなのですよね。押すな押すな的な。さすがは三柴直道。お笑い上級者は違います」

「……間違った方向に持ちあげられても」

「などと言いつつ期待に小さな胸を膨らませる三柴直道であった」

「勝手に心の声を代弁するな！　小さな胸ってなんだ？　貧乳キャラみたいなひと言入れるなよ！　男なんだからこれで普通だ！　そして期待なんかしてないからな！」

「怒ど濤とうのつっこみ感謝します。三み柴しば直なお道みちはからかいがいがあって楽しいです」

「ああ、そうかよ。ほら、いくぞ」

　俺はペダルに体重をかける。自転車が動きだした。

　町は相変わらず静かだ。車もほとんど走っていない。

「さっきのだけどさ」

「さっきのとは？」

「胸きゅんポイントとかってときのユエのリアクション」

「はい」

「あれって計算だったのか？」

　かわいいと褒めたら、顔を真っ赤にしたユエ。その様子は人間の女の子とおんなじにしか見えなかった。あれは俺をドキドキさせるための計算だったのか。

「さあ、どうでしょう」

　ユエは答えをはぐらかした。

「忘れてしまいました」

　それから俺の腰にまわしている手に少しだけ力をこめる。

「一いち条じようありすは協力してくれるでしょうか？」

「もしもダメなときは…………《凶戒原則ネメシスコア》の利用方法を考えよう」

　俺は魔術師じゃないから、どうやったらいいのかなんてまったくわからないけど、それでも、高位魔力炉とやらが、今だけだとしても俺の中に眠っているのは確かなんだ。危険の少ない方法でとりだして利用することができれば……。

「それもまた一条ありすの協力が不可欠だと思われます」

　魔力炉《凶戒原則ネメシスコア》を封じている《守護の刻印ブランド・オブ・アリス》は《千年魔女》でないと解除できない。

「……だよな」

　ありすは協力してくれるのか？

「とりあえずは話をしてみるところからだ」




　俺はユエを乗せて自転車を走らせつづけた。

　そうして一条邸につづく坂道の前までやってきたところで──。

　突然、ユエに突き飛ばされた。

「うおっ!?」

　アスファルトの上に転がされる。

　当然、乗り手を失った自転車もガシャンと倒れた。

　幸いにも手のひらを少し擦りむいたくらいで、あとはなんともない。

「っつ……いきなりなんなんだよ？」

　俺は顔をあげる。

　と、

　満月と見わけのつかないまんまるな月を背に──ありすとユエが対たい峙じしていた。

「えっ!?」

　ありすはわかれたときとはべつの格好をしていた。チェックのプリーツスカートに半はん袖そでのパーカーをあわせている。ニーソックスの足もとはスニーカーだった。

　その姿にはまるでそぐわない炎の剣を携えている。

　ありすは射るような目でユエを見ていた。

「ありす！　おまえ、なにを──」

「直なお道みちはそこを動かないで！」

　言うが早いか、ありすは飛びだす。

　対するユエは静かな目でありすを見つめ──足でありすの一いつ閃せんを受けとめた。

　ガキン、と金属同士がぶつかりあうような音が響く。

　ユエの靴には鉄板でも仕込まれているのかもしれない。

　そこから二人は目にもとまらない剣技と足技を見せた。

　ありすが刺突をくりだし、ユエがそれを弾はじく。火花が散る。ユエは回転しながら蹴けりをはなち、ありすが剣の腹で受けとめる。ユエが力任せに押しこむと、ありすはうしろに跳んで威力を殺し、着地と同時にまた剣を閃ひらめかせる。

　互いに一歩もひかない。

　ひと言も口をきかない。

　息の一つも乱すことなく、凄すさまじい応酬をくりかえす。

　常人の目でぜんぶを追いかけるのは不可能だった。

　そして俺は──。

「うわあああああ、やめろおおおお！」

　慌てて二人のあいだに割りこんでいった。

　アホ面して見ているわけにはいかない。

　二人ともマジすぎる。

　このままつづけたらどちらも無傷じゃ済まないだろうが。

　ありすの剣と、ユエの強烈な蹴りが俺に迫ってくる。

　俺は強く目をつむった。

　一発でも食らえばお陀だ仏ぶつだ。俺は一般人だから。

　しかし──なんの衝撃もやってこない。

　もしかして痛みを感じる間もなく即死だった……なんてことはないよな。

　おそるおそるまぶたをあけてみる。

　ありすの剣が俺の顔の五センチ前くらいで静止していた。

　ユエの足も同じく目の前でとまっている。

「……セ、セーフ」

　よかった、とりあえず生きてる。死ななかった。思わず飛びだしちゃったけど、冷静に考えてみるとかなりあぶなかった。ほんと、命拾いした。

「動かないでって言ったはずだけど？」

　ありすが静かだけど、怒気をはらんだ声で言う。

「バカ、おまえ、剣をしまえ！」

　俺はそんなありすを怒鳴りつける。

「なんでいきなりマジバトルに突入してんだよ！」

「ふん、こんなのマジバトルじゃないわよ」

　ありすは剣をひいた。すると剣は無数の炎の蝶ちようとなって消えていく。

　ユエも足をおろし、スカートをぱんぱんと払う。

　俺はほっと安あん堵どの息を吐きだした。それからありすに向きなおる。

「どういうつもりだよ？」

「べつに。なんとなく」

「なんとなくって、おまえ言ってることむちゃくちゃだぞ」

　ありすは俺から目をそらす。そして倒れている自転車を指さした。

「そこ、あたしの指定席なの」

「……指定席？　急に、なに言いだすんだよ？」

「わかんないならいい」

　ありすはまた俺に視線を戻した。

「直なお道みちはあたしに協力してほしいって言いにきたんでしょ？」

「ああ、そうだ」

「なんであの子の言うこと信じるの？　証拠なんてないのよ？　また直道を騙だまそうとしてるだけかもしれないわ」

　ユエは最初、俺たちに偽りの身分を告げた。それは俺を近くで観察し、最終的には連れ去るためだった。

「……俺は、そうは思わない」

「なんでよ？」

「それは、うまく説明できないんだけど……」

「なによそれ？」

「えっと、つまりだな、ユエが言っていることを信じれば、誰だれも噓うそなんかついてなかったってことになるからだ……と思う。ありすも、スズも、麻ま乃のも、人にん魚ぎよも、みんな噓うそつきじゃなくなる」

　ありすは怖い顔をして俺を見あげている。

「そんで、ユエの言うことを信じるなら、この状況ってのはやっぱよくないと思う」

「どうして？」

　俺は頭をかいた。言葉にするってのはむずかしい。言葉は不便だ。

　でも、言葉にしないとなにもはじまらない。

「ほら、俺ってさ、ダメダメじゃん？　子供のころから、ありすがいないとなんにもできなかった。俺にはおまえが必要だった」

「それなら──」

「だからだよ。《無自覚な魔術師イノセント》の『三み柴しば直なお道みち』には間違いなく《千年魔女》が必要だ。俺以上に」

　ありすは口をつぐんだ。

「平行世界と未来の危機、どちらも救う最善の方法は『半年前』をやりなおすことだ。ほかには思い浮かばない。正直、逃げだしたい気持ちもある。そんなの、俺、関係ないし、って言って見て見ぬフリをしたい気持ちも本当はある。だけど……」

　だけど──。

「おまえは俺の憧あこがれのヒーローなんだ。俺はおまえに救われたんだぜ。ありすが声をかけてくれなかったら、今でも友達なんかいなくて、もしかしたら、誰だれかの悪口とかネットに書きこんだり、ひとが困ることとかして楽しんでたかもしれない。そういう気持ち、俺の中にもあるんだ。俺は弱っちいよ。卑ひ怯きよう者なんだよ。でも、ずっと、ありすみたいにカッコよくなりたかったんだ。だからさ」

　こぶしを握りしめる。手汗がすげえなと思いながら、俺は言った。

「一生に一度くらい物語の主人公みたいなことしたいじゃん？」

　俺のたどたどしい主張を聞き終えたありすは、

　ぷん、とそっぽを向いた。

　キャラメル色の髪がふわりと浮きあがる。

「そんなに甘くないと思うけど」

「わかってる。だから、ありすの協力が必要なんだ」

「協力はするわ」

「ほんとか!?」

　思わずありすの手をとっていた。

「ち、近いわよ」

　ぐにーっと胸を押しかえされた。

「ふん。断ったら、《凶戒原則ネメシスコア》をいじる気だったんでしょ？」

「うっ」

「やっぱり。勝手なことされると困るのよね」

「サンキュ、マジで助かる」

「ま、まあね。ほら、その、直なお道みちはあたしが守るって、そう言ったでしょ？」

「恩に着るよ」

　ありすはユエに目をやり、右手を伸ばす。

「だしなさいよ、時間転移装置」

「ご協力感謝します、一いち条じようありす」

　ユエはごそごそとゴスロリ服の胸元を緩めて（二度めだけどやっぱり慣れない）、時間転移装置ってのをとりだした。

　ありすは受けとったそれに魔術札ワイズヴアーミリオンをかざす。

　瞬間、炎の蝶ちようがぶわっと大量に舞い飛び、ありすの横顔を照らした。

　それはとても幻想的な光景だった。

　蝶は魔術札ワイズヴアーミリオンからあふれ、そして装置の中へと吸いこまれていく。何匹も何匹も……。やがて最後の一匹がいなくなると、魔術札ワイズヴアーミリオンもいつの間にか消えてしまっていた。

「これでいいんでしょ？」

「ありがとうございます」

　ユエはありすから時間転移装置を受けとった。それをポチポチと操作してから、今度は俺のほうに渡してくる。

「これは三み柴しば直道が持っていてください」

「あ、ああ」

　手の中にある小型のそれは、やっぱりただの携帯音楽プレイヤーにしか見えなかった。

　ディスプレイの右斜め上のところに電池のマークが表示されていて、そこに「96％」と書いてある。これがエネルギーの残量なのだろう。ほぼ満タンだ。

「えっと、でも、これ、どうすればいいんだ？」

　時間転移装置からユエへ視線を移す。渡されても、どうやって使えばいいのかわからない。というか、ユエが持っていればいいのではないか。

　ユエは返事をしなかった。

　それどころか、じっと固まったままぴくりとも動かない。

　なんだか様子が変だ。

「……ユエ？」

　ちょん、と肩をつついてみる。

　ユエは──微動だにしない。

　まるで機能が停止してしまったかのようだ。

「どうしたのよ？」

「わからない。ユエがいきなり動かなくなったんだ」

「なにそれ」

　ありすもユエをつついている。ユエは無反応のまま……。

　そのとき、突然、俺のケータイが、ぴろ～ん、と聞き慣れない音を発した。

　ポケットからとりだしてみる。

　ケータイの画面には──、

「な、なんだ、これ!?」

　ユエが映っていた。

　しかも普通の姿ではなくて、本人の姿を二頭身にデフォルメしたものだ。

　なんだかかわいいな、これ。

「音声、届いていますか？」

「うわ、しゃべった」

「どうやら問題ないようですね」

　ケータイの中のユエ──ちびユエがいつもの淡々とした口調で言った。

「……これはいったいなんなんだ？」

「時間転移装置を円滑に起動させるための措置です。大人数の移動はエネルギーを早く消耗させますので。今回、ユエはサポートに徹します。その場合、ボディは必要ありませんから精神のみを三み柴しば直なお道みちの端末に転送しました」

「すごいことができるんだな」

「あなたが開発するのですよ。まあ、その未来を消しに向かうのですが」

　ちびユエのひと言に俺はなんと答えるべきかわからなかった。

「……えっと、これから俺らは『半年前』にタイムスリップ的なことをするわけだよな？　そのあいだ、ユエのからだはどうすんの？」

「このままにしておいて問題ありません。すべてが終わればユエはいなかったことになるわけですから」

　やはりうまく返事ができず、俺は脱ぬけ殻がらとなったユエのからだを見やる。

　このままか……。

「なあ、ありす」

「なに？」

「ユエのからだ、おまえんちで預かってくれないか？　このままにしておくのは、なんとなく嫌なんだ」

　ユエのことをないがしろにしたくない。

「むだな行為ですよ？」

　ちびユエが言う。ケータイの画面の中でぴこぴこと動いていた。

「いいんだよ、俺はむだなもんが好きなんだ。いいじゃん、ヘビに足とか。かっこいいじゃん。ついでに自転車も置かせてほしいな」

　ありすに向きなおる。

「ダメか？」

「……べつにいいけど」

「よし」

　ありすに自転車を頼み、俺は動かなくなったユエを背中に担いだ。

「ん、意外と重いな」

「三み柴しば直なお道みちはデリカシーがありません」

　ちびユエがちょっとだけ不満そうに口にした。





　　　　○　　○






　ユエのからだをありすのベッドに寝かせる。

　これでとりあえずは安心だ。

「それで、これからどうすればいいの？」

　ありすがケータイの中のちびユエに訊たずねた。

「時間転移装置をだしてください」

「お、おう」

　俺はポケットに押しこんでいた装置をとりだす。

「時間と場所はセットしてあります。装置を起動させ、まん中のスイッチを押せば時間転移がおこなわれます」

「簡単なんだな」

　手軽すぎてなんだか不安なくらいだ。

「お互いに手をつないでください。決してはなさないように」

　時間転移装置を持ちながらありすと手を握るため、ケータイをありすに預ける。そうしてから、俺たちは手を握りあった。ありすの手は温かい。握っているだけで力が湧わいてくるようだ。

「それから目をつむっていたほうがよいと思われます。概念としては一瞬ですが、体感時間的には三分ほど、無重力空間で高速回転するように感じるはずですので」

「わ、わかった」

　高速回転だって？　俺、絶叫マシンのたぐいは苦手なんだけどな……。

　深呼吸をくりかえし、まずは装置を起動させる。それから、ありすを見た。

「ありす、準備はいいか？」

「もちあたぼーよ」

　ありすが頷うなずくと、キャラメル色の髪が揺れる。

「よし、いくぞ」

　俺は気合いを入れて──スイッチを押した。

　次の瞬間──。

「ぬぐぅうう」

　唐突にからだが重たくなった。いや、これは軽くなったのか？　巨人につかまれて無秩序にふりまわされているような感覚に襲われる。足の裏が地面に接していない。ごぉおおおお、という耳鳴りみたいな音がする。目はつむっているのに様々な色が光線となって飛びこんできた。趣味の悪い万華鏡みたいだった。気持ちが悪い。ここで目をあけたら、たぶん正気を失う。

　ぎゅうっと強く目を閉じ、歯を食いしばり、ただ、ありすの手を握りしめつづけた。

　その感触だけが確かなものだ。

　そして──。

　ユエは三分くらいに感じると言ったけど、俺には一〇分以上に思えた苦痛が、ようやく和らぐ。耳鳴りがしなくなり、ちゃんと地面に足がついていると感じる。

　ホッと息をついて、俺は目をあけた。

「「は？」」

　ありすと俺の声が重なる。

　そりゃそうだろう。

　なにせ、目の前には異様な光景が広がっていたのだから。

　空は赤味の強い紫色に染まっている。

　見渡すかぎりの廃はい墟きよ。

　地面には亀き裂れつが走り、電柱や道路標識がぼっきりと折れていた。

「な、なんだよ、ここ……」

「そんなのわかんないわよ」

　まだ握りあったままでいたありすの手に力がこもる。

　不意に、ガラガラガラ、というなにかが崩れる音がした。

　驚いてありすと俺はふり向く。

　そこに──ぬるり、とうごめく謎なぞの物体がいた。

　割れたアスファルトからタコだかイカだかの足みたいなものが生えている。

　普通のサイズではない。軽く俺の胴体分くらいはある。

　触手だ。

　それがにょろにょろと無数に地面から伸びている──って、これ普通じゃない！

「「ぎゃああああっ！」」

　ありすと俺の絶叫が見事にハモった。

「なんなのよ、この触手は!?」

「俺が訊ききたいってんだよ！」

　俺たちの叫び声に反応したのか、突然、触手が動きだす。ぬるぬるの粘液をまとったそいつがこちらを狙ねらって──。

「逃げるわよ、直なお道みち！」

　ありすが俺の手をひっぱった。いきなりだったので一瞬前のめりになり転びそうになったけど、なんとか持ちなおして、ありすと二人三脚みたいに並んで走る。

「くそ」

　足場が悪いので走りにくい。

　前方に障害物があったので、ありすと俺は同時に飛び越える。

「ちょっと、どうなってるのよ、これ？」

　ありすの問いに、ぴろ～ん、という間の抜けた音がかえってくる。

「ユエもびっくりしています」

「なら、もっとびっくりしたように言いなさいよ！」

「目的外の場所に跳躍したものと思われます。時間転移装置の不具合は現段階では考えにくいので、エネルギー補充に問題があったのかもしれません」

「あたしのせいだっての!?」

「可能性の指摘です。もしくは一いち条じようありすが異様に重いとか」

「なんですって！　あんたほどじゃないわよ！」

「落ちつけって、ありす」

　ヒートアップしそうなありすを制する。今はそんな話をしている場合じゃない。

「なあ、ユエ、俺らはこれからどうすればいい？」

「ここは人類とは異なる種族が進化した世界のようですね。平行世界の一つでしょう。まずは安全地帯に移動し──」

　ちびユエがケータイの中で説明していると、前方のアスファルトがめりめりと音を立てて割れた。

「な!?」

　そこからまたべつの触手がズルズルと何本も生えてくる。

「やばっ、挟まれたぞ！」

「直道、伏せてっ！」

　ありすはつないでいた手をはなして魔術札ワイズヴアーミリオンをかまえる。

　俺は急いで頭をかばった。

「《火蝶Bullet with風月Butterfly Wings》──点火Ignite」

　ありすが息を吹きかけるや否や、炎の蝶ちようが大量に生みだされる。

〈魔力〉のかたまりである蝶たちは一斉に触手に襲いかかり──爆はぜた。

　爆風に乗って小石が俺のからだにぶつかってくる。触手に口があるものなのかは知らないけど、ギィイイイという断末魔の叫びみたいなのが聞こえてきた。

「やったか？」

　俺は顔をあげてみた。爆煙のせいで視界が不ふ明めい瞭りようだ。

　俺は目を凝らす。

　と、そのとき。

　もうもうと立ちこめる煙の中から数本の触手が伸びてきて──、

「きゃああああっ！」

　ありすの手足と胴体に巻きついた。

「ありす！」

　俺は慌てて手を伸ばした。

　けれど、ギリギリのところで届かない。

　ありすはあっという間に宙づりにされてしまう。その手からケータイが落っこちた。

　触手はぬるぬるの粘液を分泌しながらありすのからだを締めあげる。

「や、だ、なに、これ、気持ちわる」

　パーカーが破れ、触手の粘液がぬるりとありすの素肌を濡ぬらした。チェックのプリーツスカートもめくれあがってしまって、パンツがまる見えだ。

　なんか、これ、エロゲーのワンシーンみたいなんですけど……。

「ちょ、このエロ道！　どこ見てるのよ！」

　ありすが顔を真っ赤にして俺を罵ば倒とうする。

「す、すまん！」

　ぼけっとつっ立ってる場合じゃなかった。

「あとでひどい目に遭わせてやるんだから」

　ひい。

「具体的に言うとヒンズースクワット一万回の刑よ！　一週間は筋肉痛で寝たきりにさす！　あと眉まゆ毛げを片方剃そり落とす」

　それなら助けないほうがいいのでは……。

　などと緊迫感のないやりとりをしているあいだにも触手はありすのからだに巻きついていく。

「ひゃう……うう、早く助けろーっ」

「わ、わかってる」

　けど、どうすれば……。

　ぴろ～ん。

「三み柴しば直なお道みち」

　不意に呼ばれて、ありすが落としたケータイに気づく。

　急いでそいつを拾いあげた。

「ユエ、なんとかならないか？」

「現在のユエにはなにもできませんが、三柴直道ならば一いち条じようありすを助けられます」

「俺なら？　方法は？」

「あなたが所有しているものを使えばよいと思われます」

「俺が……？」

　いや、そうだ！

　ちびユエの指摘で思いだした。

　一度、ケータイと時間転移装置をしまい、ズボンのうしろに挟んでいたあれをとりだしてかまえる。

「シューティングゲームはあんま得意じゃないんだけど」












　スズランから預かった大口径ピストルＩＭＩデザートイーグルだ。

　両手でしっかりと握りしめる。

　本物の銃なんて撃ったことないけど、安全装置をはずして狙ねらいを定める。ありすに当たりでもしたらとりかえしがつかないので、根元のほうを狙う。

　そして──引鉄トリガーをひいた。

　ズガン。

「ぬおっ！」

　あまりの反動にすっ転ぶ。映画みたいにはうまくいかない。スズランはあんなちっこいからだで、よくこんな銃を扱えるものだ。尊敬するわ。俺なんかあやうく脱だつ臼きゆうするところだったぞ。あと音が凄すさまじかった。鼓膜が破れるかと思った。耳がキーンとしている。

　それでも起きあがって確認する。

　ギィイイイイ。

　俺の撃った弾は触手のどこかに当たったみたいだ。悲鳴めいた音をあげながら苦しげにうねっている。

「でかした、直なお道みち！」

　ありすは触手の力が緩んだ隙すきに手足の自由をとり戻す。

「ご褒美としてヒンズースクワットは五千回にまけたげる。眉まゆ毛げも剃そらない」

「そいつはどうもありがとうよ」

　ありすは魔術札ワイズヴアーミリオンから〈魔力〉を解放し炎の剣を生みだすと、ばっさばっさと触手を切り落としていった。ぶつ切りにされた触手は地面に落ちて、ぐにぐにとうごめいたあと沈黙する。

「いくわよ」

「らじゃ」

　ありすが剣をふるい、道を文字どおりに切り開いていく。

　俺はそのうしろを追いかけた。銃はもう撃たないほうがよさそうなので、ズボンに挟んでおく。誰だれもいない、廃はい墟きよの町。瓦が礫れきの山がつづいているばかり。

　建造物があるってことは、かつて人間がいたということを意味している。

　けれど、今いるのは不気味な触手の化け物ばかり。

　そのことを意識し、俺は焦りを覚える。

　やっぱり、パラレルワールドの混在は解消しなければならない。

　いつか、なにかとりかえしのつかないことが起こる前に。

「三み柴しば直道」

　ちびユエの声がしたのでケータイをとりだす。

「もう一度、時間転移装置を使ってください」

「でも、壊れてるなら、次もどこに飛ばされるかわからないんじゃないか？」

「このまま、ここにいるよりもマシだと思われます」

　それもそうか。俺は覚悟を決める。ケータイを右のポケットにしまい、反対側から時間転移装置をとりだした。

「ありす！」

　前方をいくありすを呼ぶ。ありすは急ブレーキをかけ、俺に向きなおる。

「直なお道みち！」

　俺はありすに手を伸ばし、ありすも俺へ手を伸ばした。

　お互いの手を強く握りあう。

　急いで装置を起動させ、転移用スイッチを押した。

　再び、からだが重いような軽いような変な感覚を味わう。

　耳鳴りがして目の裏がチカチカする。

　それらになんとか耐えきる。

　一度経験しているおかげか、さっきよりは短く感じた。

　気持ち悪さが遠のいていって、目をあけるとそこは──。





　　　　○　　○






「どこだ、ここ？」

　やけに暗い場所だったので目を凝らす。

　とりあえず、さっきの化け物はいないのでホッとした。

　けど寒い。極寒である。

　ぴろ～ん、と俺のケータイが鳴った。

「ここは三み柴しば家の浴室のようですね」

「俺んちか」

　いきなりだったし、暗かったのでとっさにはわからなかったけれど、言われてみれば確かにそうだ。なぜ浴室なんだろう、とも思ったけど、まあちょっとした誤差だろうと理解する。おかしな平行世界にいってしまうよりは何倍もいい。

「ううぅ……さ、寒すぎるわよ、凍っちゃうわよ……」

　ありすは……半裸のままなのである。さっきの触手にやられたせいだ。スカートはそのままでいいとしてもパーカーは穴だらけでパンクなことになっていた。ありすは自分のからだをきつく抱くようにしている。

『半年前』は真冬。

　つまり寒い。

　なのに、俺たちは迂う闊かつにも防寒の用意をしてきていなかった。

「で、でも、ちゃんと目的の時間と場所にこられたってことだよな？」

「確認してみる必要はありますが、おそらく」

　ちびユエが答えるのと同時に、カチャリ、と脱衣所のドアが開く音がした。

　ありす、ちびユエ、そして俺は口を閉じる。

　浴室と脱衣所とは曇りガラスで隔てられているので姿を確認することができないけれど、たぶん、そこにいるのは『俺』だ。洗面台があるから歯を磨いているか、顔でも洗っているんだろう。水の流れる音がする。

　極寒の中、俺たちは息をひそめて『俺』が立ち去るのを待った。

　やがて、ドアを閉じる音が聞こえてくる。

　ホッと息をつく。

　なんとか遭遇は避けられた。

「とにかく、ここをでよう」

「そ、そうね。あと服貸して」

　靴を脱いでから、音を立てないよう、そろりそろりと外にでた。『俺』は暖房のきいている一階のリビングにいる。ドアがしまっているので、なにをしているのかまではわからない。逆を言えば、向こうからも俺たちは見えていないということだ。

　ありすと俺は『俺』に気づかれないように廊下を進み、階段をあがった。

　部屋に入り、ありすにシャツともこもこのセーターを貸す。俺のだから少し大きいみたいだけど、おかしくはない。というか、俺より似合っているかもしれなかった。

　俺自身も冬服に着替える。それで、なんとかひと心地ついた。

「で、これからどうする？」

「まずは本当に『半年前』の一二月三一日に辿たどりつけたのかを確認する必要があると思います」

　ユエが言う。

「なるほど」

　タイムトラベルものでは定番のやつだ。

「でも、どうやって確認する？」

　簡単なのは新聞でも見ることだけど、俺の部屋にそんなもんは置いていない。

「こうすればいいじゃない」

　ありすがてこてこ歩き、俺の机の上にある旧式のラップトップを開いた。一瞬、ドライブの中におかしなＤＶＤが入れっぱなしだったんじゃないかと思って冷や汗をかいたけど、桃色な映像が自動再生されることはなかった。

　画面の端にある時間のところにカーソルをあわせると日付が表示される。

「うん、どうやら間違いないようね。一二月三一日の四時五〇分よ」

　よかった、今度はおかしな平行世界に到着してしまったわけではないようだ。

　でも、だとしたら、なんでさっきは間違った世界に飛んでしまったんだろう？

　残念ながら今の俺は天才でもなんでもないので、原因はわからない。

　時間転移装置を見てみる。二回も移動したせいなのか、エネルギーの残りが「35％」に減っていた。もう半分を割っている。

「直なお道みち……つまり、この時間軸の『直道』は、同じくこの時間軸の『あたし』と待ちあわせしてるのよね？」

「そうです」

　ケータイの中のちびユエがぴっこりと首肯する。

　ありすと俺の待ちあわせ──それは《千年魔女》の中にはない設定らしい。

　この日、俺は魔力炉《凶戒原則ネメシスコア》を暴走させてしまい（その原因ってのも調査中だとかで、あいまいなんだが）、ありすは封印を施すために俺を廃校となった小学校の校舎に連れこむ──それが《千年魔女》たるありすの記憶だ。

　だが、これから起こるであろうことは、ありすの記憶とは合致しない。

　これから、『俺』は『ありす』に会いにでかける。大おお晦日みそかをうちですごし、そのまま初はつ詣もうでにでかけるために『ありす』を迎えにいくのだ。

　そして事故に遭う。

　いや、ユエが接触してくるはずだから、事故は起こらないのか。

　ユエは未来をかえるために『俺』を襲う。

『俺』はユエから逃れるために小学校へ侵入する。

　それもユエが巧みに追いこんだ結果だ。

　しかしその結果、歴史の修正力とやらが働き、パラレルワールドがまざりあうこととなる。

「まずはこの時間軸に現れる『ユエ』と接触する必要があります」

　と、ちびユエが言った。

　俺たちの目的は二つある。




　一つはパラレルワールドの混在を解消すること。

　もう一つは未来を救うこと。




　どちらも表裏一体の関係にあり、ミッションを一つコンプリートすることで同時に解決できる。らしい。つまり『ユエ』から、すべての元凶である、あのナノマシンの発射器おかしな形の銃をとりあげればいいわけだ。

　まあ、言うほど簡単なことではないのだろうけど……。

「そのために、三み柴しば直なお道みちには『三柴直道』と入れ替わってもらいます」

「なんだよ、それ、どういうことだ？」

　頭の中に「？」が飛びかっている俺と違って、

「なるほどね」

　ありすはちびユエの言っていることがわかるようだ。

「なるほどね、ってなんだよ？」

「下にいる『三柴直道』に替わって、あんたが『一いち条じようありす』に会いにいくのよ。そうすれば自動的にあんたが『ユエ』に襲われるわけだから、そこをうまいことやるって作戦よ」

「うまいことやる……って、ふんわりした作戦だな、おい」

　微妙に不安である。

「そこはだいじょうぶよ、あたしがフォローするから」

「でもさ、下の『俺』とどうやって入れ替わるんだ？」

「そんなの簡単よ」





　　　　○　　○






　五分後。

　気絶している『俺』がリビングのソファに横たわっている。

「……不ふ憫びんでならない」

　俺は『俺』を見おろしながら呟つぶやいた。

　他人事とは思えないね、まったく。

　あのあと、俺たちは『俺』に気づかれないようにそっと下へおりた。ありすは忍者のように気配を消して『俺』の背後をとり、「そいやっ」と声をあげながらチョップをふりおろした。なんにも知らない間抜けな『俺』は一撃で意識を失い、こうしてソファに横になっている、という次第である。

「こうして自分を見おろすのって変な感じだな」

　映像や写真の自分を見るのとも違うし、なんとも言えず気味が悪い。

「ぐずぐずしてもいられません」

　ぴろ～ん、とケータイが鳴って、ちびユエが言う。

「三柴直道と一条ありすはここから最も近いコンビニエンスストアで待ちあわせをしています。事故に遭うのはその近くの横断歩道です。予定では三柴直道が事故に遭うのは五時一二分となっています。同時にそれはユエが三柴直道に接触する時間でもあります」

　時計を確認したら間もなく五時になろうかという時刻だった。

　もともといた『現実』のほうでは夜の一〇時くらいだったから、今が五時というのはなんだか妙な感じだ。一二月は五時でも暗いので、余計に感覚がおかしくなっているのかもしれない。ちょっとした時差ぼけってところか。

「急がないとな」

「直なお道みち」

　ありすに呼ばれ、顔を向ける。ありすは少しのあいだ俺を正面から見つめ、ふっ、と両手で俺の頰ほおをつつみこんだ。

「……ありす？」

　その手は温かくて、柔らかい。

　ありすは真剣な目をして俺を見つめてくる。

「あんたのことはあたしが守る。ぜったいに」

「ああ、信頼してる」

　ぴろ～ん、ぴろ～ん、ぴろ～ん、ぴろ～ん。

「…………」

「…………」

　ぴろ～ん、ぴろ～ん、ぴろ～ん、ぴろ～ん。

「ああ、もう！　なによ！　なんなのよ！」

　ありすがケータイに怒鳴りつけた。

「いえ、なんとなく不愉快だったもので」

　ちびユエは無表情で答える。

　このミッションが終了すれば、ありすとも、ユエとも、みんなとも……。

　いや、今は考えるな。考えなくていい。

「よし、いこう」




　ありすにジャケットを貸し、俺はコートを着た。それから俺一人で自転車に乗り、近所のコンビニへ向かう。吹きつける風が冷たくて頰がぴりぴりした。手がかじかむ。吐きだす息は真っ白だった。

　ついさっきまで真夏の世界にいたせいもあって、この気温差はかなり厳しい。

　ありすはどこかからか俺を見張ってくれているはずだ。

　ちびユエもありすに預けてある。

　かわりに、俺は『俺』のケータイを持ってこようとしたのだけど、目覚めたときにケータイがないと不審に思うかもしれないとちびユエに指摘されて、普段は使っていない腕時計を持ってきた。これなら、なくなっていても気にしないだろう。

　途中で自転車をとめて、時間を確認する。

　五時七分。

「もうちょいか」

　深呼吸を一つ。

　それからまた自転車を走らせる。メンテナンスを怠っていたので、チェーンが少しさびていて、カリカリと音を立てた。

　やがて、信号機が俺の視界に入ってくる。

　あそこで俺はトラックにはねられるはずだったのか。

　頭を打ち、意識不明の重体となる。三日後に目を覚まし、突然天才少年になる、と。

「想像できないな」

　だが、その事故は起こらない。

　かわりに『ユエ』が現れるはずだ。

　そして、俺を助けてくれる……。

　もう一度時間を確かめる。

　五時一一分。

　もう間もなくだ。

　自転車の速度を緩める。

　逆に俺の心臓の鼓動は速くなった。

　記憶のフラッシュバックの中で俺は自分の足で走っていた。ということは、自転車はここで乗り捨てることになるんだろう。最初の『俺』はトラックにはねられるわけだから自転車は大破してるんだろうけど、二度目の『俺』は事故に遭わないわけだから。

「ややこしいな」

　そういえば記憶の中では上着も着ていなかった。どっかで脱ぎ捨てるってことか。

　考えているうちに横断歩道に差しかかる。

　と、前方からトラックがやってくるのが見えた。

「あれだ」

　ドライバーはケータイを耳に当てている。信号機が青から黄色へ、そして赤にかわる。そのことにドライバーはたぶん気づいていない。このまま直進するつもりだ。大したスピードでもなかったけど、よくあんなのにはねられて死ななかったな、と思った。

　最初の『俺』はここで横断歩道を渡ろうとする。

　もちろん、そこまで再現するつもりはない。する必要もない。

　歩行者用の信号機が青にかわった。

　ほかに歩行者はいない。

　目の前をトラックがとおりすぎる。

　そして──。




「……なんでだ？」

　どういうわけか『ユエ』は現れなかった。




　フラッシュバックの中で『ユエ』はうちの高校の制服を着ていた。ゴスロリ服は目立ちまくりだけど、高校生の制服なんてものは町の中では迷彩服みたいなものだ。いつどこでだってとけこんでしまう。だから注意して制服姿の『ユエ』をさがした。

　でも、どんなに見まわしても制服姿の人間はいない。

　遠くに厚手のコートやダウンジャケット姿のひとがちらほらいるだけだ。

　俺はとおりすぎていったトラックを見やった。

　トラックは何事もなく走りつづけ、次第に見えなくなっていった。

　慌てて時計を確認する。

　五時一三分になっていた。

「どういうことだよ？」

　呟つぶやいた声は白い息となって冷たい空気の中に消えていく。

「直なお道みち」

　背後から呼ばれて、ふりかえった。

　俺のジャケットを着たありすが神妙な顔をして立っている。

「……なにも起きなかったぞ」

「みたいね」

　ありすは眉まゆをきゅっと寄せている。

「いったい、どうなってんだ？　もしかして、俺が『俺』と入れ替わったせいか？」

　些さ細さいなことだけど、そのせいでなにかが微妙に狂って、過去をかえてしまったのかもしれない。俺はとりかえしのつかないことをしてしまったのではないか……。

　ぴろ～ん。

　間の抜けた音が響く。

「落ちついてください、三み柴しば直道」

　ありすに預けたケータイの中で、ちびユエが言った。

「おそらくこれは──」

　そのときだった。

「おーい、直道ぃ」

　聞き覚えのある声がして俺はぎくりとする。

　そちらへ視線を走らせる──と。

　俺の幼なじみがぶんぶんと手をふっていた。

「あ、ありす!?」

　なんでありすが向こうから？

　だって、ありすは今の今まで目の前に……。

　いや、そうか。

　あれは『半年前』の『一いち条じようありす』なのか。

　ん？

　となると、ご対面ってのはまずいんじゃないか、と思ったら、ありすはいつの間にか姿を消していた。

　すげえな、《千年魔女》……。

『ありす』は桃色の振ふり袖そでを着ていた。いつもと違って髪をまとめている。そこに大きな花の髪飾りをしていた。首のまわりにはふわふわのフェザーショールをまいている。

　俺を発見した『ありす』はてけてけと小走りで横断歩道をわたって近づいてくる。

「早いじゃん、直なお道みち」

　白い息を吐きながら『ありす』が言った。

「あ、ああ、うん」

『ありす』はきょろきょろとあたりを窺うかがう。












「ねえ、なんかさ、今誰だれかいなかった？」

「え？　あ、いや、道を聞かれたんだ。うん、そんだけ」

「そうなの？　なんかどっかで見たことあるような感じだったんだけど……」

　ありすはあごに指を当てて「んー」と考えている。

「ぜんぜん知らんひとだって」

　話題をそらす。

「そ、それより、あれだな、その着物、キレイだな」

「え？　ほんと？」

「ほんと、ほんと」

　俺はこくこくと頷うなずいた。

「む、くりかえされると噓うそっぽい」

『ありす』はじとーっとした目で俺を見あげてくる。

「う、噓じゃない。その、すごく似合ってる」

　あらためて『ありす』の姿を見てみる。

　華やかな着物が本当によく似合っていた。

　とてもかわいいと思う。本当に。

「でも、着るのが大変そうだな」

「奈な美みちゃんに手伝ってもらったの」

　南みなみ奈美さん、一いち条じよう家に仕えるリアルメイドさんだ。お嬢さま至上主義のひとだから、晴れ着のありすを見て感涙したことだろう。まあ、『俺』と待ちあわせと聞いて不機嫌になったに違いないわけだが。

「こういうときじゃないと着る機会なかなかないし」

『ありす』は恥ずかしそうに笑って、その場でくるりとまわった。束ねている髪がふわっと跳ねる。

「なんなら幼なじみ優待ってことで写真を撮ってもいいわよ。一枚千円だけど」

「有料なのかよ……」

　あと幼なじみ優待ってなんだ？

　いや、そんなことはどうでもいいか。

「えーっと、これからどうする？」

　そう、それが問題だ。

　俺はこれからどうしたらいいんだ？

『ありす』がいたらありすと相談できないし……ああ、もう、ややこしいな。

「なに言ってんのよ、年越しおそば買って、年越しゲーム大会するって決めたじゃない。そのあと、初はつ詣もうででしょ？　だから着物、着てきたんだからね」

「あ、ああ。そうだな、うん」

　頷うなずきながら背中を冷たい汗が伝う。

　そうだ、俺たちはこれから家に戻るのだ。

　そこには気絶した『俺』がいるんだけど……。

「と、とりあえず、そば、買うか」

「商店街のおそば屋さんが手打ちそばをパックで売ってるから、そこにいこ」

『ありす』と並んで歩きだす。

　商店街に向かうあいだ、あたりを見まわしてみたけど、ありすの姿はなかった。

「どうかしたの？」

「いや、なんでもない。うん、なんでもないね」

「？？？　変なの」

「い、いつものことだろ？」

「まあ、確かにそうだけど」

「否定しないんだ。確かにって……」

　まあ、いいや。

　もしかしたら、ありすは先回りして気絶している『俺』をなんとかしてくれているんじゃないだろうか。そんなふうにも思った。うまくやっていてくれることを祈るばかりだ。

　商店街でそばを買い、それから俺の家に向かう。

　いつもなら自転車に二人乗りをするところだけど、着物姿の『ありす』を乗せるわけにはいかない。だから俺は自転車を押して歩いた。

　着物を着ているせいで、『ありす』の歩幅は狭かった。

　だから、俺たちはゆっくり歩いた。

　他愛のないおしゃべり。

　ちょっと変な気がするのは、この『ありす』が《千年魔女》ではないからなのか。

　……どうも、ぴんとこない。

　顔は同じ。『半年前』だから『今』とそんなに違わない。

　母方がイギリス貴族だとかで生まれつき色素の薄い髪、意志の強そうな眉まゆ、長いまつ毛にふちどられた大きな目、すっきりした鼻び梁りようと桜色のくちびる。

　透きとおるような白い肌が今だけ少し赤い。

「あ、あのさ」

『ありす』が言った。

「ん？」

「……そんなに見つめられると、ちょっと恥ずかしい、ん、だけど」

「え、あ、いや、悪い」

　もごもご言って俺はごまかす。




　そうこうするうちに、家に帰り着いてしまった。

　自転車をとめ、自分の家を見あげる。

　もしも。

　もしもだ。

　ここで『俺』と鉢合わせするようなことになったら……どうなるんだろう？

「どうかしたの？　挙動不審だけど？」

「え、いや、なんでもない」

「はっはーん。なんかサプライズでも用意してるんでしょ？」

「そういうんじゃないんだが……」

「そうなの？　なによ、期待したのに」

　とりあえず、ありすの先に立って家の中に入る。玄関から見えるリビングのドアはしまったままだったので中の様子は見えない。

「おっじゃまっしまーす」

『ありす』が大きな声をだした。

「うう、さぶさぶ」

　はーっと手に息を吹きかけている。

「ありす、あの、ちょっとここで待っててくれないか？」

「え？　なんでよ？　寒いのに」

『ありす』は背をまるめてぴょこぴょこ足踏みしている。

「いや、ほんとすぐだから」

　言い置いて、俺は急いでリビングに駆けこんだ。

　ソファの上では──『俺』が寝ている。

「……なんでだよ」

　ありすのやつ、なにも手を打ってくれていなかったのかよ。なにしてんだ。

『俺』が寝ているところを『ありす』に見られるわけにはいかないし、こいつをどうにかしないと……。

　アホ面で気を失っている『俺』をぶん殴ってやりたい衝動にかられたけど、そんなことをしたら起きてしまいかねないのでがまんだ。

　どこかに隠さないといけない。とりあえず、二階が安全か。

「やべ、しくった」

　玄関には『ありす』がいる。二階に運ぶには当然ながら階段をあがる必要がある。階段は玄関を入って目の前なので、『ありす』に見られてしまう。

『ありす』に一度外にでてもらうか。そのうちに二階に運べばこの場はしのげる。

「ちょっと、直なお道みち、寒いんだけどーっ」

「も、もうちょい待ってくれ！」

　大声で返事をする──と。

「……んが」

　ソファで寝ている『俺』が今ので目を覚ましてしまったらしい。

　やばい、やばい、やばい。

　どうしたらいい？

　もう一回気絶させるか？

　それが最善の方法か──と思った、そのときだ。

「──っ!?」

　突然口を塞ふさがれて、俺は押し倒された。

「もがふもがもが」

「静かにして、直道」

　ありす!?

　なにしてるんだ？

　ありすはソファの裏側に俺をひっぱり、そのまま息を殺した。

　わけがわからなかった。口も塞がれたままだ。

　今まで気絶していた『俺』は「あれ？」と呟つぶやいた。

　完全に起きたようだ。

「……俺、なにしてたんだっけ？」

「ちょっと、なにしてるのよ」

　玄関で待たされていたほうの『ありす』がしびれをきらしてリビングに入ってくる。

「あれ、ありす？　おお、すごいなその格好」

「なによ、今さら。そのやりとりはさっき済ませたでしょ」

「今さら？　さっき済ませた？　ん？」

「まあね、あたしの振ふり袖そで姿にメロメロなのはわからなくもないけどね」

「……それ、自分で言ってて恥ずかしくないのか？」

「かわいそうなものを見る目で言うなーっ！　それより、なにしてたのよ、直道？」

「いや、なんかさ、よく覚えてないんだ。寝ちゃってたのかも」

「はあ？　意味わかんない」

「俺もよくわかんなくて、なんとなく首のうしろが痛いんだけど……」

　それはありすがチョップしたからだ。

『ありす』と『俺』は微妙に嚙かみあわない会話をしながらも、年越しそばを用意するためにキッチンのほうへ移動した。

「直なお道みち」

　俺の口を塞いでいるありすが耳もとでささやく。

「今のうちに外にでるわよ」

　俺はこくこくと頷うなずいた。

　ほふく前進でリビングをでて、音を立てないよう注意して三み柴しば家を脱出する。

　家の外は寒かった。出歩いているひとも見当たらない。

「ふー、あぶなかったわね」

　額を拭ぬぐう仕草をしてから、ありすが俺を睨にらんできた。

「直道ってばなに考えてるのよ」

「おまえこそ、ソファで寝てるあいつをなんとかしておいてくれればよかったのに」

「あんたともう一人の『直道』をいつまでも入れ替わらせておけないでしょ？　むしろ絶妙のタイミングだったのよ。褒められてもいいくらいだわ」

「……んん？」

　あれ、そういえば俺、なんだかんだの末にもとのポジションに戻っている。

「おまえ、天才か？」

「褒め称たたえ、末代まで崇あがめ奉りなさい……ぺぷしっ。うう」

　ありすは盛大なくしゃみをした。

「外は寒いな。自販機で温かい飲み物でも買おう」

「うい」




　近所の公園に移動し、ホットココアとあったかいお茶を買った。俺のおごりだ。

　二人並んでジャングルジムに腰かける。まわりには誰だれもいない。植わっている樹木も葉を散らしてしまって寂しげだった。

「にしてもさ、これはいったいどういうことなんだよ？」

　ずず、とお茶をすすりながら訊たずねてみる。

　ぴろ～ん。

　ありすに預けたままにしていた俺のケータイが鳴った。

「先ほどは中断してしまいましたが、お答えします」

　画面を覗のぞきこむと、ちびユエがぴこぴこ動いている。

「ユエにはわかるのか？」

「はい。ここもまた平行世界の一つなのだと思われます」

「……平行世界？　どういうことだ？」

「ここはユエが現れない世界なのです」

「ユエが現れない世界」

「そのように分岐した世界でしょう」

「それってつまり……」

　俺はステータス異常「混乱」の頭を、なんとかフル回転させる。

　ユエが現れないってことは、アンドロイドは開発されていないってことなんだろう。

　ここでは『三み柴しば直なお道みち』はトラックにはねられるはずだった。ユエが助けてくれないなら、それは起こるのだろう。だけど、俺が入れ替わっていたから、その事故は回避された。

　歴史の修正力も当然ながら働かない。

　ということはだ。

「最悪の未来とやらは回避されたってことなのか？」

「そういうわけではありません」

「なんでだよ？」

「平行世界の混在は自然に解消されるものではありませんから」

「……よくわからないなあ」

　俺は頭をかいた。

「しっかりしてよね」

　と、ありすが横から言う。

「わたしたちはまだなにもしてないでしょうが。勝手に解消される問題なら、わざわざこんなところまでくる必要なんてないんだから」

　言われてみればそうなのかもしれないけれど、俺にはやっぱりよくわからなかった。

「これはあくまでもユエの想像ですが、ここは普通の『三柴直道』が暮らしていくはずだった世界なのではないでしょうか」

「普通の俺が暮らしていくはずだった世界？」

「あなたの常識を借りて言わせていただきますと、普通の人間は時間転移したり、魔術師の戦いに巻きこまれたりなどしないものです」

　ユエがいた未来も分岐した結果なのだと言っていた。分岐さえしなければ、きっと二〇年後も俺の知っている『今』と大差のない世界なんだろう。拡張現実だなんだで、メガネや腕時計が通信機器やＰＣのかわりになっているかもしれないけど、アンドロイドが町を歩いていたりはしない。

　言ってみれば、ここがノーマルな世界。

　不思議なことはなにも起こらず、ときどき不幸で、でも、それなりに楽しい世界。

　ここには俺が失ってしまった日常が保存されている。

「もちろん、『あなた』にとって、というだけですが」

　そうなのだろう。俺にとって、というだけなんだろう。

《千年魔女》からすれば、ここも間違った世界だ。

　どの世界が本筋というわけでもない。

　それぞれが本筋で、それが唯一。

　まじりあうことがなければ、それが当たり前だった。

「ねえ、だけど、ちょっとおかしくないかしら？」

　そこでありすが言った。むずかしい顔をしている。

「おかしいって？」

「どうして二度も連続で目的地と違う世界に飛ばされてるわけ？　やっぱり壊れてんじゃないの、その機械？」

　なるほど、一度めは触手が繁殖していた世界。

　二度めはここ。

　どうして連続して目的地ではない場所に到着してしまったのか？

「先ほども言いましたが、装置の不具合は考えにくいことです」

「じゃあ、なんでなのよ？」

　ありすが語気を強めてユエに問いかけた。

「三み柴しば直なお道みち、時間転移装置を見せてください」

「あ、ああ」

　ちびユエに見えるように時間転移装置を傾ける。

「おかしいですね」

「なにがよ？」

「二人分の移動を二回おこなっただけにしてはエネルギーの消耗が激しすぎます」

　出発前にありすがエネルギーを補ほ塡てんしたときは「96％」と表示されていたが、こちらにきたときは「35％」になっていた。今は「32％」になっている。すでに半分以上も消費している。

　一回あたり三〇パーセントのエネルギーを使用したとすると、このままではあと一回しか使えないということになる。そのときはそのときで、ありすに補充してもらえばいいのかもしれないけれど、ちびユエが不思議がっているということは、これはエネルギーを使いすぎているということになるわけだ。

「やっぱり、どこか壊れてるのか？　エネルギー使いすぎな上に、目的地じゃないとこに到着するなんて、おかしいことなんだろ？」

　俺の問いかけに、




「それはおそらく、定員オーバーのせいですわ」




　聞き覚えのある声が答えた。

　突然、左手の小指が熱をおびる。

　つけ根の部分に浮かびあがる真っ赤な指輪。

　そこには同じく赤い鎖がつながっていて、

　その先には──。

「……麻ま乃の？」

　磁器を思わせる白い肌。夜にとけてしまいそうな漆黒の長い髪に赤いリボンのカチューシャをつけている。夢を見るような、あるいは人々を見下すような、独特のタレ目を俺たちに向けていた。

「どうして、ここに？」

　麻乃は白い着物姿だった。まるで昔話にでてくる雪女みたいに。

「愚問ですわ、直なお道みちさま」

　麻乃は一二月の空気よりも冷たい声で答える。

「《運命の赤い鎖アカイエニシ》を辿たどって、直道さまを追いかけてきたのですわ」

　俺の目の前にいる麻乃は『この世界』の『麻乃』ではなく、俺の知っている『雪乙女マツロワヌカミ』の娘である細ささめ雪ゆき麻乃なんだとわかった。

　ぴろ～ん、とケータイが場違いな音を発する。

「なるほど、時間転移に失敗した理由がわかりました。細雪麻乃の言うように、定員オーバーによって進むべき進路から脱線してしまっていたものと思われます」

　最初に転移させる人数（質量）を入力しなければならないと言っていたし、そういうことなのだろう。

　でも、今疑問なのはそういうことじゃない。

「なんで、直道のあとをつけてきたわけ？」

　ありすが麻乃に負けないくらい張りつめた声で訊たずねる。

　麻乃は見るものを凍りつかせるような目をしてありすを睨にらみ、それから俺へと視線を移した。

「直道さま」

　麻乃が俺の名前を呼んだ。

　その一瞬だけ、麻乃の目が、表情が、口調が、少しだけ和らいだ。

「どうか、わたくしと一緒にお帰りください」

「……麻乃」

「べつに、いいじゃありませんか。パラレルワールドの混在？　関係ありませんわ」

　だって、と麻乃は言う。

「わたくしはあなたと出会ったのです。大切なのはそれだけです。〈許婚いいなずけ〉なんて、もうどうでもいいのですわ。たとえ、あなたとはじめて出会ったのが、『半年前』でしかなかったのだとしても」

　最後のひと言で、心臓が大きく鼓動した。足もとがぐらつく。

　俺の中にある記憶。

　麻ま乃のとはじめて会ったのは……本当に小学生のころのことなのだろうか？

　冷蔵庫のドアをあけたら女の子がいて、俺のプリンを食べていた。

　あれが俺の記憶ではなくて、べつの『三み柴しば直なお道みち』の記憶なのだとしたら……。

「俺は……」

「ですから、そんなのどうでもいいのですわ」

　優しい声で麻乃は言う。

「わたくしはあなたがいいんです。あなたでなければダメなんです。ほかの『誰だれか』じゃ嫌なのですわ。もっといっぱい叱しかってください。もっといっぱい遊んでください。もっといっぱい、もっと……もっと……」

　俺はあらためて麻乃に目をやる。

　麻乃は微笑ほほえんだ。

「だから、一緒に帰りましょう、直道さま。だって、こんなの直道さまのせいじゃないのですから。だいじょうぶですわ、心配はいりません。直道さまはわたくしがお守りいたします。どんなことがあろうと、わたくしは──」

「ありがとう、麻乃」

　言葉を必死につむごうとする麻乃に、俺は言う。

「なんて言っていいのか、むずかしいんだけど、すごく嬉うれしい。でも──」

　本心を告げないと。

「俺は逃げないことに決めたんだ。だから麻乃と一緒には帰れない」

　俺の言葉をゆっくりと咀そ嚼しやくするように、

「……そうですの」

　麻乃は呟つぶやいた。

　そして。

「では、わたくしも手段を選びませんわ」

「え？」

「力ずくでも直道さまをお連れします」

「直道、さがって！」

　次の瞬間、俺はありすに突き飛ばされていた。

「──っっ!?」

　ガキン。

　激しい金属の衝突音。

　冷たい地面に転がされた俺は慌てて顔をあげる。

　ありすは炎の蝶ちようをまとった剣を。

　麻乃は冷気を漂わせる氷の剣を。

　相手に向けて、押しこんでいた。

　じゅぅううううう。

　氷がとかされ蒸発していく。

「でやあああっ！」

　ありすが気合いの一いつ閃せんで麻ま乃のを押しかえす。

　炎と氷のぶつかりあいならば、ありすのほうが有利なのか？

「あら、その程度ですの？」

　麻乃は妖あやしく微笑ほほえみ、剣を地面に突き立てる。

　瞬間、無数の氷の刃が地面を走った。

「くっ！」

　ありすは横飛びになってそれを避ける。

　間髪をいれずに麻乃は二撃め、三撃めをくりだす。

『今日』は一二月三一日。

　今にも氷点下に達しそうな寒空の下、麻乃の力は十全だ。

「やめろ、麻乃！」

　俺の呼びかけに麻乃は応じない。

「やめてくれ！」

「直なお道みちはそこでおとなしくしてて！」

　ありすは叫んで、麻乃のほうに飛びこんでいった。

　襲いくる氷の刃に炎の蝶ちようをぶつけて吹き飛ばし、そのまま麻乃に肉薄する。

「片腹痛いですわ」

　麻乃は氷の剣を地面から抜き、ありすの剣を受けとめる。

「直道はあたしの幼なじみなんだから！」

「それがなんですの？　想おもいなら負けませんわ！」

　麻乃がありすを弾はじき飛ばす。白い着物の裾すそがはためいた。

「わたくし、あなたのこと嫌いですの」

「ふん、気があうじゃない」

「直道さまをかえして！」

「はじめから、あんたのじゃない！」

　ありすは地面を蹴けった。

　いや、蹴けろうとした。

「なっ!?」

　ありすはその場から動けない。

　靴が地面に凍りついてしまっていたからだ。

「さようなら、《千年魔女》」

　氷の剣を閃ひらめかせて、麻ま乃のがありすに迫る。

「ありす！」

　そして、

　俺はありすの前に飛びだした。

　麻乃は氷の剣をふりあげた状態で、ぴたりと停止する。

　俺は麻乃の顔を睨にらみつける。

　麻乃も俺のことを睨んでいる。

「素敵な目。ぞくぞくしちゃいますわ」

「もし、ありすになにかしたら、俺は麻乃を許さない。ぜったいに」

　足が震える。寒さのせいだけじゃない。麻乃が本気をだしたら、俺なんかが敵かなうわけないのだ。俺はただの男子高校生だからな。

　でも、だからなんだって言うんだ？

　ここで見てるだけなら、俺は主人公失格だ。

　まあ、主人公（仮）なんだけどさ。

「気絶させるだけですわ。命までは奪いません」

「させない」

「直なお道みち、逃げて！」

「おまえは黙ってろ、ありす」

「べつにかまいませんわ、《千年魔女》をどうこうするのが目的ではなく、わたくしは直道さまをお連れしたいだけですもの」

「悪いけど、それもできない」

「……では、どういたしますの？　わたくしと勝負なさいますか？」

「こうする」

　俺はケータイを麻乃のほうに突きだした。

　ぴろ～ん、というなんとも場違いな音が鳴る。

「ユエのことを忘れてもらっては困りますね」

　瞬間、バチン、と電気が走った。

「ひぅ」

　麻乃はシリアスシーンにはそぐわない、やけにかわいい声を発して気を失った。





　　　　○　　○






「……ん、んん」

　麻ま乃のは小さなくちびるを震わせながら目を覚ました。

「よっ」

　俺は右手をあげる。

「……直なお道みちさま」

　麻乃はそんな俺を見て複雑そうに瞳ひとみを揺らした。俺の背後にいるありすにも気づいたようだ。ありすはくちびるを曲げて、むっすりしている。

「ここは、どこですの？」

「廃校になった小学校だよ」

　日も暮れているのに真冬の公園になんていつまでもいられなかった。だから、俺たちはここまで移動してきたのだ。懐かしいこの教室に。『この世界』ではなにも不思議な事件なんて起こってないから、倒壊事故も発生していないわけだ。

　机をくっつけて簡易ベッドにし、気を失った麻乃を寝かせておいた。麻乃の場合、寒さは問題じゃない。ただ、そのままだと寝心地が悪いだろうと思ってカーテンを折りたたんでシーツのかわりにしていた。

　あまり大っぴらに明かりをつけてしまうと、誰だれかに見られてしまうかもしれないから、ありすが生みだした炎の蝶ちようを二匹飛ばしてがまんしている。これだって、外から見たら人ひと魂だまとか鬼火と思われるかもしれないんだけど。

　俺は麻乃に微笑ほほえみかける。

「えっと、からだはだいじょうぶか？」

「え、ええ、少し手がしびれるくらいでなんとも……って、なんですの、これ!?」

　自分の手のひらを眺めていた麻乃は突然大声をあげる。驚きよう愕がくのあまり、うっとりタレ目を限界まで見開いていた。

　それもまあ仕方がないことではある。

「て、て、ててて、手が縮んでますわ！」

　そう、麻乃の手は縮んでいる。

「実は手だけじゃないんだ」

　俺は麻乃に告げ、窓を指さした。炎の蝶がひらひら舞っているおかげで窓ガラスが鏡の役割を果たしている。

　そこに映る麻乃は──幼女と化していた。

「きゃああああああっ！」

「うわあ、静かに！」

　俺は慌てて麻乃の口を塞ふさいだ。

　近隣で幼女の叫び声がしたとか通報されたくない。

「落ちついてくれ。いいか？　はなすぞ？」

　ゆっくりと麻ま乃のの口から手をどかす。

「な、なにがどうなっていますの？」

　麻乃は泣きそうになりながら俺を見あげてくる。なんだか小さい子を泣かせているみたいで胸が痛むな。

「説明します」

　ぴろ～ん、という音とともにちびユエが言った。

　ちなみに、俺のケータイはさっきの電気攻撃の結果、ご臨終となった。なので、ユエはありすのケータイに移動している。麻乃に電気ショックを与える直前、ありすのほうにコピーを送信していたそうだ。

「ユエたちはこれからまた時間転移装置を使用します。その際、問題となるのは細ささめ雪ゆき麻乃、あなたなのです。あなたを置いていくわけにはいきませんし、だからと言って、連れていくことでまた目的とは異なる場所に到着するのも困ります。緊急措置として、あなたの質量を小さくさせていただきました」

　ちびユエの言葉に、

「あんたから一時的にエネルギーを吸いとらせてもらったのよ」

　ありすが魔術札ワイズヴアーミリオンをひらひらさせながら補足した。

　麻乃から吸いとったというエネルギーが魔術師で言うところの〈魔力〉なのか、微妙に違うものなのか素人の俺にはよくわからないが、そのエネルギーは現在、時間転移装置に装そう塡てんしなおされている。これでまた装置を動かすことができるようになった。エネルギーの残量は「78％」と表示されている。いっぽう、大量のエネルギーを奪われた麻乃はこんなふうに縮んでしまった、という次第だ。着ていた白い着物はサイズがあわなかったので、ありすがばっさりと切って、だいたいの大きさにあわせている。

「これで当面の問題は解決したものと思われます」

「だそうだ」

「そんな……」

　麻乃はちびっこい手で氷の剣をつくろうとして──失敗した。

　無念そうな目で俺を見あげる。

　俺はそんな麻乃の頭をくしゃくしゃと撫なでた。

「ぁ、う」

「まあ、なんだ」

　とっさにうまい言葉がでてこない。それでも俺は麻乃になにか伝えたかった。

「俺を守ってくれるって、さっきの言葉、心強かった。ありがとう」

「……感謝されたいわけではありませんわ」

　麻ま乃のは俺から目をそらす。

「知ってる。だから、ごめん」

「……謝罪の言葉が聞きたいわけでもありません」

　言って、麻乃が小さな手で俺にしがみついてきた。

「ふん」

　ありすは小さく鼻を鳴らすと、教室からでていった。

　麻乃と俺の二人だけにしてくれたらしい。

「いつか」

　麻乃はかすれた声で言う。

「きっと後悔しますわ。あのとき、わたくしを選べばよかったのに、って」

「かもな」

　小指が熱い。

　麻乃と俺を結ぶ《運命の赤い鎖アカイエニシ》がぼんやりと発光していた。





Romeo Must Die Part2is closed.







第10話　俺が主人公だった頃の話をしよう




「はっ……はっ……はっ……」

　俺は夕ゆう闇やみの中を走る。

　とにかく走る。とまったら死んでしまうマグロのように。

「くそ」

　わけがわからない。

　なんで俺がこんな目に遭っているのか理解不能だった。

　公園の角を折れる。うまく曲がりきれなくて、壁に衝突しそうになった。

　息がもたない。肺が痛い。心臓がキリキリする。

　でも、とまるわけにはいかない。

　スピードを緩めずに坂道をくだった。

「助けてくれ！」

　大声をあげる。

　だけど、誰も俺に気づかない。

「……どうなってんだよ」

　道行く人々には俺の声が届いていなかった。

　無視をしているとか、そんな感じではない。

　俺のことなんて見えていないみたいだった。

　どうしてそんなことが起きているのか不思議でならないけど、だからって、じっくり考えている余裕もない。立ちどまろうものならつかまってしまう。

　あの女の子──。

　いきなり現れたと思ったら、問答無用で蹴けりつけてくるなんてどうかしてる。

　しかも、壁をぶち抜いてたぞ……。

　あんなの食らってみろ、ギャグまんがじゃなかったら死んでしまうだろうが。

　いや、普通に考えれば女の子が蹴りで壁を破るなんてありえない。なにかトリックがあるんだろう。そうに決まってる。

　とにかく、なんとかして逃げきらないといけない。

　俺はシャッターのおりた酒屋の横の細い道に入った。その先はいきどまりになっているのだけれど、壁をよじ登り、向こう側に着地する。

　うしろをふりかえってみた。

　俺を追いかけてきていた女の子の姿は見えなかった。

　まいたか？

　いや、まだわからない。

　背後を気にしながら、誰だれもいない細い路地裏を進む。

　さすがにもう、走ることができないというところまできてから、足をとめた。

　壁に背中を預け、たくさん酸素をとり入れる。家をでたときはめちゃくちゃ寒かったのに、今は燃えるように暑くて、汗があとからあとから流れでる。

「自転車……置いて、きちまった」

　空気が乾燥していて、のどが痛かった。

　ポケットからケータイをとりだす。逃げてるあいだはそうする余裕がなかったけど、今ならこれで助けを呼ぶことができる。

　警察？

　つながるだろうか？

　いや、まずはありすに連絡しよう。

　待ちあわせ場所に現れないから、俺のことを心配しているかもしれない。

　そう思ったのに──。

「なんでだ？」

　ケータイの電源が切れていた。ボタンを押す。何度も、何度も、何度も。

　でも、なんの反応もなかった。

「くそ」

　壊れてしまったのか？

　こんなときに？

「どうなってんだよ……」

　なにか異常なことが起こっているとしか考えられなかった。常識でははかり知れない、なにか不可思議なことが……。

　突然、コツ、という足音がした。

　ハッとして俺はそちらに目をやる。

　あたりはすっかり暗くなっていたのだけれど、そこだけ街路灯の明かりでスポットライトみたいに照らされていた。




「まったく、なんで今度は時間に余裕がないかな」




　そう口にしたのは──、

「ありす！」

　一いち条じようありす、俺の幼なじみだった。

　キャラメル色のふわふわの髪、勝気そうな大きな目、桜色のくちびる。

　間違いなくありすだ。

「よかった、俺、なんか変なやつに追われてたんだ」

　ありすのほうへ駆け寄る。走りつづけていたせいで乳酸がたまった太ももがぱつんぱつんだった。足が重い、というのをとおり越して、もう俺の足ですらないようだった。それでも、ありすの顔を見られて俺はホッとする。

「おまえも見なかったか？　銀色の髪の──」

「そんなことより、直なお道みち」

　ありすは俺の問いかけを遮って言った。

「……な、なんだよ？」

　よく見ると、ありすは俺の服を着ていた。

　もこもこのセーターの上にジャケットを着ている。

　どうしてだろう？

　貸した覚えはないのだけど……。

「先に言っとくわ」

「は？」

「ごめんね」

　ありすの手にはトランプみたいなカードがあった。

「なにそれ？」

「タネも仕掛けもありませぬ」

　ありすはにひんと笑って、それを俺の目の前にかざす。

　瞬間、視界が真っ白にな





　　　　○　　○






「はっ……はっ……はっ……」

　俺は夕ゆう闇やみの中を走っていた。

　ひたすらに走る。走りまくる。とまったら死んでしまうマグロのように。

　ぴろ～ん。

　ありすから借りてきたケータイが鳴った。

「次の角を右です、三み柴しば直道」

　ちびユエがナビをしてくれる。

「了解！」

　俺は速度を殺さないように気をつけながら右にかじを切る。

　瞬間、風もないのに近くにとめてあった自転車がばたばたと倒れ、俺の進行方向を遮る障害物となった。どう考えても自然に倒れたわけじゃない。

「うおっ!?」

「飛び越えてください」

「わかってる！」

　助走は十分だ。そのままの勢いで、倒れた自転車をまたぎ越す。

　俺たちのうしろからは──。

『ユエ』が追いかけてきていた。

　ちらっとふりかえってみる。

　蒼あお味みがかった銀髪を揺らし、制服のスカートをひるがえらせていた。

　たぶん『ユエ』は今のところで俺を左に曲がらせたかったのだ。

　小学校に向かうにはそっちを進んだほうが近道だから。

　でも、俺たちはそれに逆行している。

　あの場所は少しばかり都合が悪い。小学校ではどうにも広すぎるのだ。

　もっと狭い一本道でないといけない。

　あと、俺の体力的に遠いところも却下だ。




　現在、ありすと俺は別行動をとっている。

　ありすのほうには『半年前』の『俺』を追いかけてもらっている。絶賛追跡中。

　で、俺のほうはそいつと入れ替わって『ユエ』に追いかけられている。絶賛逃亡中。

　本当なら、さっきの平行世界でやったみたいに自宅で入れ替わりを終えられていたら苦労はなかった。

　でも、到着した時間と場所にまたしてもズレが生じてしまった（五時三分に近所の公園に到着した。これくらいは誤差の範囲内らしい）ために、急きょ、『俺』が『ユエ』に追いかけられるところまでを見守り、その途中で入れ替わる作戦に切り替えた。

　そう、これは作戦なのだ。

『ユエ』を誘いこむための。

　なにも知らない『ユエ』は俺を廃校となった小学校へ誘導しているつもりなんだろう。

　でも実際は、俺のほうが『ユエ』を誘導しているのである。

　だから正確には俺は逃亡中なのではなく、大絶賛誘導中なのだ。

　今のところはうまくいっている。と思う。

　ありすは必ず『半年前』の『俺』をつかまえる。

　だから、俺もしくじるわけにはいかない。

　ぜったいに成功させるのだ。




「そのまま、まっすぐです」

　ちびユエの指示どおり直線コースをひた走る。この地区の詳細なデータを持っているちびユエは地元民である俺よりも道に詳しい。『ユエ』を捕獲するためにベストな場所を教えてくれる。

　そのうちに丁字路が見えてきた。

「あれか」

　とたんに、俺の左手の小指が熱をおびる。

　麻ま乃のと俺を結ぶ《運命の赤い鎖アカイエニシ》が発動しているのだ。

　麻乃にはあらかじめ丁字路で待機してもらっていた。

　麻乃が、どのくらい納得してくれているのか俺にはわからないが、今は協力してくれていた。それに感謝するばかりだ。

　俺のすぐうしろに『ユエ』が迫ってきている。俺はもう体力の限界だけど、向こうはまだまだ余裕なのだ。けど、ここで追いつかれるわけにはいかない。

　俺は全力で走る。走って、走って、走って──。

　そして、麻乃が待機しているのとは反対の道に滑りこみ、

「いくぞ、麻乃！」

「はい、ですわ！」

　かけ声とともに《鎖エニシ》をひっぱった。

　多少雑ではあっても、シンプルで手堅い作戦と言える。

　突進してきた『ユエ』は《鎖エニシ》に足をとられてしまう。

　そこを捕獲するのだ。そのために細い一本道が必要だったというわけ。

　まさか反撃してくるとは思っていない『ユエ』の意表をつくのだから失敗はない。

　はずだった。

　けれど──。

　そうはならなかった。

「なっ!?」

　信じがたいことに『ユエ』は瞬時に回避行動をとったのだ。軽くジャンプして《鎖エニシ》をまたぎこすと、丁字路の突き当たりである目の前の壁を駆けのぼるようにしてから、空中でくるんと回転、それから体操選手のように、すとんとアスファルトに着地した。

「に、人間の動きじゃねえ……」

　いや、そうか。『ユエ』は人間じゃないんだった。

　俺たちの小手先の罠トラツプなんてものともしない。

　そもそも、まったく息も乱れていないし、汗もかいていなかった。

　俺なんか肩で息をしてるっていうのに。足ももうガクガクだぞ。

　まずい。

　プランＢを用意していなかった。

　どうしよう？

『ユエ』が涼しい顔で俺を見る。

　左目の眼帯は、はずされていた。そこには魔法陣のような模様が刻まれていて、その中心にヘルメスの杖ケーリユケイオンとかいう刻印が浮かんでいる。

　ギリシア神話にヘルメスという伝令の神さまがいて、その神さまが持っている杖つえってのがケーリュケイオンというらしい。

『ユエ』が見ている光景はそれをとおして『三み柴しば直なお道みち』のもとへ送信されているそうだ。

　つまり今……今って概念がいつのことなのかもはやあいまいだけど、とにかく今この瞬間、二〇年後の『三柴直道』が俺を見ていることになる。まだこの段階では『ユエ』の通信機能も正常なはずだから、なんらかの指示を受けることも可能だろう。

　そうなるとやばい……かもしれない。

『ユエ』は俺から幼女姿の麻ま乃のへ視線を移した。

「どちらさまでしょう？」

　なるほど、この時点では、『ユエ』は麻乃のことを知らないわけだ。

「わたくしは細ささめ雪ゆき麻乃、直道さまの〈許婚いいなずけ〉ですわ」

　ちっこい麻乃は平べったい胸を張った。

　幼女の〈許婚〉とか、どこの光源氏だよ、と思わなくもないが、今は置いておこう。

「細雪麻乃」

『ユエ』は呟つぶやいた。

「データベースに名前があります。おかしいですね、あなたは三柴直道と同学年のはずですが……」

　校内一の美少女と呼ばれ、ツイッターのフォロワー約五万人という細雪麻乃が幼女のはずがない。今の麻乃の姿と『ユエ』の情報とに齟そ齬ごがあって戸惑っているようだ。

　これは……チャンスかもしれない。

『ユエ』が戸惑うなんて珍しいことなのだから。

　俺がそんなふうに思ったのと、

　ぶーぶーぶー、とケータイが震動したのとはほとんど同時だった。

　ちらりと目をやるとディスプレイに文字が表示されていた。

『細雪麻乃のときと同じように感電させましょう』

　ちびユエが『ユエ』に悟られないように俺に教えてくれたのだ。

　俺たちのミッションは『ユエ』をとめることだ。『俺』を襲わせてはならないし、ナノマシンの発射器である例のおかしな形をした銃も手に入れないといけない。

「わ、わかった」

　なんとかして『ユエ』に近づけるようタイミングを見計らう。俺はもとからなんの力もないわけだけど、今の麻ま乃のも能力を失っている状態なのだ。《運命の赤い鎖アカイエニシ》を使った捕獲作戦が失敗してしまった以上は、俺が動かなければいけない。

『ユエ』が麻乃のほうに気をとられている隙すきに──。

「さがってください」

　気づくとさっきまでいた場所に『ユエ』の姿がない。

　かわりに、麻乃の背後に立っていた。

「麻乃！」

「直なお道みちさま！」

『ユエ』は麻乃の小さなからだを抱きかかえるようにして、首に手を添えている。麻乃の白い着物の裾すそがひるがえった。

「さがってくださいとお伝えしました」

「わかったから、やめろ。麻乃から手をはなしてくれ」

　言われるままに一歩、後退する。

「それからケータイをこちらに投げてください」

「ケータイ？」

　とぼけてみる。

「くりかえさせないでください」

「…………」

『ユエ』はちびユエの存在に気づいているのか？

　いや。

　これは逆にいけるかもしれない。ケータイを受けとる瞬間に『ユエ』に電気ショックを与えられる。打ちあわせはできないけど、ちびユエもわかっているはずだ。

「借り物なんだ。ちゃんと受けとってくれよ」

　俺は『ユエ』に言われたとおりに──というフリをしてケータイをほうる。

　だけど。

『ユエ』がそれをキャッチすることはなかった。

　ケータイが空中で爆発する。

　ぱんっ、と、それはもうあっけなく。

「──っ!?」

　おいおいおい、ありかよ、そんなの……。

「これでお話がしやすくなりましたね」

『ユエ』が抑揚のない声で告げる。

　まずいぞ。これはまずい。

　ありすはいないし、麻ま乃のが人質にとられ、ちびユエのサポートもないのだから。

「どうも、あなたはユエのことを知っているようですね。なぜでしょう？」

『ユエ』が腕に力をこめたのか、麻乃が「くっ」と苦しげな声をだした。

「麻乃！」

「だい、じょうぶ、ですわ」

　麻乃はかすかに笑みを浮かべる。

「なお、みち、さま……いま、のうち、に、逃げて」

　そんなわけにはいかない。いくものか。

　俺は奥歯を嚙かみしめた。

　どうする？　一か八かで飛びかかるか？

　そんなの通用するわけがない。俺なんか「戦闘力５」くらいだぞ、たぶん。

　だったら、どうすればいい？

　考えろ、三み柴しば直なお道みち！

　考えろ考えろ考えろ考えろ考えろ！

　考えろと念じれば念じるほど「考えろ」という言葉しか思い浮かばなくなる……。

　ああ、くそ、どうすれば──。

　頭の中がぐちゃぐちゃになっていたまさにそのとき、ぽたりと頰ほおに水が滴った。

　雨のようでもあったけれど、雲はなく星がでているから違う。

　俺の思考が追いつく間もなく、

　暗くら闇やみの底から声が聞こえた。




「ぼくの王子さまに手をだすやつはちょっと許せそうもないな」




　海面が波立つように空気が揺れて──。

　人にん魚ぎよが姿を現した。

　その手には呪のろい絶ちの《悪女志願フアム・フアタール》が握られていた。骸がい骨こつっぽいデザインの短剣だ。おおむかしに刃の半分が折れてしまったらしいのだが、俺の血の中に封じられていたそれをとり戻し、今は完全な姿となっている。

　人魚は逆手に持った《悪女志願フアム・フアタール》を素早く奔はしらせた。

　夜の闇の中に人魚の白いワンピースと薄桃色の髪が残像となる。

　しかし、『ユエ』も即座に反応して人魚の一撃をふりあげた靴の裏で受けとめた。

　ガキン、という硬質な音。

　次いで、『ユエ』は麻ま乃のを抱えたまま、後方へ大きくジャンプした。

「何者ですか？」

　明らかに『ユエ』は動揺している。

　きっと人にん魚ぎよのことはデータにないんだ。

「ぼくは《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》──《悪女志願フアム・フアタール》の正統後継者だ」

「……《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》」

　普段なら動揺を見せない『ユエ』がまたしても戸惑っている。

　そのわずかな隙すきに乗じて、

「──っっ!?」

　麻乃が《運命の赤い鎖アカイエニシ》を巧みに操り『ユエ』のからだに巻きつけた。

「わたくしは『雪乙女マツロワヌカミ』の娘──細ささめ雪ゆき麻乃ですわ」

　自由を奪われた『ユエ』はそれでも《鎖エニシ》の拘束を破ろうとする。

「むだなあがきはやめたまえ！」

　人魚が突進し、『ユエ』の首筋に《悪女志願フアム・フアタール》の切っ先を突きつけた。刃の先端がギラリと光る。

　それで『ユエ』が観念したのかどうかはわからないが、少なくとも暴れるのだけはやめた。












　俺は地面に落ちているケータイのそばに膝ひざをつく。さっきの爆発でありすのケータイは完全に壊れてしまっていた。中身の部品が飛びだしている。

「おい、ユエ！　ユエ！」

　呼びかけるが応答はない。

　かわりに拘束されているほうの『ユエ』が「なんでしょうか？」と答える。

「違うんだ、その、ユエなんだけど『ユエ』じゃないんだ」

「理解不能です」

「説明するのはややこしいんだけど……」

　と、そのときだ。

　ぴろ～ん。

　と、どこからか間の抜けた音が聞こえてきた。

「わたくしのスマートフォンですわ」

　麻ま乃のが白い着物の袂たもとからケータイをとりだす。俺は麻乃のほうに駆け寄っていった。麻乃の手はちっこくなっているのでケータイが大きく見えた。

　覗のぞきこむと、そこにちびユエの姿が映っていた。

「ユエ！」

　安あん堵どの息が漏れる。

「よかった、無事か……」

「問題ありません。細ささめ雪ゆき麻乃のケータイに移動させてもらいました」

　それよりも、とちびユエは言う。

「姫ひめ宮みや人にん魚ぎよ、どうしてあなたがここにいるのです？」

　言われてみればそうだ。

　なんで人魚がここにいるのだろう？

　俺は人魚をふりかえってみる。

「王子さまの影の中に隠れていたんだよ。雪女スノーホワイトと似たようなものだね。今はそんなことはどうでもいいじゃないか。ナノマシンの発射器とかいうものを手に入れることが優先なのだろう？」

　そのとおりだった。

　俺は縛られている『ユエ』のそばに近づいていく。

「なぜナノマシンのことを知っているのです？」

「……それは、えっと、つまり……悪い、うまく説明できそうもない。やたらとややこしい事情があるにはあるんだけどな」

　俺は『ユエ』の左目を見つめた。この向こうには……。

「あんたなら理解できてるのか、三み柴しば直なお道みち？」

　返事はなかった。

「とにかく、ナノマシンの発射器ってのをわたしてくれ。それが必要なんだ」

『ユエ』はじっと俺のことを見つめかえしていた。『三み柴しば直なお道みち』がなにか指示をだしているのかもしれない。俺には聞こえないからわからないけど。

　少ししてから、

「スカートの中です」

　と、『ユエ』は言った。

「ス、スカートの中……」

　思わず『ユエ』の脚に目がいってしまう。制服の短いスカートから『ユエ』の細い脚が伸びている。『ユエ』がかすかに身じろぎした。スカートがはらりとめくれて……。

「王子さま！」

「直道さま！」

「痛い痛い！」

　人にん魚ぎよに耳をひっぱられ、麻ま乃のに太ももをつねられました。
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　ナノマシンの発射器というのは、筒の部分がラッパ型をしたおもちゃのような銃だ。

　人魚がそれを回収しているあいだ、俺は麻乃に目を塞ふさがれていた。

　いや、べつにそんな見たりしないよ？

　ちなみに『ユエ』は結局、ちびユエの協力で気絶させてもらった。アンドロイドが気絶というのも変な表現だが、一時的に機能を停止状態にしたということだ。

　その際に麻乃のケータイも壊れてしまったので、ちびユエは現在、人魚のケータイに移動している。

「えっと、これでミッション完了……だよな」

『ユエ』からナノマシンの発射器を奪ったのだから、歴史の修正力は働かず、小学校の倒壊事故は起きないということになる。そうなれば当然、パラレルワールドの混在という事態もひき起こされることはない。

　あとは、これを実際に俺が自分に撃ちこめばいい。

　俺自身が選択したことであるならば歴史の修正力も手をだせないらしいから。

「……ん、あれ？」

　ふと疑問に思う。

「でも、パラレルワールドの混在が解消されたなら、なんで、みんなここにいるんだ？」

　まだ、ナノマシンを使用してはいないわけだから、ちびユエがいることはおかしくない。でも、幼女化した麻ま乃のや人にん魚ぎよが俺の目の前にいるのはどういうことなのだろう。

「心配には及びません。時間転移装置を使い、もとの世界に戻る際にリセットされます」

「リセット……？」

「現時点で三み柴しば直なお道みちという特異点を中心とした糸のもつれはほどけています。あとは糸をひっぱるだけです」

「そういうものなのか」

　ちびユエが言うのだから、そうなのだろう。

「じゃあ、ありすと合流しないとな」

　みんなで『もとの世界』に帰るのだ。

　俺は人魚のほうに目をやる。

「助かったよ、人魚。あぶないとこだった」

「礼には及ばないさ」

　人魚は花のように笑い、




　俺にナノマシンの入った銃を──向けた。




「え、あれ？　人魚……？」

「なにをしていますの！」

　麻乃が人魚に飛びかかった。しかし、今の麻乃では人魚の相手になどならない。人魚は踊るようなステップで麻乃をかわした。麻乃は勢いがつきすぎていたので、その場で転んでしまう。

「麻乃！」

　俺はとっさに駆け寄ろうとしたのだけれど、

「動かないで、王子さま」

　その場で足をとめる。

　人魚はちびユエの電気ショックを警戒したのか、自分のケータイをほうり投げた。

　ぴろ～ん、と音がして「油断しました」というちびユエの言葉が聞こえた。

　俺は人魚を見つめる。

「……なんでだよ？」

「なんで？　そんなの決まってる。あなたを失いたくないからだよ」

　人魚の目は真剣そのものだった。冗談ではないのだ。




「だから、ぼくはパラレルワールドの混在を認めることにした」




　人にん魚ぎよが引ひき鉄がねをひけば、きっと歴史の修正力とやらが働く。

　ここは小学校ではないけれど、時空の歪ゆがみとかっていうのは場所に関係なく発生するだろう。そうなれば、俺たちがしてきたことは水の泡だ。

「自分がなにを言ってるのかわかっているのか？」

「もちろんだよ、王子さま。むしろ、わからないな。パラレルワールドの混在？　それのなにが問題なんだ？」

「問題は起こるかもしれないし、起こらないかもしれない。でも、それ自体が問題だろ。なにか起こってからじゃ遅いんだよ。だから──」

「関係ないよ」

「人魚……」

「関係ないね」

「関係ないって……」

「だって……」

　人魚の声が震えた。

「約束したじゃないか」

　苦しそうに。

　まるで溺おぼれているみたいに。

「王子さまが言ってくれたんだよ？　どんな話でも聞くって。ひと晩中でもつきあってやるって。一日で足りないなら次の日も呼べって。どこにでも駆けつけてやるって。なのに、ここでおわかれしたら、ぼくのところにこられないじゃないか」

　澄んだ海みたいな人魚の瞳ひとみから涙がこぼれていく。

　それは空気に触れると結晶化して真珠になった。

　ぽろぽろ、ぽろぽろ。

「……おまえは、おまえの『王子さま』に会えるよ」

「そんなひと知らない」

「なに言ってんだよ、おまえがさがしていた『王子さま』だぞ？」

「そんなひと、もう、いらない」

「人魚」

「ぼくがほしいのはあなただけ。あなたと同じ姿で、あなたと同じ声で、あなたと同じ話し方をして、あなたと同じように優しくても、でも、ぼくがほしいのはあなたであって、あなたにそっくりなべつのひとじゃない」

「べつのひとなんかじゃないだろ。そいつは俺だよ」

「本気で言ってるの？」

　その問いに、俺は答えられなかった。

　だって、俺は王子さまではないのだから。無自覚な魔術師でも、夢を見ている救世主でも、優秀な許婚いいなずけでも、天才的な科学者でもない。

　みんな俺に似ているだけの──別人だ。

「あなたがいいんだ。ぼくを助けてくれて、ぼくを叱しかってくれて、ぼくの言葉を聞いてくれたあなたじゃなきゃ意味がないんだ」

　人にん魚ぎよは一度くちびるを嚙かむ。

「人魚姫だから王子さまがいいんじゃない。ぼくがあなたを選んだんだ。あなたが好きなんだ。大好きだよ、直なお道みち。だから、ぼくと一緒にいて」

　ぽろぽろ、ぽろぽろ。

　人魚の目からたくさんの真珠がこぼれ落ちていく。

　俺に向けられているナノマシンの発射器の狙いはぶれぶれだった。

　きっと、引ひき鉄がねをひいても俺には当たらないだろう。

　俺は冷たい空気を吸いこむ。そして、人魚を見つめながら言った。

「ありがとう」

　俺の感謝の気持ちが、ちゃんと人魚に届けばいいなと思う。

「そんなふうに言ってもらえて、嬉うれしいよ。本当に」

「じゃあ──」

「いや、ダメだ。ダメなんだ。ごめん」

　人魚の表情がくしゃりと歪ゆがむ。

「なんで……」

「俺も人魚が好きだよ。話を聞くって言ったの、あれ、噓うそじゃないよ。俺が必要ならいつでも呼べよ。俺なんかでよければ、どこにでも駆けつけるよ。でも、人魚が俺に向けてくれてる好きと、俺のとは、たぶん、種類が違う。だから、ごめん。人魚の気持ちには応こたえられない」

　ごめんとしか言えない自分が情けなかった。

　俺は人魚のことが大切だ。大好きだ。

　でも、人魚が本当にほしいものには応えられそうになかった。

　麻ま乃のもちびユエも『ユエ』も口を挟まなかった。

　俺は人魚のそばまで近づいていって、ナノマシンの発射器に手をかけた。

　寒空の下で、それはどこまでも冷え切っていた。

　人魚は抵抗しなかった。

　そっととりあげる。

「……直道のバカ」

　人魚は下を向きながら呟つぶやいた。

　白い息がふわりと立ちのぼり、消えていく。

　人魚は白いワンピースを着ているだけなので、とても寒そうだった。

　俺はコートを脱いで、人魚の肩にかけてあげた。

「知ってる」

　人魚は嗚咽おえつを嚙かみ殺しながら下を向きつづけた。
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「遅かったじゃない」

　立ち入り禁止という看板がくくりつけられている校門を乗り越えたところに、ありすはいた。頰ほおを膨らませ俺を睨にらんでくる。

「寒いし！」

　ありすの吐く息が白い。その場でがしゅがしゅと足踏みをする。『俺』のセーターとジャケットを着ているとはいえ、下はスカートなのでむきだしになっている太ももが、めちゃくちゃ寒そうだった。男子でいえば短パンでいるようなものだ。

　ここは俺たちがかよった小学校だ。地域の子供の数が減ったせいで、今は廃校になっている。『半年前』、というか『今夜』、ここは壊れるはずだった。

　でも、今もまだひっそりとたたずんでいる。

　倒壊する、という事態は避けられたのだ。

「悪い、悪い。ちょっと手間どってさ」

　ありすが俺のそばにいる人魚に気づく。

　人魚は鼻の頭を赤くしていた。俺が着せたコートの前をかきあわせる。

　二人は少しのあいだ視線をかわしあったけど、なにも言わなかった。

　ありすは俺に向きなおって口を開く。

「うまくいったんでしょ？」

「なんとか。あ、でも、おまえのケータイ、壊れちゃって……」

「そんなのどうでもいいわよ」

「悪いな」

「べつに、弁償してもらうしね」

「え」

「とりあえず、直なお道みちの口座の暗証番号をあたしの誕生日にかえてよね」

「それはいくらなんでも重すぎるだろ。自由にひきだし放題じゃないか……」

『ユエ』はちびユエの指示に従って、二〇年後に送りかえした。

　そうすることでなにか不都合が起きるのではないかと麻ま乃のが心配していたけど、今のところなんの問題も起きていない。

　ということは二〇年後の『三み柴しば直なお道みち』は俺たちがやろうとしていることを阻止するつもりはないってことになる。

　ややこしいけど、たぶん、そういうことだ。うん、そういうことにしておく。

　向こうと、そして俺たちと、結局のところ目的は同じなのだ。

　二〇年後の世界が明るければいいなと思う。

「もう一人の『俺』はどうしたんだ？」

　二〇年後の『三柴直道』ではなく、ありすが追いかけていた『この世界』の『三柴直道』のことである。

「リビングのソファに寝かせてきたわ。目が覚めたらぜんぶ夢だったと思うはず」

　今ごろは待ちあわせの時間になっても現れない『俺』にぶちキレた『ありす』が三柴家を襲撃しているころかもしれない。そのへんはうまいこと処理されることを期待するばかりだ。

「そんじゃ、あとはこいつを使うだけだな」

　俺は手に入れたナノマシンの発射器をありすに見せた。

『ユエ』や人にん魚ぎよが俺を撃つのではダメなのだ。

　俺が俺の意志で選択しないといけない。

　ありすが俺を見ている。

　麻ま乃のも、人魚も、ちびユエも。

　みんなの前で引ひき鉄がねをひかなければならないということもないのだけれど、でも、やっぱりそうしたほうがいいと思った。けじめ、みたいなものだ。

「よし、さくさく終わらせるか」

　俺はせいいっぱいの軽口を叩たたく。

　笑ってもみたけど、うまくできていたか自信はない。

「なあ、ユエ」

「なんでしょう？」

「これはどこを狙ってもいいものなのか？」

「はい」

「そっか」

　ユエになにか伝えようと思ったのだけれど、どんなふうに言葉にしていいのかわからなかった。俺の頭の中を抑制するナノマシンが働けば、ユエが生まれる未来は消えてなくなってしまうのだ。

「三柴直道」

　ユエが静かな声で俺の名前を呼んだ。

「ああ」

「どうかお元気で」

「……ああ」

　頭を撃つのには抵抗があった。べつに命を絶つわけでもないのだし。

　俺はなんとなく痛くなさそうな太ももに銃口を押し当てる。

　きん、と冷たい空気の中。

　俺は息を深く吸いこみ、とめる。

　目を閉じて──。

　引ひき鉄がねをひいた。

　太ももに軽い衝撃がある。ゴムでパチンと弾はじいたみたいな感じだった。

　痛いには痛いけど、痛すぎるというわけではない。

　そして、それだけだった。

　まぶたをあけてみる。

　ありすがいて、麻ま乃のがいて、人にん魚ぎよがいる。人魚の手にはケータイがあって、そこにちびユエが表示されていた。みんなが俺のことを見つめている。

　静かだった。

　歴史の修正力とやらは働かず、突然暴風が生みだされることもなかった。

　俺はホッと息を吐きだした。

「……成功したみたいだ」

　終わってみれば、けっこうあっけなかったなと思った。案外、物語の主人公たちもそんなふうに思っているものなのかもしれない。

「さってと、これでミッションコンプリートってわけね」

　ありすはゲームでもクリアしたかのような口調で言う。

「そうだな、これでおしまいだ」

　あとは、それぞれのいるべき場所に帰るだけだ。

　俺は夜空を見あげた。握ったら折れてしまいそうな瘦せっぽちの月が浮かんでいた。

　空気はすごく冷たくて、頰ほおがぴりぴりする。俺は洟はなをすすった。

「ねえ、直なお道みち」

　ありすが俺を呼ぶ。

「なに？」

　ありすに目をやった。ありすは俺のことをじっと見ている。ただ、それだけで、それ以上なにも言わなかった。

　しばらくのあいだ、そうやって無言のまま見つめあった。

　だからどうということはない。

　それはそれだけ。

「よし、帰るか」

『オズの魔法使い』でも、ドロシーが言ってたじゃないか。

　やっぱりおうちが一番、ってさ。

「あったかいもの食べたいし」

「向こうは八月よ」

「そうだった」

　俺はポケットから時間転移装置をひっぱりだす。

　そして、

「…………」

　言葉を失ったね。




　時間転移装置の液晶画面に大きなひびが入っていたのだから。




　でも、画面にひびがあるくらいで壊れているとは言えない。

　俺は慌ててスイッチを押した。

　しかし、時間転移装置は起動しなかった。

「どうしたのよ、直なお道みち？」

　ありすが怪け訝げんそうな顔を向けてくる。

「や、やばいかもしれないんだけど」

　人間ってのは本当にやばいときは笑ってしまうものらしい。

「直道？」

「なんか知らんが壊れてる」

「はあ!?」

　ありすがいきなり俺のほうに突進してきた。麻ま乃のや人にん魚ぎよもだ。麻乃は幼女になっているので「見えないですわ！」と言って、ぴょんぴょん飛び跳ねていた。

「まさか、ぼくのせいで……」

　人魚の顔が青ざめていく。

　すると、ぴろ～ん、という、その場には似つかわしくない音が響きわたった。

「それは違うでしょう」

　ちびユエがピンチな状況とは思えない淡々とした様子で人魚の言葉を否定した。

「おそらくは三み柴しば直道が滑りこみをした際に破損したのです」

　滑りこみ……『ユエ』を罠トラツプにかけようとしたときのことを言っているに違いない。

「な、なんとかなるんだよな？」

　俺はおそるおそるちびユエに訊たずねた。

　さすがのちびユエもすぐには返事をしなかった。

「……ユエ」

「残念ですが、ユエにもどうしようもありません。それを修理することができるとするならば、それは三み柴しば直なお道みちだけです。もちろん、二〇年後の」

　さぁああああ、っと血の気がひく。

「じゃ、じゃあ、どうすれば……」

　せっかくパラレルワールドの混在というのを解消することができたのに、俺たちはこのままなのか？　『半年間』待てばもとの時間軸に戻るというわけでもないのだ……。

「一つだけ方法があります」

　ちびユエが言った。

「本当か？」

　藁わらにもすがりたい気分だった。

「はい」

「どんな方法だ？」

　俺の必死の問いかけにユエは淡々と答える。




「高位魔力炉《凶戒原則ネメシスコア》を利用するのです」




　けれどその瞬間、

「ダメよっ！」

　ありすが強い口調で反対した。

「ぜったいにダメ、許さない！」

　最初の最初にありすが言っていた言葉を思いだす。

　膨大な〈魔力〉を調達できたなら死んだ人間を生きかえらせたり、過去や未来をいききしたりもできるって。

　高位魔力炉《凶戒原則ネメシスコア》というのがどういうものなのか、正直なところ俺にはよくわかっていない。魔術師というのは〈魔力〉の源である魔力炉というのを備えているらしいのだけど、その中でもとびきり強力なやつであるらしい、とありすから聞いているだけだ。

「《凶戒原則ネメシスコア》を使えば帰れる……」

　時間転移装置を使う必要もなく。

　でも、俺の中にある魔力炉とやらは、ありすが《守護の刻印ブランド・オブ・アリス》によって封じている状態なのだ。解除できるのは、術者であるありすだけ。

「ありす」

「ぜったいダメ。『冥葬会ルナリア』の魔術師として許可できない」

「そんなこと言ってる場合じゃないだろ。このまま帰れなくなってもいいのかよ？」

「いい」

「……ありす」

「《凶戒原則ネメシスコア》を利用するくらいなら、このまま帰れないほうがいい」

　ありすは頑かたくなな調子で俺の言葉を拒否する。

「ぼくも彼女の意見に賛成だ」

「人にん魚ぎよ……」

「ぼくは概念としてしか魔力炉なるものを理解できていないけど、《凶戒原則ネメシスコア》というものは危険なものなのだろう？　なら、使わないほうがいい」

「わたくしもですわ」

「……麻ま乃のもかよ。せっかくここまでがんばってきたのに」

　スズランもここにいたら反対したかな。あいつは俺の家で待っていてくれているけど、リセットしたら、きっとスズランのいるべき世界に飛ばされてしまうのだろう。

　もしも、ここで帰還リセツトすることを選ばなかったら、どうなるのだろうか？

　それによる弊害は？

　さっきのちびユエの説明によればパラレルワールドのもつれはほとんど解消されている状態なのだ。あとは、俺たちがもとの世界に戻ることで、すべてがあるべき形におさまる。

　そうしないということは、依然として危険が残されているということを意味するんじゃないだろうか。

　脳裏に廃はい墟きよの町が思い浮かぶ。そこには人間がいなくて、かわりに得体の知れない触手の化け物がいた。あんな世界から化け物が召喚されるようにでもなったらどうする？

　俺はもう一度ありすを見た。

「ありす、頼むよ。おまえにしかできないんだ」

　ありすは怖い顔をして俺を睨にらみつけてくる。

「嫌」

「ありす」

「嫌よ。あたしは協力しないからっ」

　ありすはそう言うと俺に背を向けた。そのまま走り去ろうとする。

「ありす！　待てよ！」

　俺は慌ててありすのあとを追った。麻乃と人魚も俺につづこうとしたみたいだけど、すぐに見えなくなった。ありすと俺を二人だけにしてくれたのかもしれない。

　ありすの足は速い。なにせ一〇〇メートル一二秒フラットだし。

　それでも俺は必死でありすの背中に食いついた。

「ありす！」

　呼びかけてもありすはふりかえらない。キャラメル色の髪をなびかせながら、校舎の角を折れる。

「待てよ！」

　ありすはひたすらに走りつづけて。

　俺はただありすを追いかけつづけて──。

　けれどそのうちに、ありすは速度を緩めていった。徐々に、歩くくらいのスピードまで落としていって、やがて、足をとめる。

　俺は膝ひざに手をついた。酸素が足りない。足が重い。『ユエ』から逃げていたときも全力疾走をしたので、もう本当に限界だった。明日はぜったい筋肉痛だ。

「あ、ありす、おまえ、は、速すぎ、だろ……」

　息を整え、額の汗を拭ぬぐう。

「直なお道みち、ここ、覚えてる？」

　ありすの問いに、俺は顔をあげる。

　そこは──。

「……もちろん」

　そこは焼却炉があった場所だ。

　今はもうなにもない。

　とっくのむかしに、使われなくなった焼却炉なんて撤去されてしまっていた。

　ただ、焼却炉があったという跡が地面に残されているだけ。

　あれは、まだ俺がパタリロみたいにぷにぷにだったときの話だ。

　ある朝、学校へいくと、ありすがこの焼却炉の中に頭を突っこんでいた。なにをしていたのかというと、ありすは上履きをさがしていたのだ。

　あのとき、ありすはちょっとだけ泣いていた。もしくは泣きそうになっていた。

　だから俺が呼びかけたとき、それをごまかそうとして、わざとふたに頭をぶつけて涙目になった。俺の前では強がろうとした。

「よく覚えてるよ」

「直道、あたしの上履き一緒にさがしてくれたよね」

「そうだな」

「体育館の横にあるゴミ箱の中にあったんだよね」

「そうだった」

「直道はあたしの手を握って、ずっとあたしの味方だ、って言ってくれたんだよね」

「言った」

「ねえ──」

　そこで一度、言葉を切ってから、ありすはつづけた。




「その思い出って本物じゃないの？」




　俺はすぐには返事ができない。

　その疑問は俺の中にもあったものだからだ。

　ひょっとすると、俺の記憶にあるものは『半年前』、つまりはこの『大おお晦日みそか』の日を境に植えつけられたほかの『三み柴しば直なお道みち』のものなのかもしれなかった。

　麻ま乃のとはじめて会ったのが、幼少のころなのか、それとも最近のことなのか、俺に判断ができないのと同じで、ありすとの思い出さえも、俺自身のものなのかどうかわからなかった。

　区別する方法を俺は知らない。

　俺が答えられずにいたせいで、ありすは傷ついたような顔をした。大きな瞳ひとみがかすかに揺らぐ。

「直道は帰りたいの？」

「帰らないといけないんだ」

「パラレルワールドなんて、そんなのどうでもいいじゃない」

　ありすもまた麻乃や人にん魚ぎよと同じことを口にする。

「俺のヒーローありすちゃんのセリフとは思えないな」

　俺がそう言うと突然、

「あたしはヒーローなんかじゃない！」

　ありすは激げつ昂こうした。

　こぶしを握りしめ、下を向き、そうしながら声を絞りだす。

「あたしは直道が言うほどかっこよくなんてない！　あんたはなにもわかってない！」

「……ありす」

「勝手にキャラづけしないでよ！　押しつけないでよ！　そんなの迷惑なんだから！」

　ありすはいらだちをこめて、右足で地面を二度踏みつけた。

「……そっか、悪かった」

「謝るな！」

　俺の謝罪の言葉も今は癇かんに障るらしい。

　でも俺は、ありすのそんな必死な様子に、場違いにも少し笑ってしまった。

「な、なに笑ってるのよ！」

　ありすは顔を真っ赤にして怒鳴る。

「いや、悪い、つい」

　笑ったり、泣いたり、怒ったり、ころころと表情をかえるありすは、やっぱり俺の知っている幼なじみにしか思えなくて、そのことがすごく嬉うれしくて、だけど、少し悲しい。

「時間転移装置はもう動かないらしい。でも、おまえは《凶戒原則ネメシスコア》を使わせてくれない。なら、どうするんだ？」

「……諦あきらめて」

　ぽつりとありすは呟つぶやいた。

　諦めて。

　ありすにはあんまり似合わない言葉だ。

　そう思ったけど、口にしたらまた怒られそうなのでやめといた。

「諦める、か」

「そうよ」

「……悪いけど、そういうわけにはいかない」

「どうしてよ？」

　ありすはまた泣きそうな顔をして俺を見た。

「あらゆる手段を講じて、そんでダメだったら、そのときは仕方ない、諦めよう。めっちゃがんばって、それでもダメなら受け入れよう。全面降伏だ。両手をあげてひざまずくことにしよう。でも、まだやれることは残ってる。なら諦められない」

　ありすは無言で俺を見つめている。

「ありすが俺を大切に思ってくれてるの、すげえよくわかるよ。《凶戒原則ネメシスコア》ってのが危険だっていうのも理解してるつもりだ。だからこそ、おまえに頼んでる。ありすにしか制御できないものなんだろ？」

「ちっともわかってない。あたしにだって制御なんてできるかわからない。それくらい危険なものなの」

「それも承知してる。でも、俺はありすを信頼してる。おまえならできる」

「やだ」

　子供が駄々をこねるような調子でありすは吐き捨てた。

「わかってないのはおまえのほうだよ」

「……なにがよ？」

「おまえが俺のこと大切に思ってくれてるのと同じように、俺もおまえのこと大切なんだよ」

　一歩、ありすのほうに近づく。

「ユエが言ってたんだ。このままパラレルワールドの混在ってのがつづけば、危険なことも起こるんだって。最初にいった平行世界、見ただろ？　なあ、あそこに人間はいたか？　ありすになにかあったら俺もやなんだよ。それくらいわかれよ」

　もう一歩。

　また一歩。

「俺はラッキーだ。ほかのどんなやつより、どの『三み柴しば直なお道みち』よりも運がいい。おまえに会えたんだから。楽しかったよ。一生の思い出だ。すべてがもとに戻ったら忘れちゃうのかもしれないけど、でも、俺は忘れない。なるべく忘れないでいたい。いいや、意地でも忘れない」

　あるいは、こんな偉そうなことを宣言したところで、俺はこのことを覚えていることができないかもしれない。それを想像すると、少し胸が痛んだ。

　ありすの目の前に立つ。

「これが最後のお願いだ。頼む、封印をといてくれ。そんで帰ろう。な？」

「最後なんて……」

「頼む」

　俺はありすの手をとる。すっかり冷たくなっていた。

　ありすは涙をこぼしながら俺を睨にらみつけた。

「……あんたなんか嫌いよ、大嫌い」

「おまえに言われると、ぐさっと刺さるな、その言葉」

　ありすは俺の手をふり払わなかった。





　　　　○　　○






　ありすと手を握りあって、とくになにをしゃべるでもなく校舎のまわりをぐるりと歩いた。いろいろと懐かしくもあり、でも、夜の校舎そのものはどことなく新鮮でもあり、妙な感じだった。

　一周まわって、みんなのところへ戻る。

「さ、お開きの時間だ」

　俺の言葉に麻ま乃のと人にん魚ぎよはどんな表情の変化も見せなかった。

　こうなるとわかっていたのかもしれない。

「直道さま」

　麻乃が俺を呼ぶ。

「ん？」

　小さくなった麻乃は俺のことをじっと見あげていた。

「どうした？」

「……いえ、なんでもありませんわ」

　俺はことさら明るく「変なやつだな」と笑った。

　べつにこれでおわかれってわけじゃない。

　そう、おわかれではないんだ。

　だから、感傷的になる必要なんてない。

　そういうことにしないといけない。

　ありすは人にん魚ぎよのケータイに話しかけ、ちびユエと打ちあわせをしている。

　魔力炉《凶戒原則ネメシスコア》を利用した時間移動といっても、それだけではどうにもならないのだそうだ。

　つまり、どこに飛ばされるか調整ができないらしい。

　なので、結局は時間転移装置を利用することとなった。

　それにはちびユエのサポートが不可欠だ。

　まずは、ありすが魔力炉から〈魔力〉をひきだして壊れてしまった時間転移装置を強制的に起動させる。それをちびユエのサポートで補助装置として利用し、ここから約半年後、つまりもとの世界までタイムスリップする。

　というのが、おおまかな作戦だった。

「直なお道みち、覚悟はいい？」

　打ちあわせを終えたありすは魔術札ワイズヴアーミリオンを手にしている。

「えっと、立ったままでいいのか？」

「うん、そのままで」

「わかった。よし、どんとこい。『どんと来い、超常現象』」

「……なんでわざわざ言いなおしたのよ」

「なんとなくです」

　ありすは呆あきれたようにため息をついた。

　でも、すぐに表情をあらためる。

「ねえ、直道」

「ん？」

「ぜったい成功させるから」

「信じてる」

　ありすは魔術札ワイズヴアーミリオンをかまえる。

「まずは結界をつくるわ」

　言って、魔術札ワイズヴアーミリオンに息を吹きかけた。




「《蝶領罰庫Alice in chains》──展開open」




　無数の白い炎の蝶ちようが生みだされていく。白炎の蝶たちは、ありすと俺のまわりをぐるりと囲んだ。とても、幻想的な光景だった。

　ふわりとからだが浮きあがるような感覚。まるで、白い蝶ちように囲まれた俺たちのところだけ重力が小さくなっているかのようだった。あるいはそう、水の中にいるみたいな。

　ありすは強い瞳ひとみで俺を見つめている。

　そうしながら、太ももに貼はりつけている絆ばん創そう膏こうをはがした。

　そこには「森」という漢字のように「†」のしるしが三つ寄り添っている。




「われ、《千年魔女》の名において厳命する。

　顕現せよ、献言せよ──《守護の刻印ブランド・オブ・アリス》！」




　ふっ、と。

　俺の左胸のあたりから、ありすの太ももの刻印へと細い糸のようなものが伸びているのに気づいた。

「これが……」

　ありすと俺をつなぐ《守護の刻印ブランド・オブ・アリス》。

「じっとしてて」

　ありすはもう一枚、魔術札ワイズヴアーミリオンを抜くと、息を吹きかけ一本の剣へとかえた。

　それを使って、

　互いの刻印を結ぶ糸を──切断する。

「──っっっ！」

　瞬間、心臓のあたりに強烈な痛みが走った。

「あああああああああああああああああああっ！」

「直なお道みちさま！」

「王子さま！」

　麻ま乃のと人にん魚ぎよの声がした。

　からだが熱い。心臓が急激に肥大化していくようなおかしな感覚。駆けめぐる血液の温度が上昇していく。ぶわりと汗が噴きでた。

「ぐうっ……」

　俺は歯を食いしばる。

「直道、がまんして！」

　ありすが右手を俺の左胸に押し当てる。

　それから、右手をそのままずぶりと刺し入れた。

　それはなんとも奇妙な光景だった。あれだ、子供のころにテレビの怪奇特番で見た心霊手術みたいな感じだ。ありすの手がずぶずぶと俺の胸の中に入りこんでいる。俺たちを囲んでいる白い炎の蝶ちようが舞い乱れる。

　そして、ありすはゆっくりと手をひき抜いた。

　その手に導かれるように、

　赤い球体が姿を現す。

　直径一〇センチくらいの赤い球体に金色の棒が刺さっている。

　なんとなく地球儀みたいな形をしていた。

　これが、魔力炉《凶戒原則ネメシスコア》なのか……。

　だが、次の瞬間、その表面に亀き裂れつが走る。

　どん、と凄すさまじい熱風がぶつかってきた。白い炎の蝶たちが一匹、また一匹とかき消されていく。まともに目をあけていられなくなった。

「あ、り……す」

「ダ、ダメ……制御、できない……これ以上は、危険よ。戻さないと」

　かすかに見えるありすが熱風の中で顔を歪ゆがめていた。吹き飛ばされないように踏ん張っているけれど、それでもじりじりとうしろに後退させられている。

「あ、り、す……」

　俺も踏ん張った。でも、もう足がガクガクで、とても耐えられそうになかった。

　ダメかもしれない、という言葉が頭をよぎる。

　そんな弱気に傾きそうになった自分にゾッとする。

「く、そ……」

　そこへ、

「なにをしてるんだ！」

　人にん魚ぎよの声がした。ありすを支えるように飛びつくのが一瞬だけ見えた。

「しっかりしてくださいませ！」

　麻ま乃のが俺のからだを支えてくれる。

　二人は結界の外にいたはずなのに。

　麻乃の手に傷があるのがわかった。二人は無理やりこじあけるようにして結界の中に飛びこんできてくれたのだ。

「一いち条じようありす、〈魔力〉の抽出を。三み柴しば直なお道みちは時間転移装置を前へ」

　こんなときだってのに、相変わらずちびユエの声は淡々としている。

「っっっっ！」

　逆巻く風の中では腕に重おも石しでもつけているみたいだった。それでも麻乃が俺を支えてくれている。ありすがいて、人魚がいて、ちびユエもいる。スズランは向こうで祈ってくれているはずだ。

　ダメかもしれないなんて思ってる場合じゃない。クマムシみたいに強くあれ！

　俺は必死にありすのほうへ時間転移装置を突きつけた。

「頼むぞっ！　ありすっ！」

　もうほとんどなにも見えない。

　視界は真っ白だ。

　それでも一瞬だけ、ありすの姿が像を結ぶ。

　キャラメル色の髪が逆立って、それはもうひどいものだった。

　それでもありすは俺を見つめている。

　その口がかすかに動いた。

　でも、俺にはなにも聞こえなかった。




「え、なんだって？」




　おいおい、これって物語なら最終回のクライマックスだろ。

　もっと気の利いたセリフはなかったのかよ。

　しょっぱすぎる。

　……まあ、いいか。

　こんなもんだろ。俺にしては上出来だよ。

　洪水のようなノイズ……満足に息もできない……視界が歪ゆがむ……水の中に沈んでいくような……あるいは、そう……宇宙にでも投げだされてしまったかのような……星が俺にぶつかってくる……からだが膨張する……内側から爆発しそうだ……意識が……ぐちゃぐちゃで……。




「お兄ちゃん、起きて」

　朝、目覚めると見知らぬ妹がいて……、




「ようこそいらっしゃいませ、三み柴しば直なお道みちさま」

　夏なのに雪がふったかと思えば許婚いいなずけが現れて……、




「そうか、やはりあなたは、ぼくのことを覚えてはいないのだな」

　前世で出会ったお姫さまに命を狙ねらわれたり……、




「個体識別名をユエと言います。以後、お見知り置きを」

　自分の娘に誘拐されそうになったり……、




　それから、

　それから……。




「ぐっもーにん、直なお道みち！」

　ありす……一いち条じようありす……。

　俺の幼なじみで……俺のヒーローで……。

　俺の大切な……。




　忘れない。ぜったいに。

　なにもかもなかったことになるのだとしても。

　忘れてなんかやるものかよ。





　　　　○　　○






　なんかの本で読んだんだけど、むかし、ロートレアモンという詩人がいて、そのひとの書いた詩の中にこんな一節があるんだそうだ。

「まるで手術台の上のミシンとこうもり傘の偶然の出で逢あいのように美しい」

　いや、意味はわかんないけど。

　でもさ、ありすと俺の、半年ばかりの幼なじみ生活は、たぶん、そんなようなものだったんじゃないだろうか。

　スズランも麻ま乃のも人にん魚ぎよもユエも……。

　俺たちは、本当は出会うはずなんかなくて、でも、なんの因果か出会ってしまって、そのわりには、けっこううまくやっていた。

　やっていたはずだ。

　楽しかったしさ。

　それとも。

　そんなふうに思っているのは俺だけなんだろうか？





　　　　○　　○






「あ」

　目をあけると、そこは一条邸につづく坂の前だった。

　ありすとユエがやりあった場所だ。

　まだ夜はあけていない。

　さっきまでの冷たい空気が噓うそみたいに気温も湿度も高かった。

　そばにありすの姿はない。ほかの誰だれもいない。

　もちろん、通行人も。誰にも見られていなくてよかった。

　俺の服は時間転移する前のものに戻っている。

「帰って、これたのか」

　呟つぶやき、気づく。

　記憶は消えていなかった。神さまの粋いきなはからい、みたいに思っておく。神さまには会ったことがないからどんなやつなのかは知らないけどさ。

　それとも、この記憶はすでになにかしら書き換えられていたりするんだろうか？

　確かめるすべを俺は持たない。

　夜空を見あげる。ふくふくとしたお菓子みたいな月が浮かんでいた。

　キレイだなと思った。

　太陽の光を反射しているだけと言ったって、キレイなものはキレイなのだ。

　いつか、俺はみんなとすごしたこのおかしな数十日間のことを思いださなくなる日がくるかもしれない。それでもなくなってしまうわけじゃない。

　あの月みたいに、俺の足もとをささやかに照らしてくれるだろう。

　そう信じる。

　ゆっくりと深呼吸をした。

「よし」

　俺は走りだす。

　すべてのはじまりの場所である、廃校になった小学校へ向けて。

　途中まで走って、ふと、自転車をありすの家に置いてきていることを思いだした。

　あれはどう処理されているのだろう？

　ここは、たぶん、出発地点とは微妙に違う世界なのだから、自転車は俺の家にあるのかな。まあ、あとで確かめればいいか。

　走る。走る。走る。

　とにかく走る。

　息が切れる。足が痛い。

　でも、走る。

　俺にはもう、なんの力もないだろう。どうせ、最初からなかったんだ。それでいい。

　でも、俺にはみんなとの思い出がある。

　だから。

　たとえば、今この瞬間から生きなおすのだと考えてみたらどうだろう。

　今日は生きなおすには最良の日じゃないか。

　そうは思わないか？

「なあ、ありす？」

　あっという間に汗だくになった。

　ここから小学校のある場所まで歩いて一〇分くらいだ。

　走れば五分で着くだろう。

　俺は頭の中をからっぽにして走りつづけた。

　今日はやけに走っているな。

　あー、いや、今日って言っていいのか微妙なところだけど。

　そして、

　小学校の前まで辿たどりつき、

　俺は愕がく然ぜんとする。

「…………どういうことだ？」




　小学校の校舎が──なかったのだ。




　でも、俺たちは確かに『半年前』をやりなおした。『ユエ』から『三み柴しば直なお道みち』を守り、ナノマシンの発射器も回収した。だから、歴史の修正力は働かなかった。

　なのに。

　小学校がない。

「なんでだよ？」

　力が抜けてしまい、俺はその場に座りこむ。

「なんだよ、これ？　俺たちのしたことはぜんぶ、むだだったのか？」

　目の前が真っ白になった──そのときだ。

「直道！」

　声がして、俺はそっちに顔をやった。

　ありすが走ってきて、

「うおぅ!?」

　俺を押し倒しやがった。

「な、なにすんだよ？」

　ありすは問答無用で俺にまたがり、俺の服をひっぺがす。

「ぎゃあああ、変態！」

「うっさいわね！　おとなしく脱がせろ！」

「いきなり、なんなんだよ!?」

「確認しなきゃいけないの！」

「確認……って？」

「《守護の刻印ブランド・オブ・アリス》よ」

「は？」

　呟つぶやいたのと、左手の小指に熱を感じたのとは、ほとんど同時だった。

「あれ、これって」

　次の瞬間、俺の左手はものすごい力によってひっぱられた。

「うわああああ！」

　俺の上にまたがっていたありすは「ぎゃおす」と言ってうしろにすっ転ぶ。

　ずるずると俺がひっぱられていった先には──。

「直なお道みちさま♡」

　麻ま乃のがいた。

　この世界に麻乃がいること、それ自体は不思議ではない。

　細ささめ雪ゆき麻乃はわが校一の美少女だ。

　でも、俺を「直道さま」と呼ぶのはおかしい。おかしいはずだ。

　だって、彼女は『雪乙女マツロワヌカミ』の娘ではないのだから。

「え、あれ？　なんで？」

　麻乃は俺のことをぎゅううううっと抱きしめる。

　おかげで麻乃の胸がむぎゅううううっと押しつけられる。

「王子さまを解放しろ！」

　そこへ──素早い一いつ閃せん。

「ちっ」

　麻乃は即座に俺を突き飛ばし、《運命の赤い鎖アカイエニシ》をつかんで、人にん魚ぎよの《悪女志願フアム・フアタール》を受けとめた。

「って、人魚!?」

　なぜだ？

　なぜ人魚がいる？

　俺がいた世界には姫ひめ宮みや人魚はいなかった。

　いや、どこかにはいるのかもしれないけど、俺のそばにはいなかった。

　誰だれもいない小学校前の道で金属音が鳴り響く。

「これはいったい……」

「お兄ちゃん！」

　呆ぼう然ぜんとして地面に転がっていた俺のところにスズランが駆け寄ってくる。

　スズランは勢いもそのままに俺に抱きついてきた。

「うお!?　スズ？」

　軽いから痛くなかったけど。

「うにぃ、お兄ちゃんお兄ちゃんお兄ちゃん！　スズ、もう、お兄ちゃんのこと、はなさないから。ずっと一緒だから！　婚姻届も用意できてるから！」

　スズランはえぐえぐ言いながら、ぐりぐりと俺の胸のあたりに顔を押しつけてきた。

「ちょっとあんたね、直なお道みちからはなれなさいよ！」

　復活したらしいありすが俺の手をつかんでひっぱった。

「ふーん、だもん！　お兄ちゃんはスズのお兄ちゃんだもん！　年とし魔ま女じよなんてお呼びじゃないもん！」

　スズランはありすとは反対側から俺の手をひっぱる。

　大おお岡おか裁さばきの判例を採用しよう。どっちか解放してくれないかな。

「このへちゃむくれ、直道から手をはなしなさいよ！」

「お料理お掃除お洗濯、なんでもぱーふぇくとにこなすスズは、お嫁さんにしたい妹部門第一位だもん。ね、お兄ちゃん？」

「え、あ、いや」

　妹はお嫁さんにできないと思うんだが……。

「ちょっと、直道、なにデレデレしてんのよ！」

「いや、デレデレなんて……」

　しどろもどろに答えていると、

「お助けしましょうか？」

　突然声が割って入った。

「ん？」

　次の瞬間、

「ぎゃおす」「うにぃ」

　ありすとスズランは地面に転がされていた。

　まるで、足払いでも食らったかのように。

　現れたのは──。

「……ユエ」

　未来からやってきたアンドロイドだった。俺の娘。

　なんだこれ、なんだこれ、なんだこれ！




「おまえら、なんでいるんだよっ！」


　だよー




　　だよー




　　　　ょー






　夜空に俺の絶叫がこだました。





　　　　○　　○






「つまり、こういうことよ」

　しゅぴっと人差し指を立てたありすが言った。

　ここは俺の家のリビングで、スズランや麻ま乃の、人にん魚ぎよ、そしてユエの姿もある。

「あたしの大活躍とその他大勢のちょっとの働きにより、『半年前』の出来事はなかったことになった。そのためにすべての歪ゆがみも正された」

「そのはずだろ？　なのに、なんでみんながここに……」

　俺はすべてが元通りになれば、みんなともおわかれだと思っていた。

　みんなだってそうだろう。

「やっぱり、失敗、だったのか？」

「違うわ。あれは成功だったのよ」

「成功だったなら、未来もかわるもんだろ」

「成功だったけど、あそこで、またパラレルワールドが分岐してしまったのよ」

　ありすの言葉に俺は頭を殴られたみたいな衝撃を受けた。

「……なんだよ、それ？　じゃあ、俺らがしたことはぜんぶ無意味だったのか？」

「それは違うと思います」

　ユエが静かな口調で言う。

「ここは一つの可能性として残されたのです」

「可能性？」

「宇宙には一〇〇の平行世界が存在するとします。『半年前』にそれらがまざりあってしまいました。今回、ユエの多大なる貢献と脇わき役やくたちのわずかな努力により、そのもつれは解消されました。ですが、ここに一〇一個目の平行世界が誕生したのです。一〇〇の世界ではなにもかもが元通りです。あるべき姿をとり戻しました。ですが最後の一つだけはすべてがまざったまま。言ってみれば、不安定な状態で安定してしまったわけです」

　ええっと……。

「それって、ある意味バッドエンドなんじゃ……」

「そうでしょうか？　こことはべつの自分になることができない以上、結局のところ、世界はここしかないのと同じです」

　そういうものなのだろうか？

「……ダメだ、もう、俺の頭では一個も理解できん」

　俺は両手で顔を覆う。

　本当に頭がパンクしかねない。

「簡単なことだよ、お兄ちゃん！」

　スズランは言って、ちっこい手で俺の服をきゅっと握った。

「お兄ちゃんとスズはずーっと一緒ってことなんだよっ」

　スズランを見やる。

「ずっと一緒……か」

「うん。だからね」

　スズランは目を閉じ、つーっと俺に顔を寄せてくる。

「え、あ、スズ？」

「はい、ストップですわ」

　麻ま乃のが、がしっとスズランの頭を押さえた。

「邪魔しないで！」

「お子さまはさがっているんだね」

　人にん魚ぎよが俺のそばに、つつつ、と寄ってくる。考えてみれば、俺、人魚にはっきりと告コクられてるんだった……。しかも、断っちゃってるんだけど……。

「ふふ、王子さまがなにを考えているのか手にとるようにわかるよ」

「あ、いや……」

「ぼくのスカートをめくりたいんだね？」

「そんなこと考えてるわけないだろ！」

　俺がつっこみを入れると、麻乃が物欲しそうに呟つぶやいた。

「あん、直なお道みちさまのつっこみ……素敵」

　人魚は俺を見あげている。

「ぼくがあれくらいでひきさがると思ったのかい？　王子さまは、まだまだだね」

　と、

「ねえ、いったいなんの話よ？」

　ありすがそばにきて、俺の足を踏んだ。

「あ、ありす。えっと……足、踏んでるんだけど？」

「わざとよ」

「そうじゃないかとは思っていたんだ」

　ありすは体重を乗せてぐりぐりと足を押しつけてくる。まあ、ありすは重くないのでそんなに痛いわけでもないけど。

「いわゆる一つのハーレムエンドというやつですね」

　俺の耳もとでユエがぼそっと呟いた。

　息を吹きかけるような感じだったのでぞくぞくっとした。

「ユ、ユエ……」

「そういえば、ユエは未来に帰れなくなってしまいました」

「そ、そうなのか」

　そうなのだろう。だって、『あの未来』はなくなってしまったわけだから。それってなんかのパラドクスなんじゃないかと思ったけど、もう、細かい整合性とか俺の頭では理解できないので考えないことにする。

「ユエは彼女たちのようにめんどくさい女ではありません。三み柴しば直なお道みちの好きなようにしていいのですよ？　だって、ユエの所有権はあなたにあるのですから」

「しょ、所有権!?」

　麻ま乃のがなんか叫んでる。

「そこはかとなく卑ひ猥わいな響き……。羨うらやましいですわ」

　なにを言ってるんだろうね。無視、無視。

「ユエのこと、末永くよろしく──」

「途中からでてきたくせにしゃしゃりでないでよ！」

　スズランがユエに食ってかかった。

「ちんちくりんのくせに生意気ですね」

　ユエが淡々と言いかえす。

「うにぃ！」

　スズランが顔を真っ赤にして憤慨する。

「ポンコツロボめ、表にでろい！　勝負だ！　スクラップにしてやるんだから！」

「いいでしょう。スペックの差をお見せしましょう」

「相討ちして共倒れという展開が望ましいね」

　人にん魚ぎよがさらりと怖い発言を……。

「な、なあ、みんな。できればもっと仲よく──」

　瞬間、みんなが俺を見た。

「直道！」「お兄ちゃん！」「直道さま！」「王子さま！」「三柴直道！」

　一斉に俺を呼ぶ。

「「「「「それはありえない！」」」」」

　怒鳴られました、はい。

　怖いのでもう口を挟まないことにします。

　俺は部屋の端っこに避難する。ちょっとした防災である。これは訓練ではない。

　ああ、いったい、どうなってるんだろうね。

「ほんとわけがわからない……」




　とにもかくにも、平凡で平穏な俺の日常は、まだまだ遠いらしい。





Romeo Must Die Part3is closed.














「月、キレイだね」

　うしろでありすが言った。

「満月かな？」

「いや、ちょっと足りないらしい。ユエが言ってた」

　俺は自転車のペダルを踏みこみながら答えた。

「ふーん」

　ついさっきまで、修学旅行でもないのに俺たちはＵＮＯをしていた。第三六回三み柴しば直なお道みち争奪戦とか言って、俺が優勝者への商品だった。完全に人権問題だと思うね。国連に提訴すべきだ。あと、今までに三五回開催されていたかどうかは定かではない。

　俺は俺の権利を守るために戦った。仁義なきＵＮＯだった。二度とやりたくない。

　結局、勝敗はうやむやとなり、みんな疲れて眠ってしまったのだった。

　ありすが眠そうな目をこすりながら「帰る」と言ったので、帰還した際に一条邸から回収した自転車に乗せて、こうして送っているところだ。夜風に当たって目は覚めたみたいだった。

　ちなみに、俺の左胸には《守護の刻印ブランド・オブ・アリス》が復活している。あと、デザートイーグルはスズランに返却した。あんなあぶないものは持っていないほうがいい。

「天体望遠鏡ってさ」

　不意にありすが言う。

「ん？　天体望遠鏡？」

「うん。天体望遠鏡って対象物を何百倍にも拡大できるでしょ？」

「まあ、天体望遠鏡だからな」

「それって逆に言うと、視界のほうは何百分の一に狭められちゃうってことなのよね」

「なんの話だ？」

「たとえばだけど」

「ああ」

「好きなひとを見つめるのってそんな感じだと思わない？　望遠鏡で月を見るみたいにじっと見つめてるうちにまわりが見えなくなっちゃう、みたいな」

「なに、乙女みたいなこと言ってるんだよ？　気持ち悪いな」

「よし、直道にはちょっと四十肩になってもらおうかな」

「まだ一七歳なのに四十肩だと!?」

　ずびし、ずびし、と俺の肩にチョップがふりおろされる。

　まあ、痛くはない程度のやつだ。

「失礼しちゃうわ。あたしは花も恥じらう乙女だっての」

「乙女ねえ」

　ゲコゲコ、と、どっかでカエルが鳴いている。

　キコキコ、と、自転車をこぎながら、ふと思いだした。

「そういやさ、あのとき、おまえ、なんて言ったんだ？」

「あのとき？」

「魔力炉の封印をといてたとき、おまえ、最後になんか言ってたろ？　俺、聞こえなかったんだよな」

「ああ、あれ」

「そう。なんて言ったんだ？」

　俺の問いにありすは少し考えてから、

「秘密」

　と、答えた。

「なんだよ、それ？」

「教えなーい」

　教えてもらえないとなると気になるな。

「なんでだよ？」

「教えないったら、教えない」

　まあ、いいけどさ。

　俺はそう言おうとした。

　でも口を開く前に、

「直なお道みち、ブレーキ！」

　ありすが叫んだ。

　俺は慌ててブレーキを握る。

　キィイイイイイイ。

　金切り声のようなブレーキの音が響く。

　進行方向にひとの姿があった。

「──くっ!?」

　でも、それはおかしいのだ。

　ほんの一秒前には、前方には誰もいなかったのだから。

　見通しのいい一本道で見逃すはずがなかった。

　ブレーキを思い切り握りつづける。耳障りな音が響く。

　俺は靴を地面に接触させる。

　ザリザリザリザリと、靴の裏とアスファルトがこすれた。

　ようやく自転車がとまる。

　しかし、目の前にはさっきの人影はなくなっていた。

「……な、なんだったんだ、今の？」

　俺が呆ぼう然ぜんとしているあいだにも、ありすは自転車を飛びおりて、魔術札ワイズヴアーミリオンをかまえていた。

「誰だれ？　誰なの？」

　ありすの誰何すいかの声が鋭く飛ぶ。

　返答はない。

「おい、ありす。今のって……」

　頭の片隅に「幽霊」という言葉が思い浮かんでいた。

　いや、まさかな……。

「直なお道みち、あたしからはなれないで」

「あ、ああ」

　自転車はそのままに、俺も周囲に目を走らせる。

　でも、暗いのでよくわからない。

　道路標識に街路樹、家の塀が並んでいるだけ。

　と、次の瞬間だった。

　足もとが、まるで深い水たまりにでもなったみたいに、

「ぬわっ!?」

　ぼちゃん、と俺は沈んだ。

「直道！」

「がぼがぼがぼがぼ……」

　突然のことで息もできない。なぜだか、アスファルト部分が分厚いガラスにでもなっているみたいな感じで、見あげればありすが地面に這はいつくばるようにして俺の名前を呼んでいるのがわかった。俺もありすに手を伸ばしたのだけど、アスファルト部分が邪魔をしていて届かない。

「あばれないでください」

　耳もとで声がした。

　え？

　聞き覚えがある。この声は……。

　俺はゆっくりとふりかえった。

　そこには──。

「……南みなみさん？」





Go Straight / a Gorse Treatis…?







特別編　ぼくがお姫さまじゃなかった頃の話をする




「三み柴しばさーん、お届けものでーす」

「はいはい。サインでもいいっすか？」

「では、こちらにお願いします。はい、確かに。それでは失礼しまーす」

「ご苦労さまです」

　バタン、とトラックのドアがしまる音がした。つづいてエンジン音が聞こえてくる。

「なんだろ？　あれ、人にん魚ぎよから？　うわ、重いな」

　不可解そうな声。

　ゆさゆさと揺すられ、すとん、と平らなところにおろされる。

　今だ！

「じゃ、じゃーんっ！」

　ぼくは勢いよく箱の中から飛びだした。

「うわっ!?」

　王子さまがびっくりしてひっくりかえる。

「に、人魚？」

「どっきり大成功だねっ」

　ぼくは王子さまを驚かすべく、箱の配送だけ頼んでおいて、宅配のお兄さんがトラックからはなれた隙すきに中に入りこみ、ばれないように内側からフタを閉じる細工をして、このときを待っていたのだ。だいたい二時間くらい。

「えへへ、驚いたかい、王子さま？　ねえ、驚いた？」

　王子さまは玄関のフローリング部分にお尻しりをつけたまま金魚みたいに口をぱくぱくさせている。そんな顔もとってもキュートだ。カルパッチョにして食べちゃいたいくらい。

「俺をびっくり死させる気か！　いや、それよりも……」

「うん？」

「なんてかっこしてんだよ！」

「あ、これ？　お目が高い」

「お目が高い、じゃないよ！」

「これはね、王子さまへのプレゼントなんだよ」

　そう、これはプレゼントだ。ぼくという名の贈りもの。ぼくは裸にピンクのリボンをまいているだけの格好だった。リボンを指でつまんでちょんとひっぱってみる。

「バカ、やめろ、ほどけるだろ！」

「王子さまにならほどかせてあげるよ？」

「ハレンチな！　服を着ろ、服を！」

「王子さまのかねてからのご希望も考慮して、ちゃんといろいろ隠してあるだろう？」

「そうだけど……いや、むしろ服を着てないよりもエロい、かも……」

　王子さまは顔を真っ赤にしてぼくを見あげていた。でも、すぐに顔をそらしてしまう。

「た、頼む、服を着てくれ。着てください。お願いします」

「王子さまは恥ずかしがり屋さんだなあ。まあ、そこもかわいいのだけど」

　ぼくは箱の底に押しこんでおいたワンピースをもふっとかぶる。そうしてから、リボンの端をひっぱった。するするとリボンがほどけていく。はずだったのだけれど、どこかがひっかかったらしく、きつくしまってしまう。

「あ、あれ、おかしいな」

「なにしてんだ？」

「からまったみたいで……えいっ！　のあっ」

　強くひっぱったら、リボンが右足を持ちあげてしまった。

「あぶない」

　倒れそうになったぼくをとっさに王子さまが支えてくれる。

　でも、うまく支えきれなくて、二人一緒にフローリングの床に転がった。

「つつつ……だいじょうぶか？」

「ぼくは平気」

　王子さまが下になってぼくを守ってくれたから。

「王子さまこそ」

「なんともない。立てるか、人にん魚ぎよ？」

　もそもそと動いてみる。リボンはさっきよりも複雑にからまってしまったみたいだ。

「無理っぽい」

「しょうがないな」

　そう言うと、王子さまはのっそりと身を起こし、それからピンクのリボンでぐるぐるまきになったぼくをひょいと抱えた。いわゆる一つのお姫さま抱っこというやつだった。

　そうなると王子さまとぼくは密着してしまう。王子さまの腕はハリウッドの映画スターみたいにムキムキってわけじゃなくて、むしろひょろひょろで、でもすごく頼もしくて、ぼくはドキドキする。本当はいつもドキドキしてる。王子さまとこんなに近くにいられるんだもん。王子さまは目がきれいだ。横を向くときにできる首の筋もきれい。

「……お、重くない？」

　ちょっと不安になって、ぼくは訊たずねた。

　さっき箱を抱えたとき、「うわ、重いな」って言ってたし。

「軽くはないな」とか言いながら、王子さまはクーラーのきいているリビングまでぼくを運び、ソファに寝かせてくれた。

「ちょっと待ってろ」

　王子さまはそう言い置いて姿を消し、ハサミを持って戻ってきた。

「めんどいから、リボン切るぞ？」

「うん」

　王子さまが、チョキン、チョキン、とリボンにハサミを入れていく。おかげで、きゅっとしまったリボンはすぐに緩んだ。手足が自由になる。

「まったく、俺を驚かせるためだけに、なにやってんだよ」

「でも、リボンがからまって起きあがれなかったおかげで王子さまに抱っこしてもらえたし、ぼくはとっても幸せ」

「なんだよ、それ？」

「王子さまと笑ってすごせる今がすごく楽しいんだ。毎日ハッピー。楽しいって言葉なんかじゃ、ぜんぜん足りないくらいに楽しいよ？」

　楽しくて、楽しくて、楽しすぎて、だから、少し悲しいよ。

「ふーん」

　王子さまはよくわからないという顔をする。

　ぼくは幸せだ。でも、ときどき思いだす。あなたの胸を刺し貫いた瞬間を。あのときの感触を。その血のあたたかさを。悲しそうな目を。花嫁の悲鳴を。

　ぼくの消えない罪。忘れちゃいけない罪。

「ねえ、王子さま」

「ん？」

「髪に触ってもいい？」

「……ああ」

　ぼくは王子さまの髪に指をとおす。王子さまの髪はちょっと硬めでつんつんしてる。男の子って感じがする。

「手も握っていい？」

「……ん、まあ」

　ハサミを置いて右手を差しだしてくれる。ぼくは両手で王子さまの右手をつつみこむ。

　そうしながら、王子さまのきれいな目を見つめる。

「大好きだよ、王子さま」

「……いきなり、なんだよ」

　王子さまは笑った。

　王子さまは、ぼくのこと好き？

　訊たずねたら、「うん」って言ってくれるかな。

　だけど、ぼくがほしいのは一番の好きなんだ。

　そして、王子さまの一番はきっと……。

　わかっているから、ぼくは王子さまをぎゅっと抱きしめる。

「お、おい……」

「ちょっとだけ」

　少しのあいだ、王子さまはじっとしていてくれた。ぼくはここぞとばかりに王子さまを堪たん能のうする。ぼくだけのものになっちゃえばいいのにな、と思いながら。もちろん、ぼくの願いは届かない。これは魔女に願って叶かなえてもらうものでもない。

「はい、補給完了」

　ぼくは王子さまを解放する。逃がしてあげる。

　王子さまはちょっと困ったような顔でぼくを見る。それがまたかわいい。

「ねえ、王子さま」

「ん？」

「今日はなにして遊ぶ？」





Shape of My Heartis closed.







あとがき




　こんにちは、二に階かい堂どう紘ひろ嗣しです。

『俺おれ話ばな』四巻はいかがでしたでしょうか？　楽しんでいただけたら幸いです。

　なんだか最終巻みたいな内容でしたが、もう少しつづきます。

　あと、今回はページに余裕があるということだったので、ちょっとしたおまけとして人にん魚ぎよのお話を載せました。表紙も人魚なのでよいタイミングかな、と。

　ヒロインはみんな大好きですけど、人魚の登場回はいろんな苦労があったので、その分思い入れも強かったりします。読者さまから「人魚かわいい」と言ってもらえているのも嬉うれしいです。

　さてさて、三巻はゲームブックという形式でしたので「どんな順番で読みましたか？」と、あとがきで訊たずねてみたところ、過去最多のアンケートを回収することができました。

　みなさま、どうもありがとうございました。

　せっかくですから、結果を報告したいと思います。

　ゲームブックという形式そのものはぼくの発明ではないのですが、なじみのない読者さまには実験的な作品だと受けとられたようです。

　それを楽しんでくれた方が多かったのですが（アンケートに答えてくれた方の中では、という限定になってしまいますが）、指示ページに飛ぶことをめんどいなと感じた方もかなりいらっしゃいました。面倒がらせてしまい申しわけないです！

　後者に該当する方のほとんどは「前から順番に読んでいった派」となりました。

　そして、そのように読んだ結果、むしろ選択するよりもおもしろかった、と感想を寄せてくれた方が少なからずいました。……つわものすぎる。

　いっぽう、ゲームブックという形式を楽しんでくれた方々は当然ながらお気に入りのヒロインから順番に制覇していってくれたので（面倒だったけど好きなヒロインを選択して読んでくれた方ももちろんいました）、人気投票みたいな結果となりました。

　人気はまんべんなく分散していたので、作者としても嬉しいかぎりです。とは言っても多少の差はありまして、トップ争いをしていたのは人魚と麻ま乃のでした。麻乃は企画段階では受け入れられるのか不安なキャラでもあったので、喜ばしい結果です。

「各ヒロインをメインにした短編集みたいでよかった」と、ゲームブックというより、それぞれの女の子を個別にピックアップしたことを楽しんでくれた方もわりといました。

　そもそも選択肢と言っても強制力はないので、指示どおりのページに移動したり、気分で指示に従わずに戻ってみたり、混合して読んでいる方もけっこう多かったみたいです。

　それから今回は電子書籍版を購入した方と、通常の書籍版を購入した方とでアンケートの結果に違いがありました。電子書籍版では選択肢にタッチするとそのページに飛べる機能がついているわけです。こうなると実際にノベルゲームで遊んでいる感覚に近く、「お手軽に楽しめた」との感想をいただきました。すごい時代がやってきたものです。ぼくの幼少期には想像もできませんでした……。

　そのほか、様々な感想やメッセージなど、どうもありがとうございました。すべての質問・疑問にお答えできているわけではないので申しわけなく思っています。それでも参考にさせていただいておりますので、ひきつづき、ご意見・ご感想、よろしくです！

　最後に謝辞です。

　イラストレーターの館たて川かわまこ先生、お忙しい中、神がかった美しいイラストをありがとうございます。担当さま、関係者のみなさま、毎度ご迷惑をおかけしております。すみません。これからもよろしくお願いします。

　読者さまにはひたすら感謝を捧ささげます。どうもありがとうございました。

　あと、『俺話』シリーズでは「並行世界」ではなく「平行世界」の表記を採用しています。これは山田正紀先生の『ミステリ・オペラ』になんとなく準じているからです。なんとなくというのは「パラレル・ワールド」ではなく「パラレルワールド」を採用しているので一貫性がないということなのですが、あまり深い意味はありません。

　ではでは。


二に階かい堂どう紘ひろ嗣し
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